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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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資料中の「三菱電機」、「三菱XX」等名称の株式会社ルネサス テクノロジへの変更について�

　2003年4月1日を以って株式会社日立製作所及び三菱電機株式会社のマイコン、ロジック、

アナログ、ディスクリート半導体、及びDRAMを除くメモリ(フラッシュメモリ・SRAM等)を含

む半導体事業は株式会社ルネサス テクノロジに承継されました。�

従いまして、本資料中には「三菱電機」、「三菱電機株式会社」、「三菱半導体」、「三菱XX」といっ

た表記が残っておりますが、これらの表記は全て「株式会社ルネサス テクノロジ」に変更され

ておりますのでご理解の程お願い致します。尚、会社商標・ロゴ・コーポレートステートメント

以外の内容については一切変更しておりませんので資料としての内容更新ではありません。�

�

注：「高周波・光素子事業、パワーデバイス事業については三菱電機にて引き続き事業運営を�

        行います。」�

�

2003年4月1日�

株式会社ルネサス テクノロジ�

カスタマサポート部�

お客様各位�



三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION

　

開発中

概　要

本製品は、高性能シリコンゲートCMOSプロセスを採用し

たフラッシュメモリ内蔵形シングルチップマイクロコン

ピュータです。このマイクロコンピュータは、既存の7700シ

リーズ、7751シリーズ命令セットと上位互換性を維持し、さ

らに強化、拡張した7900シリーズ命令セットを追加した16

ビット並列処理可能（8ビット並列処理にも切り替え可能）な

中央演算処理装置、高速に命令を実行するためのバスインタ

フェース装置、及び豊富な周辺装置を備えています。

一方、内蔵のフラッシュメモリは単一電源で書き込み、消

去を行うことができます。PROMライタを用いて書き込み、

消去を行える他、内蔵する中央演算処理装置の制御で書き込

み、消去を行う機能も有していますので、マイクロコン

ピュータを基板に実装した後でも、プログラムの変更が容易

に実現できます。

特　長

＜マイコンモード＞

●基本機械語命令数 .............................................................. 203

●メモリ

フラッシュメモリ（ユーザROM領域）.............. 260Kバイト

RAM ....................................................................... 6144バイト

フラッシュメモリ（ブートROM領域）.................. 8Kバイト

●命令実行時間

　最短命令、システムクロック26MHz時 ........................ 38ns

●単一電源 ................................................................... 5V±0.5V

●割り込み ........................外部6要因、内部15要因、7レベル

●多機能16ビットタイマ ............................................ 5本＋3本

●シリアルI/O（UART又はクロック同期形）...................... 2本

●10ビットA-D変換器 ....................................... 8チャネル入力

●8ビットD-A変換器 ......................................... 3チャネル出力

●リアルタイム出力 ........................ 4ビット×2チャネル又は

　　　　　　　　　　　　6ビット、2ビット各1チャネル

●監視タイマ

●プログラマブル入出力（ポートP0, P1, P2, P3, P4, P5, P6,

P7, P8, P10, P11）............................................................... 84本

＜フラッシュメモリモード＞

●電源電圧 ................................................................... 5V±0.5V

●プログラム/イレーズ電圧 ...................................... 5V±0.5V

●プログラム方式 ....................................................ワード単位

●イレーズ方式 ............................ブロック消去又は一括消去

　　　　　　　　　　（ブロックごとにプロテクト設定可能）

●ソフトウエアコマンドによるプログラム/イレーズ制御

●プログラム/イレーズ回数 ............................................. 100回

応　用

CD-ROM，DVD-ROM，HDD、プリンタなどのパーソナル

コンピュータ周辺機器制御

本製品は開発中ですので規格などを変更する場合があります。

M37911FGCHPピン接続図（上面図）

外形　100P6Q-A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

26
27
28
29
30

P
64
/IN

T
2 

↔
P
63
/IN

T
1 

↔
P
62
/IN

T
0 

↔
P
6 1
/T
A
4I
N
 ↔

P
60
/T
A
4O

U
T
 ↔

P
5 5
/T
A
2I
N
/R
T
P
11
/K
I1
 ↔

P
5 4
/T
A
2O

U
T
/R
T
P
10
/K
I0
 ↔

P
53
/T
A
1I
N
/R
T
P
03
 ↔

P
52
/T
A
1O

U
T
/R
T
P
02
 ↔

P
51
/T
A
0I
N
/R
T
P
01
 ↔

P
50
/T
A
0O

U
T
/R
T
P
00
 ↔

P
47
/C
S
3 

↔
P
46
/C
S
2 

↔
P
45
/C
S
1 

↔
P
44
/C
S
0 

↔
P
43
/H
O
LD

 ↔

P
40
/A
LE

 ↔

80
79
78
77
76

75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51

81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100

50
49
48
47
46
45
44
43
42
41
40
39
38
37
36
35
34
33
32
31

P
42
/H
LD

A
 ↔

P
41
/φ
1 

↔

P
65
/T
B
0I
N
 ↔

P
6 6
/T
B
1I
N
 ↔

P
6 7
/T
B
2I
N
 ↔

P
7 0
/A
N
0 

↔

↔ P30/RDY
↔ P31/RD
↔ P32/BLW
↔ P33/BHW

← BYTE
     VCONT
← RESET
← MD0
     VSS

↔ P25/D13

↔ P24/D12

↔ P26/D14

← XIN
→ XOUT
     VCC
↔ P27/D15

↔ P23/D11

↔ P22/D10

↔ P21/D9

↔ P20/D8

↔ P17/D7/LA7
↔ P16/D6/LA6
↔ P15/D5/LA5

↔
 P
10
/D

0/
LA

0

↔
 P
11
/D

1/
LA

1

↔
 P
12
/D

2/
LA

2

   
  V

S
S

↔
 P
10

5/
A
5

↔
 P
10

4/
A
4

↔
 P
10

7/
A
7

↔
 P
10

6/
A
6

↔
 P
11

0/
A
8

↔
 P
11

2/
A
10

↔
 P
11

1/
A
9

↔
 P
11

3/
A
11

↔
 P
11

5/
A
13

↔
 P
11

4/
A
12

↔
 P
11

6/
A
14

↔
 P
00
/A

16

↔
 P
11

7/
A
15

↔
 P
01
/A

17

↔
 P
02
/A

18

↔
 P
04
/A

20

↔
 P
03
/A

19

↔
 P
05
/A

21

↔
 P
07
/A

23

←
 M

D
1

↔
 P
06
/A

22

↔ P14/D4/LA4
↔ P13/D3/LA3

P100/A0 ↔
P87/TXD1 ↔
P86/RXD1 ↔

P85/CTS1/CLK1 ↔
P84/CTS1/RTS1/INT4 ↔

P83/TXD0 ↔

P103/A3 ↔
P102/A2 ↔
P101/A1 ↔

P82/RXD0 ↔

VCC     
AVCC     
VREF →
AVSS     
VSS     

P77/AN7/ADTRG/DA1/(INT2) ↔
P76/AN6/DA0 ↔

P75/AN5/(INT4) ↔
P74/AN4/(INT3) ↔

P73/AN3 ↔
P72/AN2 ↔
P71/AN1 ↔

P80/CTS0/RTS0/DA2/INT3 ↔
NMI →

P81/CTS0/CLK0 ↔

M37911FGCHP

P
57
/T
A
3I
N
/R
T
P
13
/K
I3
 ↔

P
56
/T
A
3O

U
T
/R
T
P
12
/K
I2
 ↔



2

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中
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三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

マスカブル

ノンマスカブル

性能概要

＜マイコンモード＞

内蔵（セラミック又は水晶発振子外付け）

2, 3, 4, 5, 6, 7, 8逓倍を選択可能

5V±0.5V

150mW（f(fsys)=26MHz時, 標準, PLL周波数逓倍回路動作時）

5V

5mA

可能（最大16Mバイト, ただしバンクFF16は予約領域）

－20～85℃

CMOS高性能シリコンゲート

100ピンプラスチックモールドQFP

入出力耐電圧

出力電流

フラッシュメモリ（ユーザROM領域）

RAM

フラッシュメモリ（ブートROM領域）

P0～P2, P4～P8, P10, P11

P3

タイマA0～タイマA4

タイマB0～タイマB2

UART0, UART1

プログラマブル
入出力ポート

項　　　　目

基本命令数

命令実行時間

外部クロック入力周波数 f（XIN）

システムクロック周波数 f(fsys)

メモリ容量

多機能タイマ

シリアルI/O

A-D変換器

D-A変換器

監視タイマ

チップセレクトウエイトコントロール

リアルタイム出力

割り込み

メモリ拡張

動作周囲温度

素子構造

パッケージ

クロック発生回路

PLL周波数逓倍回路

電源電圧

消費電力

ポートの
入出力特性

203

38ns（f(fsys)=26MHz時, 最短命令）

52MHz（最大, 外部方形波入力, XIN入力クロック分周時）

26MHz（最大）

260Kバイト

6144バイト

8Kバイト

8ビット×10

4ビット×1

16ビット×5

16ビット×3

（クロック同期形, 又は非同期形）×2

（10ビット逐次比較変換方式）×1（8チャネル）

8ビット×3

12ビット×1

性　　　　能

______ ______

チップセレクト×4（CS0～CS3）
各チップセレクト領域ごとにウエイト数，バス幅の設定が可能

4ビット×2チャネル, 又は6ビット, 2ビット各1チャネル

外部5要因，内部13要因
各割り込みごとにレベル0～7までの割り込み優先レベルをソフトウエア
で設定可能
外部1要因，内部2要因

※本製品は開発中ですので規格などを変更する場合があります。
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項　　　　目

電源電圧

プログラム/イレーズ電圧

フラッシュメモリモード

消去ブロック分割

プログラム方式

イレーズ方式

プログラム/イレーズ制御方式

プロテクト方式

コマンド数

プログラム/イレーズ回数

性　　　　能

5V±0.5V

5V±0.5V

3モード（パラレル入出力, シリアル入出力, CPU書き換え）

7分割（4Kバイト×3, 56Kバイト×1, 64Kバイト×3）、計260Kバイト

1分割（8Kバイト）　（注1）

ワード単位

ユーザROM領域＋ブートROM領域

ユーザROM領域

ユーザROM領域

一括消去/ブロック消去

ユーザROM領域＋ブートROM領域

ユーザROM領域

ユーザROM領域

ソフトウエアコマンドによるプログラム/イレーズ制御

ロックビットによるブロック単位のプロテクト

8コマンド　（注2）

100回

＜フラッシュメモリモード＞

ユーザROM領域

ブートROM領域

パラレル入出力モード

シリアル入出力モード

CPU書き換えモード

パラレル入出力モード

シリアル入出力モード

CPU書き換えモード

注1．ブートROM領域には出荷時にシリアル入出力モードの制御プログラムが格納されています。
　2．CPU書き換えモード時は7コマンドとなります。
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機　　　　能

VCC端子には5V±0.5Vを, VSS端子には0Vを印加してください。

プロセッサモードを切り替える端子です。シングルチップモード及びメモリ拡張モードではVSSに接
続してください。マイクロプロセッサモードではVCCに接続してください。

VSSに接続してください。

リセット入力端子です。“L”レベルを印加すると, リセット状態になります。

クロック発生回路の入力, 出力端子で, XIN端子とXOUT端子の前にセラミック又は水晶発振子を接続し
ます。外部クロック入力を利用する場合は, クロック入力をXIN端子に接続し, XOUT端子は開放してく
ださい。

メモリ拡張モード又はマイクロプロセッサモード時, 外部データバス幅を8ビットとするか16ビットと
するかを選択する端子です。“L”のとき16ビット幅, “H”のとき8ビット幅です。BYTE=VSSレベルのと____ ____

きは、レジスタ設定により、CS1～CS3領域ごとに外部データバス幅を8ビットにすることができます。

PLL周波数逓倍回路を使用する場合には, この端子にフィルタ回路を接続してください。使用しない場
合には開放してください。

A-D変換器, D-A変換器の電源入力端子です。外部でAVCCはVCCに, AVSSはVSSに接続してください。

A-D変換器, D-A変換器の基準電圧入力端子です。

■シングルチップモード時
ポートP0は8ビットの入出力ポートになります。入出力方向レジスタをもっており, 各ビットごとに
入力端子にするか, 出力端子にするかプログラムできます。リセット時には入力モードになります。

■メモリ拡張又は,マイクロプロセッサモード時
アドレス（A16～A23）を出力します。レジスタ設定により入出力ポートとしても機能します。

■シングルチップモード時
ポートP0と同じ機能をもちます。

■メモリ拡張又は,マイクロプロセッサモード時
データの下位8ビット（D0～D7）を入出力します。

______

外部データバス幅8ビットの場合, レジスタ設定により, CS2領域アクセス時, アドレス（LA0～LA7）
出力とデータ（D0～D7）入出力を時分割で行うこともできます。

■シングルチップモード時, 又はメモリ拡張, マイクロプロセッサモードで外部データバス幅を8ビッ
ト幅で使用する場合
ポートP0と同じ機能をもちます。

■メモリ拡張又は, マイクロプロセッサモードで外部データバス幅を16ビット幅で使用する場合
データの上位8ビット（D8～D15）を入出力します。

■シングルチップモード時
ポートP0と同じ機能をもちます。

■メモリ拡張モード時 __ ____ ____

P30は入出力ポート, P31, P32, P33はそれぞれRD, BLW, BHWの出力端子となります。P30はレジ
___ ____

スタ設定によりRDYの出力端子としても機能します。外部データバス幅が8ビットの場合、BHW端
子は入出力ポート（P33）として機能します。

■マイクロプロセッサモード時
____ __ ____ ____

P30はRDYの入力端子となり, P31, P32, P33はそれぞれRD, BLW, BHWの出力端子となります。P30____

はレジスタ設定により入出力ポートとしても機能します。外部データバス幅が8ビットの場合、BHW
端子は入出力ポート（P33）として機能します。

■シングルチップモード時
ポートP0と同じ機能をもちます。

■メモリ拡張モード時 _____ _____

P40～ P47は入出力ポートとして機能します。レジスタ設定によりそれぞれALE, φ1, HLDA, HOLD,
______ ______

CS0～CS3の出力端子, 入力端子としても機能します。
■マイクロプロセッサモード時 _________ _________ ______

P40～P44はそれぞれALE, φ1, HLDA, HOLD, CS0の出力端子, 入力端子となり, P45～P47は入出力
______ ______

ポートとなります。レジスタ設定により, P40～P43は入出力ポート, P45～P47はCS1～CS3の出力
端子としても機能します。

シングルチップモード時のポートP0と同じ機能の他に, タイマA0～タイマA3の入出力端子, リアルタ
イム出力の出力端子, またキー入力割り込みの入力端子としての機能ももちます。

_______ _______

シングルチップモード時のポートP0と同じ機能の他に, タイマA4の入出力端子, INT0～INT2の入力端
子, タイマB0～タイマB2の入力端子としての機能ももちます。

シングルチップモード時のポートP0と同じ機能の他に, A-D変換器の入力端子, D-A変換器の出力端子,_______ ___ ___

INT2, INT3, INT4の入力端子の機能ももちます。

シングルチップモード時のポートP0と同じ機能の他に, UART0, UART1の入出力端子, D-A変換器の出
_______ _______

力端子, INT3, INT4の入力端子としての機能ももちます。

端子の機能説明（マイコンモード）

入出力

入　力

入　力

入　力

入　力

出　力

入　力

入　力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

端子名

VCC, VSS

MD0

MD1
______

RESET

XIN

XOUT

BYTE

VCONT

AVCC, AVSS

VREF

P00～P07

P10～P17

P20～P27

P30～P33

P40～P47

P50～P57

P60～P67

P70～P77

P80～P87

名　　称

電源入力

MD0

MD1

リセット入力

クロック入力

クロック出力

外部データバス
幅切り替え入力

フ ィ ル タ
回路接続

アナログ電源入力

基準電圧入力

入出力ポート
P0

入出力ポート
P1

入出力ポート
P2

入出力ポート
P3

入出力ポート
P4

入出力ポート
P5

入出力ポート
P6

入出力ポート
P7

入出力ポート
P8
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入出力

入出力

入出力

入　力

端子名

P100～
P107

P110～
P117

___

NMI

名　　称

入出力ポート
P10

入出力ポート
P11

ノンマスカブ
ル割り込み

機　　　　能

■シングルチップモード時
　ポートP0と同じ機能をもちます。
■メモリ拡張又は, マイクロプロセッサモード時
　アドレス（A0～A7）を出力します。

■シングルチップモード時
　ポートP0と同じ機能をもちます。
■メモリ拡張又は, マイクロプロセッサモード時
　アドレス（A8～A15）を出力します。レジスタ設定により入出力ポートとしても機能します。

ノンマスカブル割り込みの入力端子です。

端子の機能説明（マイコンモード）
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入出力

入　力

入　力

入　力

入　力

出　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入出力

出　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

端子名

VCC, VSS

MD0

MD1
______

RESET

XIN

XOUT

BYTE

VCONT

AVCC,
AVSS

VREF

P00～P07

P10～P17

P20～P27

P30～P33

P40,
P44～P47

P41

P42

P43

P50～P57

P60～P67

P70～P77

P80～P87

P100～
P107

P110～
P117
___

NMI

名　　称

電源入力

MD0

MD1

リセット入力

クロック入力

クロック出力

BYTE

フィルタ回路
接続

アナログ電源
入力

基準電圧入力

入力ポート
P0

入力ポート
P1

入力ポート
P2

入力ポート
P3

入力ポート
P4

SCLK入力

SDA入出力

BUSY出力

入力ポート
P5

入力ポート
P6

入力ポート
P7

入力ポート
P8

入力ポート
P10

入力ポート
P11

ノンマスカブ
ル割り込み

機　　　　能

VCC端子には5V±0.5Vを, VSS端子には0Vを印加してください。

VSSに接続してください。

抵抗（10kΩ～100kΩ）を介してVSSに接続してください。

リセット入力端子です。

XIN, XOUTの間にセラミック発振子を接続します。又は XOUTを開放し, XINから外部クロックを入力し
ます。

VCC又はVSSに接続してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

フィルタ回路を接続又は, 開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

AVCCはVCCに, AVSSはVSSに接続してください。

VSS～VCC間の任意のレベルを入力してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

シリアルクロックの入力端子です。

シリアルデータの入出力端子です。抵抗（1KΩ程度）を介してVCCに接続してください。

BUSY信号の出力端子です。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。（シリアル入出力モードでは使用しません）

“H”を入力, 又は開放してください。

端子の機能説明（フラッシュメモリシリアル入出力モード）
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ための予約領域ですので、使用できません。

内蔵フラッシュメモリ及び内蔵RAMは図1に示す番地に配

置されています。

7FFFB016番地から7FFFFF16番地はリセット及び割り込みの

ベクトル番地で、ここに割り込みベクトルを格納します。詳

細は割り込みの項を参照してください。

016番地からFF16番地には入出力ポート、A-D変換器、D-A

変換器、シリアルI/O、タイマ、割り込み制御レジスタなど

の周辺装置が割り付けられています。図2、3に周辺装置制御

レジスタ（SFR）の配置を示します。

なお、ブートROM領域のフラッシュメモリについては、

フラッシュメモリモードの項を参照してください。

機能ブロック動作説明

本製品は、フラッシュメモリ、RAM、中央演算処理装置、

バスインタフェースユニット、及び割り込み制御回路、タイ

マ、シリアルI/O、A-D変換器、D-A変換器、入出力ポート、

クロック発生回路などの周辺装置をシングルチップ内に収め

ています。

次に各装置について説明します。

メモリ

メモリ配置図を図1に示します。アドレス空間は016番地か

らFFFFFF16番地までの16Mバイトあります。アドレス空間を

64Kバイトごとに分けてそれぞれバンク016、バンク116、……

バンクFF16と呼びます。バンクFF16は開発サポートツールの

図1. M37911FGCHPのメモリ配置図（シングルチップモード時）�
�

�
�

�
� ツール予約領域�

INT4

A-D変換�

予約領域�
予約領域�
予約領域�
予約領域�
予約領域�

予約領域�
予約領域�

UART1送信�
UART1受信�
UART0送信�
UART0受信�
タイマB2
タイマB1
タイマB0

インタラプト�
ベクトルテーブル�

タイマA4
タイマA3
タイマA2
タイマA1
タイマA0

監視タイマ�

BRK命令�
0除算�

INT3

INT2
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NMI

RESET

DBC

00000016

バンク116

バンク016

FFFFFF16

FE000016

00FFFF16
01000016

01FFFF16

バンクFF16

バンクFE16

00000016

00100016

0000FF16

7FFFFF16

7FFFB016
内蔵�

フラッシュメモリ�
4Kバイト�

内蔵RAM�
6144バイト�

�
�

周辺装置制御レジスタ�

FEFFFF16
FF000016

001FFF16
00200016

00FFFF16

内蔵�
フラッシュメモリ�

256Kバイト�

0037FF16

7C000016

7FFFFF16

7FFFD016
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図2. 周辺装置制御レジスタ（SFR）の配置（1）
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00006916
00006A16
00006B16
00006C16

00006D16

00006E16
00006F16
00007016
00007116
00007216
00007316
00007416
00007516
00007616
00007716
00007816
00007916
00007A16
00007B16
00007C16

00007D16

00007E16
00007F16

番地�

カウント開始フラグ�

ワンショット開始フラグ�

アップダウンフラグ�
タイマAクロック分周指定レジスタ�

タイマA0レジスタ�

タイマA1レジスタ�

タイマA2レジスタ�

タイマA3レジスタ�

タイマA4レジスタ�

タイマB0レジスタ�

タイマB1レジスタ�

タイマB2レジスタ�

タイマA1モードレジスタ�
タイマA0モードレジスタ�

タイマA2モードレジスタ�
タイマA3モードレジスタ�
タイマA4モードレジスタ�
タイマB0モードレジスタ�
タイマB1モードレジスタ�
タイマB2モードレジスタ�
プロセッサモードレジスタ0
プロセッサモードレジスタ1
監視タイマレジスタ�

特殊機能選択レジスタ0�
特殊機能選択レジスタ1

予約領域（注2）�

INT3 割り込み制御レジスタ�

A-D変換 割り込み制御レジスタ�
UART0送信 割り込み制御レジスタ�
UART0受信 割り込み制御レジスタ�

UART1受信 割り込み制御レジスタ�
タイマA0 割り込み制御レジスタ�
タイマA1 割り込み制御レジスタ�

タイマA3 割り込み制御レジスタ�
タイマA4 割り込み制御レジスタ�
タイマB0 割り込み制御レジスタ�

タイマB2 割り込み制御レジスタ�
INT0 割り込み制御レジスタ�
INT1 割り込み制御レジスタ�

監視タイマ周波数選択レジスタ�

予約領域（注2）�

INT4 割り込み制御レジスタ�

UART1送信 割り込み制御レジスタ�

タイマA2 割り込み制御レジスタ�

タイマB1 割り込み制御レジスタ�

INT2 割り込み制御レジスタ�

�

予約領域（注2）�

予約領域（注2）�

特殊機能選択レジスタ2�
予約領域（注2）�

注1. 読み出し及び書き込み禁止�
　2. 書き込み禁止�

予約領域（注2）�

予約領域（注2）�
予約領域（注2）�

予約領域（注2）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�
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�
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0000FC16
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番地�

0000A016
0000A116
0000A216
0000A316
0000A416
0000A516
0000A616
0000A716
0000A816
0000A916
0000AA16
0000AB16
0000AC16

0000AD16

0000AE16
0000AF16
0000B016
0000B116
0000B216
0000B316
0000B416
0000B516
0000B616
0000B716
0000B816
0000B916
0000BA16
0000BB16
0000BC16

0000BD16

0000BE16
0000BF16

リアルタイム出力制御レジスタ�

パルス出力データレジスタ 0

パルス出力データレジスタ 1

シリアルI/O端子制御レジスタ�

00008016
00008116
00008216
00008316
00008416
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番地�

CS0制御レジスタ L
CS0制御レジスタ H
CS1制御レジスタ L
CS1制御レジスタ H
CS2制御レジスタ L
CS2制御レジスタ H
CS3制御レジスタ L
CS3制御レジスタ H

CS0領域先頭アドレスレジスタ�

CS1領域先頭アドレスレジスタ�

CS2領域先頭アドレスレジスタ�

CS3領域先頭アドレスレジスタ�

予約領域（注2）�
予約領域（注2）�

ポート機能制御レジスタ�

外部割り込み入力制御レジスタ�
外部割り込み入力読み出しレジスタ�
D-A制御レジスタ0

D-Aレジスタ0
D-Aレジスタ1
D-Aレジスタ2

フラッシュメモリ制御レジスタ�

注1. 読み出し及び書き込み禁止�
　2. 書き込み禁止�

クロック制御レジスタ0
クロック制御レジスタ1
予約領域（注2）�
予約領域（注2）�

予約領域（注2）�
予約領域（注2）�

D-A制御レジスタ1

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注2）�
予約領域（注2）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�
予約領域（注1）�

予約領域（注1）�

図3. 周辺装置制御レジスタ（SFR）の配置（2）
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中央演算処理装置

中央演算処理装置(以下CPUと称します)には13個のレジス

タがあります。図4にそれらを示します。次に、これらのレ

ジスタについて説明します。

アキュムレータ　A

アキュムレータAはマイクロコンピュータの中心となるレ

ジスタです。16ビットで構成されていますが、下位8ビット

のみを使用することもできます。16ビットで使用するか、8

ビットで使用するかはデータ長選択フラグmの内容で決めま

す。フラグmの内容が“0”のとき16ビット、“1”のとき8ビット

です。フラグmはプロセッサステータスレジスタPSの中にあ

ります。これについては後で説明します。

演算、転送、入出力などのデータ処理は、アキュムレータ

Aを中心にして実行されます。

アキュムレータ　B

アキュムレータBはアキュムレータAとほぼ同等の機能を

持っています。ただし、一部命令では、アキュムレータAに

対してと同等の操作がアキュムレータBに対してはできない

場合があります。また、命令バイト数と実行サイクルがア

キュムレータAを使用するより多くかかる場合があります。

アキュムレータ　E

アキュムレータEは、アキュムレータAを下位16ビット、

アキュムレータBを上位16ビットに、縦列接続した32ビット

長のアキュムレータです。32ビットのデータを操作する命令

で使用します。

インデックスレジスタ　X

インデックスレジスタXは16ビットで構成されています

が、下位8ビットのみを使用することもできます。16ビット

で使用するか、8ビットで使用するかはインデックスレジス

タ長選択フラグxの内容で決めます。フラグxの内容が“0”の

とき16ビット、“1”のとき8ビットです。

フラグxはプロセッサステータスレジスタPSの中にありま

す。これについては後で説明します。

レジスタXをインデックスレジスタとするインデックスア

ドレッシングモードでは、このレジスタの内容を加算した番

地が本当の番地となります。

また、ブロック転送命令MVP、MVN、積和演算命令

RMPAではデータテーブルのアドレスを示すポインタレジス

タとして使用されます。

インデックスレジスタ　Y

インデックスレジスタYは16ビットで構成されています

が、下位8ビットのみを使用することもできます。16ビット

で使用するか、8ビットで使用するかはインデックスレジス

タ長選択フラグxの内容で決めます。フラグxの内容が“0”の

とき16ビット、“1”のとき8ビットです。フラグxはプロセッ

サステータスレジスタPSの中にあります。これについては後

で説明します。

図4．レジスタ構成
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割り込み禁止フラグ�
10進演算モードフラグ�
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レジスタYをインデックスレジスタとするインデックスア

ドレッシングモードでは、このレジスタの内容を加算した番

地が本当の番地となります。

また、ブロック転送命令MVP、MVN、積和演算命令

RMPAではデータテーブルのアドレスを示すポインタレジス

タとして使用されます。

スタックポインタ  S

スタックポインタSは16ビットのレジスタです。サブルー

チン呼び出し、割り込み時、又はスタック、スタックポイン

タ・レラティブ、スタックポインタ・レラティブ・インダイ

レクト・インデクストYの各アドレッシングモードを使用し

たときに使用されます。リセット時のスタックポインタの値

は、27FF16となります。

プログラムカウンタ　PC

プログラムカウンタPCは16ビットのカウンタで、この内

容で次に実行すべきプログラムメモリの番地の下位16ビット

を示します。ただし、後で説明しますが、プログラムメモリ

とCPUとの間にバスインタフェース装置があり、これを介し

てプログラムメモリをアクセスします。

プログラムバンクレジスタ　PG

プログラムバンクレジスタPGは8ビットのレジスタでこの

内容で次に実行すべきプログラムメモリの番地の上位8ビッ

トを示します。プログラムカウンタPCの内容がインクリメン

トされキャリーが生じると、プログラムバンクレジスタ

PGの内容は＋1されます。また、分岐命令でオフセット値を

プログラムカウンタPCの内容に加算又は減算したとき、キャ

リーあるいはボローが生じると、自動的にプログラムバンク

レジスタPGの内容は＋1又は－1されますので、バンクの境

界を意識せずにプログラムを記述できます。

データバンクレジスタ　DT

データバンクレジスタDTは8ビットのレジスタです。ある

アドレッシングモードではメモリの番地を指定するのに、

データバンクレジスタDTの内容をその一部に使用します。

データバンクレジスタDTの内容は、24ビットの番地の上位8

ビットの番地として使用されます。データバンクレジスタ

DTの内容を番地指定に使用するアドレッシングモードは、

ダイレクト・インダイレクト、 ダイレクト・インデクスト

X・インダイレクト、ダイレクト・インダイレクト・インデ

クストY、アブソリュート、アブソリュート・ビット、アブ

ソリュート・インデクストX、アブソリュート・インデクス

トY、アブソリュート・ビット・レラティブ、スタックポイ

ンタ・レラティブ・インダイレクト・インデクストYの各ア

ドレッシングモードです。

ダイレクトページレジスタ0～3　DPR0～DPR3

ダイレクトページレジスタは16ビットのレジスタで、アド

レッシングモード名の中に”ダイレクト”という名を持つアド

レッシングモードでは、このレジスタの内容を基底番地とし

てアクセスするデータの番地を生成します。

7700シリーズでは１本であったダイレクトページレジスタ

が、7900シリーズでは4本（DPR0～DPR3）に拡張されます。

したがって、ダイレクトページレジスタを使用するダイレク

トアドレッシングの方法も7700シリーズと異なります。ただ

し、7700シリーズでのソフトウエア資産を活用できるよう

に、DPR0のみを使用する従来通りのダイレクトアドレッシ

ングも選択により使用できるようになっています。詳細につ

いては、ダイレクトページの項を参照してください。

プロセッサステータスレジスタ　PS

プロセッサステータスレジスタPSは11ビットのレジスタ

で、演算直後の状態を保持するフラグや、CPUの割り込みレ

ベルなどから成り立っています。

C、Z、V、Nフラグはブランチ命令によりテストして分岐

することができます。

以下、プロセッサステータスレジスタの各ビットについて

説明します。

1.　キャリーフラグ　C

演算処理後の演算論理ユニットからのキャリー又はボロー

を保持します。シフト命令、ローテート命令でも変化しま

す。SEC、CLC命令、又はSEP、CLP命令で直接セット、リ

セットすることができます。

2.　ゼロフラグ　Z

演算処理 、データ転送の結果が“0”のときセットされ、“0”

でないときリセットされます。SEP、CLP命令で直接セッ

ト、リセットすることができます。

3.　割り込み禁止フラグ　I
____

監視タイマ、NMI、及びソフトウエア割り込みを除くすべ

ての割り込みを禁止するためのフラグで、その内容が“1”に

なっていると禁止状態です。割り込みを受け付けると自動的

に“1”になります。SEI、CLI命令、又はCLP命令で直接セッ

ト、リセットすることができます。

4.　10進演算モードフラグ　D

加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグで

す。フラグの内容が“0”のときは通常の2進演算になります。

フラグの内容が“1”のときは1語を2桁又は4桁の10進数として

演算します。データ長選択フラグmの内容が“0”のときは4
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 桁、“1”のときは2桁で演算されます。10進補正は自動的に行

われます（ただし、10進演算が行えるのはADC命令とSBC命

令のみです）。SEP、CLP命令でセット、リセットすることが

できます。

5.　インデックスレジスタ長選択フラグ　x

インデックスレジスタXあるいはインデックスレジスタY

を16ビット長で使用するか、8ビット長で使用するかを決め

るフラグです。フラグxの内容が“0”のとき16ビット長、“1”

のとき8ビット長になります。SEP、CLP命令でセット、リ

セットすることができます。

6.　データ長選択フラグ　m

データを16ビット長で扱うか、8ビット長で扱うかを決め

るフラグです。フラグmの内容が“0”のとき16ビット長、“1”

のとき8ビット長になります。SEM、CLM命令、又はSEP、

CLP命令でセット、リセットします。

7.　オーバフローフラグ　V

オーバフローフラグは、1語を符号付きの2進数として加減

算するときに意味を持ちます。データ長選択フラグmの内容

が“0”のときは、加減算の結果が －32768～＋32767の範囲を

越えるとセットされます。それ以外ではリセットされます。

データ長選択フラグmの内容が“1”のときは、加減算の結果が

－128 ～ ＋127の範囲を越えるとセットされます。

それ以外ではリセットされます。CLV命令又はSEP、CLP

命令で直接セット、リセットすることができます。

また、オーバフローフラグは符号無／符号付除算命令にお

いて除算結果がそれを格納するレジスタ長を超える場合、積

和演算命令で加算結果が－2147483648～＋2147483647の範囲

を越える場合にもセットされます。

8.　ネガティブフラグ　N

演算処理、データ転送の結果が負（データ長選択フラグm

の内容が“0”のときはデータのビット15が“1”、データ長選択

フラグmの内容が“1”のときはデータのビット7が“1”）のとき

セットされます。それ以外ではリセットされます。SEP、

CLP命令でもセット、リセットできます。　　　　　　　　

　　　

9.　プロセッサ割り込み優先レベル　IPL

プロセッサ割り込み優先レベルIPLは3ビットで構成され、

この内容でレベル0からレベル7までの8段階のプロセッサ割

り込み優先レベルを決めます。割り込みを要求した装置の割

り込み優先レベル（各割り込み制御レジスタで任意に設定可

能）の方がプロセッサ割り込み優先レベルより高い場合に、

割り込みが許可されます。割り込みが許可されると、今まで

のプロセッサ割り込み優先レベルはスタックに退避され、プ

ロセッサ割り込み優先レベルは、割り込みを許可された装置

の割り込み優先レベルに置き換わります。詳細については、

割り込みの項を参照してください。

注．プロセッサステータスレジスタPSのビット11～15は“0”に固定
　　してください。　　　　　　　　　
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バンク

CPUコアは、チップ上に集積されたハードウエアを効率的

に活用するため、24ビットのアドレスを上位8ビットと下位

16ビットに分けて発生させる方式を採用しています。すなわ

ち、下位16ビットで指定される64Kバイトを1つの単位（以

下、バンクと称します。）として、アドレス空間を上位8ビッ

トで示される016～FF16の256個のバンクに分割します。

アドレス空間上のプログラム領域は、バンクをプログラム

バンクレジスタ（PG）で、バンク内のアドレスをプログラムカ

ウンタ（PC）で指定します。

各バンクの境界において、プログラムカウンタがオーバフ

ローを発生した場合は、プログラムバンクレジスタの内容に

1が加算されます。また、プログラムカウンタがボローを発

生した場合は、プログラムバンクレジスタの内容が1減算さ

れます。したがって、通常、バンクの境界は無視してプログ

ラミングすることができます。また、アドレス空間上のデー

タ領域は、バンクをデータバンクレジスタ（DT）で、バンク

内のアドレスを種々のアドレッシングモードにより算出され

る内容（一部のアドレッシングモードではバンクを直接指定

する場合があります。）で指定します。

ダイレクトページ

バンク016（016番地～FFFF16番地）には内部メモリ及び内蔵

周辺装置の制御レジスタ等の資源が配置されています。この

領域へのアクセスを効率的に行なうためにダイレクトページ

が定義され、そこへのアクセスのためにダイレクトページア

ドレッシングモードが用意されています。ダイレクトページ

アドレッシングモードには、7700シリーズと互換性を保つ

DPR0のみを使用する通常のダイレクトアドレッシングモー

ドと、7700シリーズから拡張された4本のダイレクトページ

レジスタを選択的に使用する拡張ダイレクトアドレッシング

モードの2種類があります。上記2種類のアドレッシングモー

ドのいずれを使用するかは、プロセッサモードレジスタ1の

ビット1の内容で選択します。ただし、このビット1の内容は

リセット時“0”にクリア（通常のダイレクトアドレッシング

モードを選択）され、プログラムで一旦“1”にセットすると、

その後リセット以外で“0”にクリアすることはできません。

すなわち、一旦リセット直後に2種類のダイレクトアドレッ

シングモードのいずれかを選択すると、プログラム設定の途

中で2種類のダイレクトアドレッシングモードを任意に切り

替えて使用することはできません。

■通常のダイレクトアドレッシングモード

　ダイレクトページ領域は、バンクアドレスが“0016”、下

位アドレスがダイレクトページレジスタ0(DPR0)の内容

を基底番地（最下位番地）とする、256バイトの空間で

す。ダイレクトアドレッシングモードでは、命令語に続

く1バイトをDPR0の内容に対するオフセット値と解釈し

て、ダイレクトページ領域内の各番地にアクセスしま

す。

■拡張ダイレクトアドレッシングモード

　ダイレクトページ領域は、バンクアドレスが“0016”、下

位アドレスが4本のダイレクトページレジスタの内容を

それぞれ基底番地とする、4つの64バイトの空間です。

拡張ダイレクトアドレッシングでは、命令語に続く1バ

イトの上位2ビットをDPR0～DPR3の選択フィールド、

下位6ビットを選択されたダイレクトページレジスタの

内容に対するオフセット値と解釈して、各ダイレクト

ページ領域内の各番地にアクセスします。

ダイレクトページ領域を使用する種々のアドレッシング

モードの詳細については、7900シリーズ ソフトウエアマニュ

アルを参照してください。

命令セット

CPUコアは、既存の7700/7751シリーズCPUコアの拡張命令

セットを持ち、7700シリーズの命令セットに対し、ソース

コードレベル（ニーモニックレベル）で上位互換性を維持して

います。

アドレッシングモード及び命令セットの詳細については、

7900シリーズ ソフトウエアマニュアルを参照してください。
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バスインタフェース装置

中央演算処理装置（CPU）と内部バスの間にはバスインタ

フェース装置（BIU）が設けられており、CPUと内部メモリ、

周辺装置、外部領域間のデータのやり取りは常にこのBIUを

介して行われます。

図5にバスインタフェース装置とバス構造を示します。

CPUとBIUは専用のバスでつながれます。この専用バスに

よってCPUとBIU間の制御が行なわれます。

一方、BIUと内蔵周辺装置の間のデータ転送は共通のバス

によって行われます。これらは、32ビットの内部コードバ

ス、16ビットの内部データバス、24ビットの内部アドレスバ

ス、及び内部制御信号です。

バスのデータ転送能力を高めるために、コード／データ分

離方式を採用しており、内部メモリはコード／データの双方

のバスに接続され、それ以外の内蔵周辺装置のレジスタ類

は、データバスのみに接続されます。

外部バスのビット幅は、アドレスバスが24ビット、データ

バスが16ビットです。データバス端子はコード／データ共用

方式になります。外部に対するコードもしくはデータアクセ

スが発生した場合、バス変換回路を介して外部アクセスが行

われます。

外部デバイスとの接続については、後述のプロセッサモー

ド及びチップセレクトウエイトコントローラの項も参照して

ください。

図5．BIUとバス構造

内部コードバス（CB0～CB31）�
中央演算�
処理装置�

（CPU）�

SFR：Special Function Register

※CPUバス、内部バス、外部バスは、それぞれ独立したバスです。�

外部�
デバイス�

内部制御信号�

CPUバス�
内部バス�

内部データバス（DB0～DB15）��� ��

内部メモリ�

内蔵周辺装置�

（SFR）�

外部バス�

A0～A23�� � �� ��

D0～D7 (LA0～LA7)��

D8～D15

制御信号�

バス�
インタフェース�

装置�

（BIU）�

バス�
変換回路�

内部アドレスバス（AD0～��   AD23）��

HOLD
ホールド要求�

HLDA

M37911
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バスインタフェース装置の構成

BIUは図6に示す4種類のレジスタで構成されています。各

レジスタの機能を表1に示します。

表1．BIUレジスタの機能

図6．BIUレジスタの構成

名　　　称

プログラムアドレスレジスタ

命令キューバッファ

データアドレスレジスタ

データバッファ

機　　　能

次に命令キューバッファに取り込む命令の格納番地を示すレジスタ

メモリから取り込んだ命令を一時的に蓄えておくための10バイトバッファ

次にデータを読み出す、又は書き込む番地を示すレジスタ

BIUが内部メモリ・周辺装置・外部領域から読み出したデータ、又はCPUが内部メモリ・周辺装置・外
部領域に書き込むデータを一時的に蓄えておくための32ビットバッファ

P A

Q0

Q9

D A

D Q

b23 b0

b7 b0

b23 b0

b31 b0

プログラムアドレスレジスタ�

命令キューバッファ�

データアドレスレジスタ�

データバッファ�
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BIUの機能概要

(1) 命令の先取り

　　BIUは、10バイトの命令キューバッファをもっており、

バスと命令キューバッファに空があれば、プログラムメモ

リ（プログラムが格納されているメモリ）から命令コードを

読み出し、命令キューバッファに先取りします。命令

キューバッファに先取りされた命令コードは、CPUからの

要求に応じてBIUからCPUへ専用バスを介して転送されま

す。

　　また、分岐命令(JMP, BRA等)やサブルーチンの呼び出し

や割り込み動作による分岐が発生した場合には、命令

キューバッファの内容は初期化され、BIUは分岐先の番地

から新たに命令を読み出します。

　　なお、BIUの命令先取りの動作は、命令の格納番地に

よっても異なります。先取りする命令の格納番地は表2の

ように区別します。

(2) データリード

　　内部メモリ、周辺装置、外部領域のデータを読み込む処

理に必要な命令を実行する場合、CPUは内部メモリ、周辺

装置、及び外部領域の割り付けられた番地をBIUのデータ

アドレスレジスタに渡し、データリードを指示します。

BIUは指定された番地からデータをデータバッファへ読み

込み、これをCPUへ転送します。

(3) データライト

　内部メモリ、周辺装置、外部領域へデータを書き込む処

理に必要な命令を実行する場合、CPUは内部メモリ、周辺

装置、及び外部領域の割り付けられた番地をBIUのデータ

アドレスレジスタに、また書き込むデータをデータバッ

ファに渡し、データライトを指示します。これに従って

BIUは指定された番地へ、指定されたデータを書き込む動

作を行ないます。

(4) バスサイクル

　　BIUは上記(1)～(3)の動作を実現するために、24ビット幅

のアドレスバス、32ビット幅のコードバス、16ビット幅の

データバス及び内部制御信号を適宜制御して、内部メモ

リ、周辺装置、及び外部領域との間でデータのやりとりを

行います。これをバスサイクルと称します。バスサイクル

は、命令の先取りとデータアクセス時、以下の条件の影響

を受けます。

［命令の先取り］

　・アドレス領域（内部領域か外部領域のいずれか）

　・外部領域の場合

　　①外部バス幅が8ビット又は16ビットのい ずれか

　　　(a)バス幅が16ビットのとき、アクセスする開始アド

　　　レスが4バイト境界若しくは8バイト境界のいずれ

　　　にあるか

　　　(b)バス幅が8ビットのとき、アクセスする開始アド

　　　レスが偶数番地若しくは4、8バイト境界にあるか

　　　そうでないか

　　②分岐による命令の先取りかそうでないか

　　③ウエイト数

　　④バーストROM指定

表2．先取りする命令の格納番地

偶数番地
4バイト境界
8バイト境界

命令格納番地の下位3ビット

AD2(A2) AD1(A1) AD0(A0)
X
X
0

X
 0
0

0
0
0

［データアクセス］

　・アドレス領域（内部領域か外部領域のいずれか）

　・転送するデータ長（バイト、ワード、ダブルワード）

　・外部領域の場合

　　①外部バス幅が8ビット又は16ビットのいずれか

　　②ウエイト数

BIUは、これらの条件に従って、バスサイクルの起動及び

制御を行います。

図7～図11に命令の先取り、データアクセス実行サイクル

の動作波形例を示します。
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図9．外部領域に対するデータアクセス実行バスサイクルの動作波形例（1）
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図10．外部領域に対するデータアクセス実行バスサイクルの動作波形例（2）
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図11．外部領域に対するデータアクセス実行バスサイクルの動作波形例（3）
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図12．内部領域アクセス時のバスサイクル

●バスサイクル数

図12に内部領域アクセス時のバスサイクルの波形図を示し

ます。内部ROMのバスサイクル数は、バスサイクル3φか、
2φかをプロセッサモードレジスタ1（5F16番地）のビット7（内
部ROMバスサイクル選択ビット）で選択します。内部RAM、

SFR（周辺装置制御レジスタ）は常にバスサイクル2φでアクセ

スされます。

図13に外部領域アクセス時のバスサイクルの波形図を示し

ます。図13の注1に示すバスサイクル選択ビット0, 1により、
___

各チップセレクトCSi領域ごとに、8種類のバスサイクル数を

選択することができます。
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注．CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換える場合には、バスサイクル3φを選択してください。�



24

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

図13．外部領域アクセス時のバスサイクル

注1．バスサイクル数は以下のビットによって選択します。�
　　　　CSi領域外：外部バスサイクル選択ビット0（5E16番地のビット2、3）�
　　　　　　  　　：外部バスサイクル選択ビット1（5F16番地のビット0）�
　　　　CSi領域　：CSi領域バスサイクル選択ビット0（8016、8216、8416、8616番地のビット0、1）�
　　　　　　  　　：CSi領域バスサイクル選択ビット1（8116、8316、8516、8716番地のビット3）�
　2．＊はバーストROMアクセス指定可能なバスサイクルを示します。�
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図14．リカバリサイクル挿入時の動作波形例

●リカバリサイクル
___

各チップセレクトCSi領域アクセスサイクルの後に、φ1の1
サイクル分、又は2サイクル分のリカバリサイクルを挿入す

___

ることができます。リカバリサイクルの挿入有無は各CSi制

御レジスタL（8016, 8216, 8416, 8616番地）のビット6（リカバリ

サイクル挿入選択ビット）で、リカバリサイクル数はプロ

セッサモードレジスタ1（5F16番地）のビット6（リカバリサイ

クル挿入数選択ビット）でそれぞれ指定します。図14にリカ

バリサイクル挿入時の動作波形例を示します。

注1．リカバリサイクルの挿入は、リカバリサイクル挿入選択ビット及びリカバリサイクル挿入数選択ビット（5F16番地のビット4及び6）で選択します。 リカバリサイクルの挿入は�
　　  CSi領域アクセス時のみ有効となります。�
　2．上記波形は、バスサイクル2φ時の例です。�

命
令
の
先
取
り
の
場
合
�

回
連
続
ア
ク
セ
ス
時
�

回
連
続
ア
ク
セ
ス
時
�

リカバリサイクル1サイクル挿入� リカバリサイクル2サイクル挿入�

φ1

A0～A23

ALE

RD

アドレス� アドレス+2

φ1

A0～A23

ALE

RD

アドレス� アドレス+2 アドレス+4

4

2
φ1

A0～A23

ALE

RD

アドレス� アドレス+2

命令の先取り�
リカバリ�
サイクル� 次アクセス�

サイクル�
命令の先取り� リカバリサイクル� 次アクセス�

サイクル�

＊　アドレスが4バイト境界、もしくは分岐時�

＊�

＊＊�

アドレス+6

命令の先取り�
リカバリ�
サイクル� 次アクセス�

サイクル�

φ1

A0～A23

ALE

RD

アドレス� アドレス+2 アドレス+4 アドレス+6

命令の先取り� リカバリサイクル� 次アクセス�
サイクル�

＊＊　アドレスが8バイト境界のとき�

デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
の
場
合
�

φ1

A0～A23

ALE

RD,

アドレス�

アクセスサイクル�
リカバリ�
サイクル� 次アクセス�

サイクル�

BLW, BHW

φ1

A0～A23

ALE

RD,

アドレス�

アクセスサイクル� リカバリサイクル� 次アクセス�
サイクル�

BLW, BHW



26

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

●バーストROMアクセス

バーストアクセスをサポートしているROMをチップセレ
___

クトCSi領域に配置した場合、バーストROMアクセスを指定
___

することができます。バーストROMアクセスの指定は各CSi

制御レジスタL（8016, 8216, 8416, 8616番地）のビット5（バース

トROMアクセス指定ビット）で行います。バーストROMアク

セスは外部データバス幅16ビット、かつ命令の先取り時のみ

有効です。それ以外の場合は、バーストROMアクセス指定

ビットの内容にかかわらず通常アクセスとなります。バース

トROMアクセスは、図13に示すバスサイクルの中で＊の場

合のみ指定することができます。

図15にバーストROMアクセス時の動作波形を示します。

バーストROMから命令の先取りを行う場合は、8バイト境界

（下位アドレス3ビットA2, A1, A0=“000”時）から(a)の波形で

8バイト取り込みます。分岐時は、分岐先番地の8バイト境界

とは無関係に4バイト境界（下位アドレス2ビットA1, A0=“00”

時）からのアクセスとなり、(b)の波形でアクセスを行いま

す。一旦8バイト境界になると、分岐がない限り、(a)の波形

で命令の先取りを行います。

図15．バーストROMアクセス時の動作波形

注．上記波形はバスサイクル2φの場合です。�
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●アドレス出力選択

図16に示すように、内部領域アクセス時のアドレスを出力

させず、アドレス出力端子A0～A23の不要な状態変化をなく

すことができます。

特殊機能選択レジスタ1（6316番地）のビット4（アドレス出

力選択ビット）を“1”にすると、外部領域アクセス時のみアド

レスが出力され、内部領域アクセス時には前の外部領域アク

セス時のアドレスを保持します。この場合のアドレス出力開

始タイミングは、通常アクセス時（アドレス出力選択ビット

が“0”のとき）より、φ1の半サイクル分遅れます。特殊機能

選択レジスタ1のビット構成は、スタンバイモードの項を参

照してください。

なお、通常アクセス時には、内部領域アクセス時、外部領

域アクセス時と共にアドレスが出力されます。

図16．アドレス出力機能選択による動作波形例
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アクセス�
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●領域マルチプレクス

チップセレクトCS2領域の外部データバス幅を8ビットと

し、CS2制御レジスタH（8516番地）のビット5（マルチプレクス

バス選択ビット）を“1”に設定した場合、CS2領域アクセス時

のみ、外部バス形式をマルチプレクスバス形式に変更するこ

とができます。この場合、データ端子D0～D7からアドレスの

下位8ビット（LA0～LA7）の出力、データの下位8ビット（D0～

D7）が時分割で入出力されます。

図17に各バスサイクルごとの領域マルチプレクスの動作波

形例を示します。この図に記載されていないバスサイクル数

に対応する領域マルチプレクスは選択禁止です。

図17．バスサイクルごとの領域マルチプレクスの動作波形例
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　2．上記以外のバスサイクルでの領域マルチプレクス機能は選択禁止です。�

�

2φ� 2φ�

書き込み時、�

読み出し時、�

書き込み時、�

読み出し時、�

書き込み時、�

読み出し時、�



　29

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

プロセッサモード

図19に示すプロセッサモードレジスタ0（5E16番地）のビッ

ト1, 0（プロセッサモードビット）の内容及びMD0端子レベル

への電圧印加でシングルチップモード、メモリ拡張モード、

マイクロプロセッサモードのいずれかのプロセッサモードを

選択できます。プロセッサモードの選択方法を表3に示しま

す。

プロセッサモードによって、CPUがアクセスできるメモリ

配置が変わります。図18に各プロセッサモード時のメモリ配

置図を示します。

また、プロセッサモードによって、ポートP0～P4, P10, P11

の機能が異なります。詳細は表5、表6に示すプロセッサモー

ドとメモリ領域、ポート機能の関係表を参照してください。

プロセッサモードに関連するレジスタのビット構成図を図

19（プロセッサモードレジスタ0）、図20（プロセッサモードレ

ジスタ1）、及び図21（ポート機能制御レジスタ）に示します。

シングルチップモードでは、ポートP0～P4, P10, P11はす

べて入出力ポート（内蔵周辺装置使用時はその入出力端子）と

して機能します。このモードでは、内部領域（SFR、内部

RAM、内部ROM）のみアクセスできます。

メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモードでは、外部

メモリ領域に配置した外部デバイスとバス接続できます。こ

のため、ポートP0～P4, P10, P11は、アドレスバス、データ

バス、バス制御信号の入出力端子として機能します（一部

ポート機能も選択可能）。表4に各バス制御信号の機能を示し

ます。

メモリ拡張モードでは、すべての内部領域（SFR、内部

RAM、内部ROM）、及び外部領域をアクセスできます。一

方、マイクロプロセッサモードでは、内部ROMを除く内部

領域（SFR、内部RAM）、及び外部領域をアクセスできます。

なお、外部デバイスを内部領域と重複する領域に配置した

場合には、内部領域のみ書き込み、読み出しが行われ、外部

領域への書き込み、読み出しは行われません。

図18．各プロセッサモード時のメモリ配置図

シングルチップモード�

SFR領域�

未使用領域�

未使用領域�

内部RAM領域�

内部ROM領域�

メモリ拡張モード�

SFR領域�

内部RAM領域�

マイクロプロセッサモード�

SFR領域�

内部RAM領域�

予約領域�
（注）�

016

FF16

FEFFFF16
FF000016

FFFFFF16

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。�

注．この領域（バンクFF16）はアクセスしないでください。�

SFR領域：周辺装置制御レジスタが配置されている領域�

内部ROM領域� 内部ROM領域�
100016

1FFF16
200016

内部ROM領域�

7FFFFF16

予約領域�
（注）�
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表4．各バス制御信号の機能

入出力

出　力

出　力

出　力

出　力

入　力

入　力

出　力

出　力

入　力

信号名
___

RD

____

BLW____

BHW

ALE

φ1

____

RDY

_____

HOLD

_____

HDLA

___ ___

CS0～CS3

BYTE

機　　　　能

リード信号です。外部領域の読み出しを行う時，“L”レベ
ルを出力します。

ライト信号です。外部領域への書き込みを行う時，“L”レ
ベルを出力します。

___ ____

アドレス・ラッチ・イネーブル信号です。RD，BLW，____

BHW信号が“L”となる前の期間に“H”パルスを出力しま
す。外部でアドレスをラッチする場合に使用します。

内部基準クロックの出力です。システムクロックfsysを出
力します。

レディ信号です。“L”レベルを印加すると，外部領域アク
___ ____ ____

セスサイクルの最後のφ1の“L”期間（RD，BLW，BHWの
“L”期間）が延長されます。（注）

ホールド・リクエスト信号です。“L”レベルの印加でホー
ルドを要求し，“H”レベルの印加でホールド解除を要求し
ます。

ホールド・アクノリッジ信号です。ホールド期間中に“L”
レベルを出力します。

チップセレクト信号です。チップセレクト指定領域をア
クセス中に“L”レベルを出力します。

外部データバス幅を選択する入力です。この端子のレベ
ルがVSSのとき16ビット幅、VCCレベルのとき8ビット幅
になります。

備　　　　考

____ ____

外部バス幅によるBLW，BHWの動作の違いは表5を参照
してください。

ALE信号でアドレスをラッチさせる場合には，ALEが“H”
の期間にラッチを開きアドレスを通過させ，“L”の期間は
保持するようにしてください。

ホールド要求の受け付け，及び解除は，BIU動作中のバス
サイクル完了時に行われます。 ___ ____

ホールド期間中は，A0～A23，D0～D15，RD，BLW，____ ___ ___

BHW，ALE，CS0～CS3端子がフローティングとなりま
_____

す。ホールド解除時，HLDAが“H”レベルとなるのと同時
にフローティングが解除され，次のφ1の1サイクル後か
らバスアクセスが再開されます。
ホールド期間中も，CPUは内部領域をアクセスして動作
します。CPUが外部領域をアクセスした場合にはCPUは
停止します。

詳細は、チップセレクトウエイトコントローラの項を参
照してください。

BYTE=VSSレベルのときは、レジスタ設定により、チッ___ ___

プセレクト領域（CS1～CS3）ごとに外部データバス幅を8
ビットにすることができます。詳細は、チップセレクト
ウエイトコントローラの項を参照してください。

表3．各プロセッサモードの選択方法

VSS

VCC

00

01

10

10

MD0 プロセッサモードビット

リセット解除後，シングルチップモードとなります。プロセッサ
モードビットをプログラムで変更することにより，メモリ拡張
モード，マイクロプロセッサモードを選択できます。

説　　　明  (注1)

注1．プロセッサモードビット：プロセッサモードレジスタ0（5E16番地）のビット0, 1
　2．MD0端子にVCCレベルを印加しているときは“10”に固定されます。

プロセッサモード

リセット解除後，マイクロプロセッサモードとなります。  (注2)

シングルチップモード

メモリ拡張モード

マイクロプロセッサモード

マイクロプロセッサモード

____ ____ ___ ____

注．RDY解除タイミング選択ビット（特殊機能選択レジスタ1（6316番地）のビット6：図96参照）により、RDYを“H”レベルにした後のRD, BLW,
____ ____

　　BHW立ち上がりサイクル（RDY解除タイミング）を選択することができます。
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外部バス幅
8ビット

マイクロプロセッサモード

VCCレベル印加

10

SFR領域

内部RAM領域

外部メモリ領域

外部メモリ領域

アドレス下位A0～A7出力

アドレス中位A8～A15出力

入出力ポートP110～P117 （注3）

アドレス上位A16～A23出力

入出力ポートP00～P07 （注3）

データ下位D0～D7（偶数番地デー
タ）入出力

データ下位D0～D7（偶数，奇数番地
データ）入出力

アドレス下位LA0～LA7出力／デー
タ下位D0～D7（偶数，奇数番地デー
タ）入出力 （注4）

データ上位D8～D15（奇数番地デー
タ）入出力

入出力ポートP20～P27 （注5）

____

レディ信号RDY入力

入出力ポートP30 （注6）
___

リード信号RD出力
____

ライト信号BLW（偶数番地への書き
込み）出力

____

ライト信号BLW（偶数，奇数番地へ
の書き込み）出力

____

ライト信号BHW（奇数番地への書き
込み）出力

入出力ポートP33 （注5）

メモリ拡張モード

VSSレベル印加

01

SFR領域

内部RAM領域

内部ROM領域

外部メモリ領域

アドレス下位A0～A7出力

アドレス中位A8～A15出力

入出力ポートP110～P117 （注3）

アドレス上位A16～A23出力

入出力ポートP00～P07 （注3）

データ下位D0～D7（偶数番地デー
タ）入出力

データ下位D0～D7（偶数，奇数番地
データ）入出力

アドレス下位LA0～LA7出力／デー
タ下位D0～D7（偶数，奇数番地デー
タ）入出力 （注4）

データ上位D8～D15（奇数番地デー
タ）入出力

入出力ポートP20～P27 （注5）

入出力ポートP30
____

レディ信号RDY入力 （注6）
___

リード信号RD出力
____

ライト信号BLW（偶数番地への書き
込み）出力

____

ライト信号BLW（偶数，奇数番地へ
の書き込み）出力

____

ライト信号BHW（奇数番地への書き
込み）出力

入出力ポートP33 （注5）

表5．プロセッサモードとメモリ領域，ポート機能の関係（1）

MD0端子

プロセッサモード
ビット（注2）

SFR領域

内部RAM領域

内部ROM領域

その他の領域

モード
設定

（注1）

シングルチップモード

VSSレベル印加

00

SFR領域

内部RAM領域

内部ROM領域

（アクセス不可）

入出力ポートP100～P107

入出力ポートP110～P117

入出力ポートP00～P07

入出力ポートP10～P17

入出力ポートP20～P27

入出力ポートP30

入出力ポートP31

入出力ポートP32

入出力ポートP33

メ
モ
リ
領
域

ポートP100～P107

ポートP110～P117

ポートP00～P07

ポート
P10～P17

外部バス幅
16ビット

外部バス幅
8ビット

外部バス幅
16ビットポート

P20～P27

ポートP30

ポートP31

外部バス幅
16ビット

外部バス幅
8ビット

外部バス幅
16ビット

ポート
P32

ポート
P33 外部バス幅

8ビット
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表6．プロセッサモードとメモリ領域，ポート機能の関係（2）

シングルチップモード

入出力ポートP40

入出力ポートP41

クロックφ1出力 （注6）

入出力ポートP42

入出力ポートP43

入出力ポートP44

入出力ポートP45～P47

ポートP40

ポートP41

ポートP42

ポートP43

ポートP44

ポートP45～P47

メモリ拡張モード

入出力ポートP40

アドレス・ラッチ・イネーブル信号
ALE出力 （注6）

入出力ポートP41

クロックφ1出力 （注6）

入出力ポートP42

ホールド・アクノリッジ信号
_____

HLDA出力 （注6）

入出力ポートP43

ホールド・リクエスト信号
_____

HOLD入力 （注6）

入出力ポートP44
___

チップセレクト信号CS0出力（注7）

入出力ポートP45～P47
___ ___

チップセレクト信号CS1～CS3出力
（注8）

マイクロプロセッサモード

アドレス・ラッチ・イネーブル信号
ALE出力

入出力ポートP40 （注6）

クロックφ1出力

入出力ポートP41 （注6）

ホールド・アクノリッジ信号
_____

HLDA出力

入出力ポートP42 （注6）

ホールド・リクエスト信号
_____

HOLD入力

入出力ポートP43 （注6）

___

チップセレクト信号CS0出力

入出力ポートP45～P47
___ ___

チップセレクト信号CS1～CS3出力
（注8）

注1．プロセッサモードの設定方法は、表3を参照してください。
　2．プロセッサモードビット：プロセッサモードレジスタ0（5E16番地）のビット0, 1
　3．メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモード時のアドレス中位, 上位出力端子は、アドレス／ポート切り換え選択ビット（ポート機能

制御レジスタ（9216番地）のビット2～0）により、入出力ポートに変更できます。
___ ___

　4．チップセレクトCS2領域の外部データバス幅を8ビットにしたとき、マルチプレクスバス選択ビット（CS2制御レジスタH（8516番地）のビッ
___

ト5）により、CS2領域アクセス時のみ、アドレスLA0～LA7出力、データD0～D7入出力を時分割で行うマルチプレクスバスとすることが
できます。 ___ ___

　5．BYTE端子をVSSレベルとし、CS1～CS3制御レジスタL（8216, 8416, 8616番地）のビット2（外部データバス幅選択ビット）を“1”（外部バス
___ ___ ____

幅8ビット）に設定して、各CS1～CS3領域をアクセスした場合には、D8～D15端子、BHW端子はそれぞれフローティング、“H”出力とな
ります（ともに入出力ポートにはなりません）。

　6．メモリ拡張モード時、ポートP30, P40, P41, P42, P43は、プロセッサモードレジスタ0, 1（5E16, 5F16番地）の対応する選択ビットにより、
____ _____ _____

それぞれRDY入力、ALE出力、φ1出力、HLDA出力、HOLD入力に変更できます。
____ _____ _____

また、マイクロプロセッサモード時、RDY、ALE、φ1、HLDA、HOLD端子は、上記選択ビットにより、それぞれポートP30, P40, P41,
P42, P43に変更できます。
シングルチップモード時、ポートP41は、上記選択ビットにより、φ1出力に変更できます。

___ ___ ___

　7．メモリ拡張モード時、ポートP44は、CS0出力選択ビット（CS0制御レジスタL（8016番地）のビット7）により、CS0出力端子に変更できま
す。

___ ___

　8．メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモード時、ポートP45～P47は、CSi出力選択ビット（i＝1～3）（CSi制御レジスタL（8216, 8416, 8616
___ ___

番地）のビット7）により、それぞれCS1～CS3出力端子に変更できます。
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7 6 5 4 3 2 1 0

プロセッサモードレジスタ0

プロセッサモードビット（注1）�
　0 0：シングルチップモード�
　0 1：メモリ拡張モード�
　1 0：マイクロプロセッサモード�
　1 1：使用禁止�

割り込み優先順位判定時間選択ビット�
　0 0：fsysの7サイクル�
　0 1：fsysの4サイクル�
　1 0：fsysの2サイクル�
　1 1：使用禁止�
�
ソフトウエアリセットビット�
　このビットに“1”を書き込むことにより、リセットがかかり再起動します。�

外部バスサイクル選択ビット0（注2）�
　図13参照�

クロックφ1出力選択ビット（注3）�
　0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポートとして機能）�
　1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として機能）�

番地�
5E16

注1．リセット時のビット状態は、MD0端子にVSSレベルを印加しているとき“0”、VCCレベルを印加しているとき“1”�
　　（“1”固定）になります。�
　2．チップセレクトCSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、対応するCSi領域バスサイクル�
 選択ビット0, 1で選択します。�
　3．リセット時のビット状態は、MD0端子にVSSレベルを印加しているとき“0”、VCCレベルを印加しているとき“1”になります。�

図19．プロセッサモードレジスタ0のビット構成
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図20．プロセッサモードレジスタ1のビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

プロセッサモードレジスタ1

外部バスサイクル選択ビット1（注1）�
　図13参照�

RDY入力選択ビット（注3，4，5）�
　0：RDY入力禁止（P30はプログラマブル入出力ポートとして機能）�
　1：RDY入力許可（P30はRDY端子として機能）�

ALE出力選択ビット（注3，4）�
　0：ALE出力禁止（P40はプログラマブル入出力ポートとして機能）�
　1：ALE出力許可（P40はALE端子として機能）�

ダイレクトページレジスタ切り替えビット（注2）�
　0：DPR0のみ使用�
　1：DPR0～DPR3を使用　�

リカバリサイクル挿入選択ビット（注3，4）�
　0：外部領域アクセス時リカバリサイクルなし�
　1：外部領域アクセス時リカバリサイクル挿入�

番地�
5F16

�

HOLD入力, HLDA出力選択ビット（注3，4，5）�
　0：HOLD入力, HLDA出力禁止（P43, P42はプログラマブル入出力�
　　  ポートとして機能）�
　1：HOLD入力, HLDA出力許可（P43, P42はHOLD端子、HLDA端子�
　　  として機能）�

リカバリサイクル挿入数選択ビット�
　0：1サイクル�
　1：2サイクル�

内部ROMバスサイクル選択ビット（注6）�
　0：バスサイクル3φ�
　1：バスサイクル2φ�

注1．CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットにかかわらず、対応するCSi領域�
　　　バスサイクル選択ビット0, 1（8016, 8216, 8416, 8616番地のビット0, 1、8116, 8316, 8516, 8716番地のビット3）によって�
 決まります。�
　2．リセット後、一度だけ設定できます（ソフトウエアの実行途中で変更しないでください）。�
　3．シングルチップモード時は、ビットの内容にかかわらず、各機能が禁止となります。�
　4．リセット時のビット状態は、MD0端子にVSSレベルを印加しているとき“0”、VCCレベルを印加しているとき“1”になります。�
　5．リセット後、一度だけ“1”に変更できます。“1”から“0”に変更すると、それ以降“1”に再変更できません�
　　（“0”に固定されます）。�
　6．マイクロプロセッサモード時、このビットの内容は無効です。�



　35

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

図21．ポート機能制御レジスタのビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

ポート機能制御レジスタ�

“0”に固定してください�

アドレス／ポート切り替え選択ビット�
　000：A0～A23（16Mバイト）�
　001：A0～A21, P06～P07（4Mバイト）�
　010：A0～A19, P04～P07（1Mバイト）�
　011：A0～A17, P02～P07（256Kバイト）�
　100：A0～A15, P00～P07（64Kバイト）�
　101：選択禁止�
　110：A0～A11, P00～P07, P114～P117（4Kバイト）�
　111：A0～A7, P00～P07, P110～P117（256バイト）�

P44～P47端子プルアップ接続選択ビット（注1, 2）�
　0：P44～P47端子をプルアップする�
　1：P44～P47端子をプルアップしない�

番地�
9216

NMI端子プルアップ接続選択ビット（注1）�
　0：NMI端子をプルアップする�
　1：NMI端子をプルアップしない�

0
リセット時�

0016

注1．MD1=VCC, MD0=VCC(パラレル入出力モード)時は、ビットの内容にかかわらず、�
　　  P44～P47及びNMI端子はプルアップされません。�
　2．MD1=VSS, MD0=VCC(マイクロプロセッサモード)時は、ビットの内容にかかわらず、�
 CS0(P44)端子はプルアップされません。�
�
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チップセレクトウエイトコントローラ

チップセレクトウエイトコントローラ（CSWC）の制御によ

り、外部領域アクセス時のバスアクセスについて最大4ブ

ロックのチップセレクト機能を設定することができます。

CSWCの設定により、ポートP44～P47をそれぞれチップセレ
____ ____

クト出力CS0～CS3に設定することが可能です。

図22にチップセレクト出力の出力波形例を示します。

このチップセレクト機能は、外部領域の開始アドレス、ア

ドレスのブロックサイズ、ウエイト数、外部データバス幅、
____

RDY制御の有無、バーストROM指定、リカバリサイクル挿

入の有無、及び領域マルチプレクスの有無の設定をすること

ができます。
____ ____

CS0～CS3領域以外の外部領域に対しては、プロセッサ

モードレジスタ0、1で機能を設定します。リセット解除後、
____

マイクロプロセッサモードで動作開始する場合には、CS0が

自動的に選択されます。
____ ____

表7にCS0～CS3領域の機能を示します。
____ ____

図23にCS0～CS3制御レジスタLのビット構成を示します。

このレジスタで、接続するデバイスのウエイト数、バス幅
____ ____

（CS0領域はBYTE端子のレベルで選択）、RDY制御の有無、

バーストROMアクセス指定、リカバリサイクル挿入、及び
____ ____

CS0～CS3の出力有無の設定を行います。
____ ____

図24にCS0～CS3制御レジスタHのビット構成を示します。

これらのレジスタで、接続する外部領域のブロックサイズ他
____ ____ ____

を指定します。CS0～ CS2領域については、CSk領域設定モー

ド指定ビットでモード1を選択することによって、バンク0内

の外部領域に対し、チップセレクト領域を設定することがで

きます。
____ ____

図25にCS0～CS3領域先頭アドレスレジスタのビット構成

を示します。これらのアドレス設定方法については、図26～

図28を参照してください。

図22. チップセレクト出力の出力波形例
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BYTE端子のレ
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有効（5F16番地
のビット2で選
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できない

できる

できない

できる

___

CS3

バンク216
～バンクFE16

128Kバイト，
256Kバイト，
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BYTE＝VSSレベル
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幅，16ビット幅を
任意に選択できる
（8616番地のビット
2で選択）（注1）
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幅，16ビット幅を任意に選択できる
（8216，8416番地のビット2で選択）
（注1）

有効（5F16番地のビット2及び
8216，8416番地のビット3で選択）

できる

できる

___

CS1できない___

CS2できる（注4）
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先頭アドレスを設定
できる空間

ブロックの大きさ

バスサイクル

外部データバス幅

____

RDY制御
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表7．各チップセレクト領域の機能
___

CS0

注1．BYTE＝VCCレベル時は8ビット幅に固定されます。
　2．バーストROMアクセスは、外部データバス幅16ビット、かつ命令の先取り時だけ有効です。
　3．バーストROMアクセスと領域マルチプレックスバスアクセスは、同時に使用することができません。___

　4．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセス時のみ有効です。
　5．6316番地のビット4（アドレス出力選択ビット）で選択します。アドレス出力選択は各領域ごとには指定できません。
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128Kバイト，
256Kバイト，
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___ ___

CS1，CS2

モード0

バンク216
～バンクFE16

128Kバイト，
256Kバイト，
512Kバイト，
1Mバイト，
2Mバイト，
4Mバイト，
又は8Mバイト

モード1

バンク016

4Kバイト，
又は8Kバイト

___ ___

CS0～CS3以外
の外部領域
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図23. CS0～CS3制御レジスタLのビット構成
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　0：CS0出力禁止（P44はプログラマブル入出力ポートとして機能）�
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　2．RDY入力選択ビット(5F16番地のビット2)が“1”のとき有効。�
　3．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、このビットの内容にかかわらず通常アクセスになります。�
　4．シングルチップモード時は、このビットの内容は無効です（CS0出力禁止）。�
　5．リセット時のビット状態は、MD0端子にVSSレベルを印加しているとき“0”、VCCレベルを印加しているとき“1”になります�
 （“1”に固定されます）。�

7 6 5 4 3 2 1 0 CS1制御レジスタL�
CS2制御レジスタL�
CS3制御レジスタL

外部データバス幅選択ビット�
　0：16ビット幅�
　1：8ビット幅（注1）�

RDY制御ビット（注2）�
　0：RDY制御有効�
　1：RDY制御無効�

CSj領域バスサイクル選択ビット0（j=1～3）�
　図13参照�
�

読み出し値は“0”�

番地�
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8416�
8616�
�

リセット時�
4216�
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4216�

�

�

バーストROMアクセス指定ビット（注3）�
　0：通常アクセス�
　1：バーストROMアクセス�

リカバリサイクル挿入選択ビット�
　0：CSj領域アクセス時リカバリサイクルなし�
　1：CSj領域アクセス時リカバリサイクル挿入�

CSj出力選択ビット（j=1～3）（注4）�
　0：CSj出力禁止（P45～P47はプログラマブル入出力ポートとして機能）�
　1：CSj出力許可（P45～P47はCSj端子として機能）�
�

�

注1．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、“1”(8ビット幅)に固定されます。�
　2．RDY入力選択ビット(5F16番地のビット2)が“1”のとき有効。�
　3．外部データバス幅選択ビット(ビット2)のみが“1”、又はBYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、この�
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　39

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

___ ___

図24. CS0～CS3制御レジスタHのビット構成
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図25．CS0～CS3領域先頭アドレスレジスタのビット構成
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モード0選択時：先頭アドレスのA16～A23を設定する�
モード1選択時：先頭アドレスのA8～A15を設定する�
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注．CS3領域ブロックサイズ指定ビット(8716番地のビット0～2)で指定したブロックサイズによって、�
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図26．CS0領域（モード1）

12
8K

バ
イ
ト

51
2K

バ
イ
ト

2M バ
イ
ト

25
6K

バ
イ
ト

1M バ
イ
ト

4M バ
イ
ト

8M バ
イ
ト

12
8K

バ
イ
ト

51
2K

バ
イ
ト

2M バ
イ
ト

25
6K

バ
イ
ト

1M バ
イ
ト

4M バ
イ
ト

8M バ
イ
ト

0 1
6

10
00

16

1F
F
F
F
16

7F
F
F
F
16

F
F
F
F
F
16

12
8K

バ
イ
ト

51
2K

バ
イ
ト

2M バ
イ
ト

先
頭
ア
ド
レ
ス
：
10

00
16

C
S
0 領

域
先
頭
ア
ド
レ
ス
レ
ジ
ス
タ
に

設
定
す
る
値
：
“
10

16
”

ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ズ

20
00

16

先
頭
ア
ド
レ
ス
：
20

00
16

C
S
0 領

域
先
頭
ア
ド
レ
ス
レ
ジ
ス
タ
に

設
定
す
る
値
：
“
20

16
”

40
00

16

先
頭
ア
ド
レ
ス
：
40

00
16

C
S
0領

域
先
頭
ア
ド
レ
ス
レ
ジ
ス
タ
に

設
定
す
る
値
：
“
40

16
”

80
00

16
12
8K

バ
イ
ト

先
頭
ア
ド
レ
ス
：
80

00
16

C
S
0領

域
先
頭
ア
ド
レ
ス
レ
ジ
ス
タ
に

設
定
す
る
値
：
“
80

16
”

C
S
0領

域
を
割
り
付
け
ら
れ
な
い
領
域

注
．
内
部
領
域
と
重
な
っ
た
領
域
を
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
内
部
領
域
が
ア
ク
セ
ス
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
C
S
0は

“
H
”
レ
ベ
ル
出
力
に
な
り
ま
す
。

3F
F
F
F
16

25
6K

バ
イ
ト

1F
F
F
F
F
16

1M バ
イ
ト

4M バ
イ
ト

8M バ
イ
ト

51
2K

バ
イ
ト

2M バ
イ
ト

25
6K

バ
イ
ト

1M バ
イ
ト

4M バ
イ
ト

8M バ
イ
ト

3F
F
F
F
F
16

7F
F
F
F
F
16

ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ズ

ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ズ

ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ズ



42

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

___ ___

図27．CS1、CS2領域（モード1）
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図28．CS0～CS2領域（モード0）、及びCS3領域
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割り込み

割り込み要因とベクトル番地を表8に示します。リセット

も割り込みの一種として扱います。
____

DBC、BRK命令はデバッガで使用する専用割り込みですの

で、使用しないでください。
____

リセット、監視タイマ、0除算、NMIによる割り込み以外

の割り込みは、各割り込み制御レジスタを持っています。表

9に割り込み制御レジスタの番地、図30に割り込み制御レジ

スタのビット構成を示します。

割り込み要求ビットはリセット時あるいは、それぞれの割

り込み要求が受け付けられ、割り込み処理に入るときにハー

ドウエアで自動的にクリアされます。また、監視タイマ、
____

NMI以外の割り込み要求ビットは、ソフトウエアでクリアで

きます。
____

NMI割り込みは、外部入力によるノンマスカブル割り込み
____

で、NMI端子への入力の立ち下がりで受け付けられます。
____

NMI端子には、プルアップ機能があります。詳細は入出力端
____

子の項を参照してください。なお、NMI端子の状態は、外部

割り込み入力読み出しレジスタ（9516番地：図29）のビット5

から読み出すことができます。
____

INTi（i＝0～4）は、外部入力による割り込みです。
____

INTiは外部入力のレベルで割り込みをかけるのか（レベル

センス）、エッジで割り込みをかけるのか（エッジセンス）

を、レベルセンス/エッジセンス切り替えビットで選択できま

す。さらに、割り込みのかかる極性を極性切り替えビットで

選択できます。
____ ____ ____ ____

INT2～INT4端子は、INT2～INT4端子選択ビット（図35に示

す外部割り込み入力制御レジスタ（9416番地）のビット4～6）に

よって割り付ける端子の位置を変更できます。
____ ____ ____ ____

P62/INT0, P63/INT1, P64（P77）/INT2, P80（P74）/INT3、及びP84
____

（P75）/INT4端子を外部割り込みの入力端子として使用する場

合は、共用となっているポートの方向レジスタを“0”にして

ください。
____

また、INT3割り込み機能は、キー入力割り込みとして機能

させることができます。詳細は後述のキー入力割り込みの項

を参照してください。

タイマ、UARTなどの各割り込みについては、それぞれの

項で説明します。

同一サンプリング時点で複数の割り込み要求があった場

合、どの割り込みが優先されるかは図31に示すように一部は

ハードウエアで決まっており、一部はソフトウエアで任意に
____

設定できます。ハードウエアでは、リセット＞NMI＞監視タ

イマ＞その他の割り込みの順で優先レベルが決まっていま

す。

INT4外部割り込み�
INT3外部割り込み�
A-D変換�
UART1送信�
UART1受信�
UART0送信�
UART0受信�
タイマB2�
タイマB1�
タイマB0�
タイマA4�
タイマA3�
タイマA2�
タイマA1�
タイマA0�
INT2外部割り込み�
INT1外部割り込み�
INT0外部割り込み�
NMI外部割り込み�
監視タイマ�
DBC(使用禁止)�
BRK命令(使用禁止)�
0除算�
リセット�
�
�

割り込み要因� ベクトル番地�
7FFFD016�
7FFFD216�
7FFFD416�
7FFFD616�
7FFFD816�
7FFFDA16�
7FFFDC16�

7FFFDE16�
7FFFE016�
7FFFE216�
7FFFE416�
7FFFE616�
7FFFE816�
7FFFEA16�
7FFFEC16�

7FFFEE16�
7FFFF016�
7FFFF216�
7FFFF416�
7FFFF616�
7FFFF816�
7FFFFA16�
7FFFFC16�

7FFFFE16

7FFFD116�
7FFFD316�
7FFFD516�
7FFFD716�
7FFFD916�
7FFFDB16�
7FFFDD16�

7FFFDF16�
7FFFE116�
7FFFE316�
7FFFE516�
7FFFE716�
7FFFE916�
7FFFEB16�
7FFFED16�

7FFFEF16�
7FFFF116�
7FFFF316�
7FFFF516�
7FFFF716�
7FFFF916�
7FFFFB16�
7FFFFD16�

7FFFFF16

表8. 割り込み要因とそのベクトル番地

図29. 外部割り込み入力読み出しレジスタのビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

NMI読み出しビット�

外部割り込み入力読み出しレジスタ�
番地�
9516

注．ビット0への“0”書き込みで各ラッチは“1”にクリアされます。また、�
　　各ビットへの“1”書き込みは無効で、各ラッチの内容は保持されます。�
　　これらのビットへの書き込みにはMOVM(MOVMB)命令、又はSTA(STAB, �
　　STAD)命令を使用してください。�

KI0入力検出ビット（注）�
　0：立ち下がり入力あり�
　1：立ち下がり入力なし�
�
KI1入力検出ビット（注）�
　0：立ち下がり入力あり�
　1：立ち下がり入力なし�
�
KI2入力検出ビット（注）�
　0：立ち下がり入力あり�
　1：立ち下がり入力なし�
�
KI3入力検出ビット（注）�
　0：立ち下がり入力あり�
　1：立ち下がり入力なし�

読み出し時、その内容は不定�
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図30. 割り込み制御レジスタのビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

割り込み優先レベル選択ビット（注1）�
割り込み要求ビット�
　0：割り込み要求なし�
　1：割り込み要求あり�

7 6 5 4 3 2 1 0

割り込み優先レベル選択ビット（注1）�
割り込み要求ビット（注2）�
　0：割り込み要求なし�
　1：割り込み要求あり�
極性切り替えビット�
　0：レベルセンスのときは“H”レベルで，エッジセンスのときは“H”から�
　   “L”の立ち下がりで割り込み要求ビットを“1”にする�
　1：レベルセンスのときは“L”レベルで，エッジセンスのときは“L”から�
　   “H”の立ち上がりで割り込み要求ビットを“1”にする�
レベルセンス/エッジセンスの切り替えビット�
　0：エッジセンス�
　1：レベルセンス�

■ A-D変換器，UART0，UART1，タイマA0～タイマA4，タイマB0～タイマB2の�
　 割り込み制御レジスタのビット構成�

■ INT0～INT4の割り込み制御レジスタのビット構成�

注1．このビットへの書き込みにはMOVM(MOVMB)命令、又はSTA(STAB, STAD)命令を使用してください。�
　2．INT0～INT4の割り込み要求ビットは、レベルセンス選択時無効です。�



46

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

0除算による割り込みは、ソフトウエア割り込みですの

で、この優先順位とは無関係に割り込み動作が実施されま

す。

その他の割り込みとは、A-D変換器、UARTなどの割り込

みで、各割り込み制御レジスタの割り込み優先レベルをソフ

トウエアで変更することにより、優先レベルを変更できま

す。

割り込み優先レベル判定回路を図32に示します。割り込み

を要求している割り込みは、上側からきた優先レベルと自分

の優先レベルを比較し、自分の優先レベルが高いとき、自分

の優先レベルを下側へ送り出し割り込みを要求します。優先

レベルが同じときは上側が優先します。

このようにして比較を続けることにより、割り込みを要求

している割り込み要因のうち、優先レベルの一番高いものが

選ばれることになります。最後に、プロセッサステータスレ

ジスタPSのプロセッサ割り込み優先レベルIPLと比較し、IPL

より優先レベルが高く、かつ、割り込み禁止フラグIが“0”の

ときその割り込みは受け付けられます。Iが“1”のときは割り

込みは受け付けられません。なお、リセット、監視タイマ、
____

NMI は割り込み禁止フラグIの影響は受けません。

割り込みを受け付けると、プロセッサステータスレジスタ

PSなどのレジスタの内容がスタックに退避され、割り込み禁

止フラグIは“1”にセットされます。

また、受け付けられた割り込みの割り込み要求ビットは

“0”にクリアされ、プロセッサステータスレジスタPSの中の

プロセッサ割り込み優先レベルIPLは受け付けた割り込みの

優先レベルに置き換えられます。したがって、割り込み禁止

フラグIを“0”にリセットし、再び割り込み受け付け可能状態

にすることにより多重割り込みが可能になります。

なお、割り込み制御レジスタを持っていないリセット、監
____

視タイマ、0除算を実行した場合、NMIによる割り込みを受

け付けた場合、プロセッサ割り込み優先レベルIPLは表10に

示すようになります。

割り込み制御レジスタ� 番地�
INT3 割り込み制御レジスタ�
INT4 割り込み制御レジスタ�
A-D変換割り込み制御レジスタ�
UART0送信割り込み制御レジスタ�
UART0受信割り込み制御レジスタ�
UART1送信割り込み制御レジスタ�
UART1受信割り込み制御レジスタ�
タイマA0割り込み制御レジスタ�
タイマA1割り込み制御レジスタ�
タイマA2割り込み制御レジスタ�
タイマA3割り込み制御レジスタ�
タイマA4割り込み制御レジスタ�
タイマB0割り込み制御レジスタ�
タイマB1割り込み制御レジスタ�
タイマB2割り込み制御レジスタ�
INT0 割り込み制御レジスタ�
INT1 割り込み制御レジスタ�
INT2 割り込み制御レジスタ�
�

00006E16�
00006F16�
00007016�
00007116�
00007216�
00007316�
00007416�
00007516�
00007616�
00007716�
00007816�
00007916�
00007A16�
00007B16�
00007C16�

00007D16�

00007E16�
00007F16�
�

�

表9. 割り込み制御レジスタの番地

ＮＭＩ�監視タイマ�

ハードウエアで優先レベルは決まっている。�
�

A-D変換,  UARTなどの割り込み�
④の中ではソフトウエアで割り�
込み優先レベルを変更できる。�
�

リセット�

��������������������

①�②�③�④�
�

図31. 割り込み優先レベル

NMI

リセット�

A-D変換�
�

UART1送信�
�

UART1受信�
�

UART0送信�
�

UART0受信�
�

タイマB2�
�

タイマB1�
�

タイマB0�
�

タイマA4�
�

タイマA3�
�

タイマA2�
�

タイマA1�
�

タイマA0�
�

監視タイマ�
�

I P L

割り込み要求�
�

レベル0�
�

割り込み禁止フラグI

INT3

INT2

INT1

INT0

�

INT4

図32. 割り込み優先レベル判定
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表10. 割り込み時にプロセッサ割り込み優先レベルIPLにセットされる値

表11. 割り込み優先順位判定時間選択ビットとサイクル数の関係

各割り込み要因の割り込み要求ビット及び割り込み優先レ

ベルは、オペコードフェッチサイクルごと（オペコード

フェッチサイクル中のfsysが“H”の期間）にサンプリング、

ラッチされます。ただし、サンプリングパルス発生後、ソフ

トウエアで選択したサイクル数が経過するまでは、オペコー

ドフェッチサイクルがきてもサンプリングパルスは発生しま

せん。この期間には、最優先の割り込み要因の判定が行われ

ます。

図33に示すように割り込み優先レベルの判定時間には3種

類の長さがあり、ソフトウエアでいずれか一つを選択しま

す。選択した時間が経過した後、最優先の割り込みが決定さ

れ、現在実行中の命令が終了しだい割り込み処理に入りま

す。

時間選択は図19に示すようにプロセッサモードレジスタ0

（5E16番地）のビット4とビット5で指定します。ビットと判定

に要するサイクル数の関係を表11に示します。リセット解除

後プロセッサモードレジスタ0は“0016”に初期化されますの

で、一番長い時間が選択されますが、プログラムで一番短い

時間を選択してください。

オペコードフェッチサイクル�
�

fsys

サンプリングパルス�
�

優先順位判定時間�

プロセッサモードレ�
ジスタ0のビット4と�
ビット5で00～10の�
うちの1つを選択�
�

 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �
 �

0  0

0  1

1  0

�

b5 b4

（注）�
�

注．fsysの2サイクルを選択した場合はパルスあり。�

図33. 優先順位判定時間

割り込み要因�
リセット�
監視タイマ�
NMI�
0除算�

IPLにセットされる値�
0
7�
�

IPLの値は変化しない。�
7�
�

優先順位判定時間選択ビット�
ビット5

0

01
0

0
1

ビット4
サイクル数（注）�

fsysの7サイクル�
fsysの4サイクル�
fsysの2サイクル�

注．システムクロックfsysについては、クロック発生回路の項を参照して�

　　ください。�
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キー入力割り込み
_____

INT3割り込み機能は、外部割り込み入力制御レジスタ

（9416番地）のビット1、ビット2及びビット3を設定することに
___ ___

より、KI0～KI3入力を用いたキー入力割り込みとして機能さ
____

せることができます。図34にINT3/キー入力割り込み入力回路

のブロック図、図35に外部割り込み入力制御レジスタのビッ

ト構成、図29に外部割り込み入力読み出しレジスタのビット

構成を示します。

外部割り込み入力制御レジスタのビット0（キー入力割り込
____

み選択ビット）が“0”の場合は、INT3の割り込み制御回路には
____ ____

INT3からの入力が接続され、通常のINT3外部割り込みとして
____

機能します。ビット0が“1”の場合は、INT3の割り込み制御回
___ ___

路には、KI0～KI3端子（ポートP54～P57に対応）の負論理の論

___ ___

理和が接続され、KI0～KI3を入力とする外部割り込みとして

機能します。

外部割り込み入力制御レジスタのビット2、ビット3はキー

入力割り込み端子選択ビットです。これらのビットを設定す

ることで使用するキー入力割り込み端子の組み合わせを選択

できます。割り込みベクトル及び割り込み制御レジスタは
____

INT3と共用です。

外部割り込み入力制御レジスタのビット1（キー入力割り込

み端子プルアップ選択ビット）を“1”に設定し、ビット2、

ビット3で選択したキー入力割り込み端子に対応したポート

の方向レジスタの内容を“0”にすることにより、各端子にプ

ルアップ抵抗（トランジスタ）を付加することができます。

____

図34. INT3/キー入力割り込み機能ブロック図
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図35. 外部割り込み入力制御レジスタのビット構成
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外部割り込み入力制御レジスタ�

キー入力割り込み選択ビット�
　0：INT3割り込み�
　1：キー入力割り込み�

INT2端子選択ビット�
　0：INT2端子をP64に配置する�
　1：INT2端子をP77に配置する（注2）�
�
�

キー入力割り込み端子選択ビット（注1）�
　0 0：KI0～KI3を選択�
　0 1：KI0～KI2を選択�
　1 0：KI0, KI1を選択�
　1 1：KI0を選択�

番地�
9416

リセット時�
0016

キー入力割り込み端子プルアップ選択ビット�
　0：KI0～KI3端子をプルアップしない�
　1：KI0～KI3端子をプルアップする�

�

INT3端子選択ビット（注3）�
　0：INT3端子をP80に配置する�
　1：INT3端子をP74に配置する�
�
�
INT4端子選択ビット�
　0：INT4端子をP84に配置する�
　1：INT4端子をP75に配置する（注4）�
�
�“0”に固定してください。�

�
注1．KIi端子を使用するときは、共用となっているタイマAの出力端子、及びパルス出力端子を選択しないでください。�
　2．INT2端子をP77に配置する場合は、AN7/ADTRG端子は使用しないでください。また、D-A1出力許可ビット（9616番地の�
　　 ビット1）＝0（出力禁止）にしてください。�
　3．INT3端子をP80に配置する場合は、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。��
　　  INT3端子をP74に配置する場合は、AN4端子を使用しないでください。�
　4．INT4端子をP75に配置する場合は、AN5端子を使用しないでください。�

0

___ ___

また、図34に示すようにKI0～KI3端子ごとに入力ラッチ回

路をもっており、各端子への立ち下がりエッジ入力を保持す

ることができます。これらのラッチ回路の内容は、外部割り

込み入力読み出しレジスタ（9516番地）のビット0～3から読み

出すことができます。また、各ビットへの“0”書き込みに

よって、そのビットの内容は“1”に初期化されます。
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タイマ

タイマは16ビットタイマで8本内蔵されています。タイマ

はその機能からタイマA（5本）とタイマB（3本）の2種類のタイ

マに分けられます。

タイマの入出力端子はポートP5、ポートP6の入出力端子と

共用しています。タイマの入力端子として使用する場合は、

その端子に対応する方向レジスタのビットを“0”に設定し、

入力モードにしてご使用ください。

タイマA

図36にタイマAのブロック図を示します。

タイマAではタイマモード、イベントカウンタモード、ワ

ンショットパルスモード、パルス幅変調モードの4種類の

モードが選択できます。モードはタイマAiモードレジスタ（i

＝0～4）のビット0とビット1の内容で選択します。

図37にタイマAクロック分周指定レジスタのビット構成を

示します。このレジスタのビット0、ビット1で選択するカウ

ントソースをタイマA0～タイマA4で使用します。

（1）　タイマモード［00］

図38にタイマモード時のタイマAiモードレジスタのビット

構成を示します。タイマモードでは、タイマAiモードレジス

タのビット0、ビット1、ビット5は必ず“0”にしてください。

ビット6、ビット7及びタイマAクロック分周指定レジスタ

の内容でタイマのカウントソースを選択します（表12参照）。

カウント開始フラグの内容が“1”のとき、選択されたクロッ

クをカウントし、“0”のときはカウントを停止します。

カウント開始フラグのビット構成を図39に示します。カウ

ントはダウンカウントで、カウンタの内容が000016になると

割り込み要求信号を発生し、タイマAi割り込み制御レジスタ

の割り込み要求ビットがセットされます。同時に、リロード

レジスタの内容をカウンタに入れて、カウントを続けます。

タイマAiモードレジスタのビット2の内容が“1”のときは、

カウンタの内容が000016になるたびに、極性が反転する波形

をTAiOUT端子から出力します。カウント開始フラグの内容

が“0”のときはTAiOUT端子には“L”が出力されます。

ビット2の内容が“0”のときはTAiOUTは通常のポート端子

として使用できます。

ビット4の内容が“0”のときは、TAiINは通常のポート端子

として使用できます。

次に、ビット4の内容が“1”のときは、図40に示すように、

TAiIN端子からの入力信号が“H”の期間又は“L”の期間のみカ

ウントしますので、TAiINの入力信号のパルス幅を測定する

ことが可能です。“H”の期間にカウントするのか、“L”の期

間にカウントするのかは、ビット3の内容により決まりま

す。

図36．タイマAのブロック図
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図37．タイマAクロック分周指定レジスタのビット構成

表12．タイマAクロック分周指定ビット、クロック源選択ビットと
カウントソースの関係

 タイマAクロック分周指定ビット�
（表12参照）

7 6 5 4 3 2 1 0
タイマAクロック分周指定レジスタ�

番地�
4516

�

クロック源選択ビット�
（5616～5A16番地のビット7､6）�

1 0

0 0
0 1

タイマAクロック分周指定ビット�
（4516番地のビット1､0）�

f2
f16
f64

1 1 f512

00
f1
f16
f64
f4096

01
f1
f64
f512
f4096

10 11

選択禁止�

注．タイマAクロック分周指定ビットで選択したクロックをタイマA0～タイマA4�

　　で共通に使用します。�

ビット3の内容が、“1”のときは、TAiIN端子の入力信号が“H”

の期間にカウントし、“0”のときはTAiIN端子の入力信号が

“L”の期間にカウントします。

なお、カウントする期間のパルス幅、又はカウントを停止

する期間のパルス幅はタイマのカウントソースの2サイクル

分以上にしてください。

タイマAiが停止中にタイマAiレジスタにデータを書き込む

と、リロードレジスタとカウンタにそのデータが書き込まれ

ます。

タイマAiが動作中にタイマAiにデータを書き込むと、リ

ロードレジスタに書き込まれるだけで、カウンタには書き込

まれません。カウンタには、次にリロードするときにリロー

ドレジスタから新しいデータがリロードされ、動作を続けま

す。カウンタの内容は任意のタイミングで読み出すことがで

きます。

タイマAiレジスタに設定した値をnとすると、タイマの分

周比は1/(n＋1)です。

図38．タイマモード時のタイマAiモードレジスタのビット構成
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0 0 : タイマモードでは必ず“00”�
�
   0 : パルス出力なし(TAiOUTは通常のポート端子)�
   1 : パルス出力あり (TAiOUTはパルス出力端子)（注）�
 �
0 × : ゲート機能なし（TAiINは通常のポート端子）�
1 0 : TAiINの入力が“L”の期間のみカウントする�
1 1 : TAiINの入力が“H”の期間のみカウントする�
  �
   0 : タイマモードでは必ず“0”�
�
クロック源選択ビット�
（表12参照）�

タイマA0モードレジスタ�
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番地�
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注．TA2OUT, TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっている�
　　キー入力割り込み端子（KI0, KI2端子）を選択しないでください。�
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図39．カウント開始フラグのビット構成
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（2）　イベントカウンタモード［01］

図41にイベントカウンタモード時のタイマAiモードレジス

タのビット構成を示します。イベントカウンタモードでは、

タイマAiモードレジスタのビット0は“1”に、ビット1とビッ

ト5は“0”にします。

図39に示すカウント開始フラグの内容が“1”のときTAiIN端

子からの入力信号をカウントし、“0”のときカウントを停止

します。

ビット3の内容が“0”のときは入力信号の立ち下がりでカウ

ントし、“1”のときは立ち上がりでカウントします。イベン

トカウンタモードでは、アップカウントかダウンカウントか

をアップダウンフラグの内容かTAiOUT端子の入力信号かで選

択できます。

タイマAiモードレジスタのビット4の内容が“0”のときは

アップダウンフラグの内容によって、アップカウントかダウ

ンカウントかが決まります（アップダウンフラグの内容が“0”

のときはダウンカウント、“1”のときはアップカウントにな

ります）。図42にアップダウンフラグのビット構成を示しま

す。

タイマAiモードレジスタのビット4の内容が“1 ”のときは

TAiOUT端子の入力信号によって、アップカウントかダウンカ

ウントかを選択します。ただし、ビット2の内容が“1”である

場合、TAiOUT端子は出力端子となり、パルスが出力されるの

で、ビット4の内容が“1”の場合は、ビット2は“0”にしてくだ

さい。

TAiOUT端子の入力信号が“L”のときダウンカウント、“H”

のときアップカウントになります。TAiOUT端子の入力信号の

レベルは、TAiIN端子に入力される有効エッジが入力される

前に確定させてください。

ダウンカウントのときはカウンタの内容が000016に、また

アップカウントのときは、カウンタの内容がFFFF16になる

と、割り込み要求信号を発生し、タイマAi割り込み制御レジ

スタの中の割り込み要求ビットをセットします。同時に、リ

ロードレジスタの内容をカウンタに入れてカウントを続けま

す。

ビット2の内容が“1”のときは、カウンタの内容が000016（ダ

ウンカウント時）又はFFFF16（アップカウント時）になるたび

に、極性の反転する波形をTAiOUT端子から出力します。

ビット2の内容が“0”のときはTAiOUT端子は通常のポート端

子として使用できます。ただし、ビット4の内容を“1”にして

おくと、TAiOUT端子を出力端子として使用する場合、その端

子からの出力でカウンタのアップ、ダウンが変わりますの

で、TAiOUT端子からの出力でカウンタのアップ、ダウンを選

択しない場合は、ビット4の内容を“0”にしておいてくださ

い。

データの書き込み、読み出しはタイマモードと同じで、タ

イマAiが停止中にタイマAiにデータを書き込むと、リロード

図41．イベントカウンタモード時のタイマAiモードレジスタのビッ
ト構成

図42．アップダウンフラグのビット構成
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レジスタとカウンタに書き込まれます。タイマAiが動作中に

タイマAiにデータを書き込むと、リロードレジスタに書き込

まれるだけで、カウンタには書き込まれません。カウンタに

は、次にリロードするときにリロードレジスタから新しい

データがリロードされ、動作を続けます。カウンタの内容

は、任意のタイミングで読み出すことができます。

イベントカウンタモードの場合、タイマA2、タイマA3、

タイマA4に対しては位相が90°ずれた二相パルスを入力する

ことで、カウンタのアップダウンを制御することもできま

す。二相パルス処理の動作にはタイマA2及びタイマA3を使

用した処理動作と、タイマA4を使用した処理動作の2種類が

あります。どちらの処理動作においても二相パルスの入力方

法は同じで、TAjOUT（j＝2～4）端子及びTAjIN端子にお互いに

90°位相のずれたパルスを入力します。

タイマA2及びタイマA3を使用した場合、図43に示すよう

にTAkOUT（k＝2，3）端子のレベルが“L”から“H”に立ち上がっ

た後、TAkIN端子に立ち上がりエッジが入力されるとアップ

カウントし、立ち下がりエッジが入力されるとダウンカウン

トを行います。

タイマA4の場合、図44に示すようにTA4OUT端子のレベル

が“L”から“H”に立ち上がった後、TA4IN端子に立ち上がり

エッジが入力される位相関係のパルスが入力されたときは、

TA4OUT端子及びTA4IN端子のそれぞれの立ち上がりエッジ、

立ち下がりエッジをすべてアップカウントします。

また、TA4IN端子のレベルが“H”から“L”に立ち下がった

後、TA4OUT端子に立ち下がりエッジが入力される位相関係

のパルスが入力されたときは、TA4IN端子及びTA4OUT端子の

それぞれの立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジをすべてダ

ウンカウントします。このような二相パルス信号処理を行う

場合は、図45に示すように対応するタイマのタイマAjモード

レジスタのビット0とビット4は“1”に、ビット1、ビット2、

ビット3、ビット5は“0”にしてください。ビット6とビット7

は無効になります。また、アップダウンフラグレジスタ（4416

番地）のビット5、ビット6、ビット7がそれぞれタイマA2、タ

イマA3、タイマA4の二相パルス信号処理選択ビットであ

り、“0”のときは通常のイベントカウンタモードの動作とな

り、“1”にセットすることで対応したタイマが二相パルス信

号処理を行います。

カウントは、カウント開始フラグの内容を“1”にすること

で開始されます。データの書き込み、読み出しは、通常のイ

ベントカウンタモードと同じです。なお、二相パルス信号を

入力しますので、入力するポートの方向レジスタは入力モー

ドにしてください。また、この場合はパルス出力はできませ

ん。

(３)　ワンショットパルスモード［10］

図46にワンショットパルスモード時のタイマAiモードレジ

スタのビット構成を示します。ワンショットパルスモードで

は、ビット0とビット5は“0”に、ビット1とビット2は“1”にし

てください。

カウント開始フラグの内容が“1”のとき、トリガ受け付け

可能です。トリガはソフトウエアで発生するか、TAiIN端子

から入力するか選択できます。ビット4の内容が“0”のときソ

フトウエアトリガ、“1”のときTAiIN端子からの入力信号がト

リガになります。

トリガ信号の立ち下がりでトリガをかけるか、立ち上がり

でトリガをかけるかをビット3の内容で選択します。ビット

3の内容が“0”のときは立ち下がりで“1”のときは立ち上がり

でトリガがかかります。

ソフトウエアトリガはワンショット開始フラグの各タイマ

に対応するビットに“1”を書き込むことにより発生します。

図43．タイマA2, タイマA3の二相パルス処理動作

図44．タイマA4の二相パルス処理動作

図45．イベントカウンタモード時，二相パルス信号処理させる場合
のタイマAjモードレジスタのビット構成
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図47にワンショット開始フラグのビット構成を示します。

図48に示すように、トリガを受け付けると、カウンタは

ビット6、ビット7、及びタイマAクロック分周指定レジスタ

の内容で選択されたクロックをカウントします（表12参照）。

カウンタの内容が000016でない場合は、トリガを受け付け

るとTAiOUT端子は“H”になります。カウントはダウンカウン

トです。

カウンタの内容が000116になるとTAiOUT端子は“L”にな

り、カウントは停止します。カウンタには、リロードレジス

タの内容が転送されて停止します。同時に、割り込み要求信

号を発生し、タイマAi割り込み制御レジスタの中の割り込み

要求ビットをセットします。トリガが入ると再び同じことを

繰り返します。出力されるパルス幅は

　（選択したクロックのパルス周期）

　　　　　×　（トリガ時点のカウンタの値）

となります。

カウント開始フラグの内容が“0”のときは、TAiOUT端子に

は“L”が出力されます。したがって、タイマAiカウント開始

フラグの内容を“1”にする前に、発生させたいパルス幅に対

応するカウント値をタイマAiに書き込んでください。

図49に示すように、前のトリガによる動作が完了する前で

も、再びトリガを受け付けることができます。この場合は、

トリガによってリロードレジスタの内容が、カウンタへ転送

された後、その値をカウントダウンします。動作中に再トリ

ガする場合を除いて、トリガによってリロードレジスタの内

容がカウンタへ転送されることはありません。

なお、再びトリガをかける場合、前のトリガ後、タイマの

カウントソースの1サイクル分以上経過後にかけてくださ

い。

データの書き込みはタイマモードと同じで、タイマAiが停

止中にタイマAiにデータを書き込むと、リロードレジスタと

カウンタに書き込まれます。タイマAiが動作中にタイマAiに

データを書き込むと、リロードレジスタに書き込まれるだけ

で、カウンタには書き込まれません。カウンタには、次にリ

ロードするときにリロードレジスタから新しいデータがリ

ロードされ、動作を続けます。

タイマを読み出すと不定の値が読み出されます。

図46．ワンショットパルスモード時のタイマAiモードレジスタの
ビット構成

図47．ワンショット開始フラグのビット構成
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図48．外部立ち上がりエッジを選択した場合のパルス出力例

図49．パルス出力動作中にトリガを再入力した場合の例
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（4）　パルス幅変調モード［11］

図50にパルス幅変調モード時のタイマAiモードレジスタの

ビット構成を示します。パルス幅変調モードでは、ビット

0、ビット1、ビット2は“1”にしてください。

ビット5の内容によって、16ビット長のパルス幅変調器と

して動作させるか、8ビット長のパルス幅変調器として動作

させるか選択できます。ビット5の内容が“0”のとき、16ビッ

ト長のパルス幅変調器、“1”のとき8ビット長のパルス幅変調

器になります。まず、16ビット長パルス幅変調器について説

明します。

パルス幅変調器は、ソフトウエアでトリガをかけて動作を

開始するか、TAiIN端子からの入力信号で外部トリガをかけ

て動作を開始するか、選択できます。

ビット4の内容が“0”のときはソフトウエアトリガモードが

選択されます。タイマAi開始フラグの内容を“1”にするとパ

ルス幅変調器は動作を開始し、TAiOUT端子からパルスを出力

します。

ビット4の内容が“1”のときは、外部トリガモードが選択さ

れます。タイマAi開始フラグの内容が“1”のときに、TAiIN端

子からトリガ信号を入力すると、パルス幅変調器は動作を開

始します。トリガ信号の立ち下がりでトリガをかけるか、立

ち上がりでトリガをかけるかは、ビット3の内容で選択しま

す。ビット3の内容が“0”のときは立ち下がりでトリガがかか

ります。“1”のときは立ち上がりでトリガがかかります。

パルス幅変調器の動作が停止しているときに、タイマAiに

データを書き込むと、リロードレジスタとカウンタに書き込

まれます。その後、タイマAiカウント開始フラグの内容を

“1”にし、ソフトウエアトリガあるいは、外部トリガをか

け、動作を開始すると図51に示すような波形が連続して出力

されます。一旦、動作を開始すると、動作中にはトリガは受

け付けられません。リロードレジスタの値をmとするとパル

スの“H”の期間は

　　（選択したクロックの周期）×（m）

出力パルスの周期は

　　（選択したクロックの周期）×（216－1）

となります。

出力パルスの立ち下がりのたびに、割り込み要求信号を発

生し、タイマAi割り込み制御レジスタの中の割り込み要求

ビットをセットします。出力中のパルス幅を変更する場合

は、タイマのデータを書き替えます。この書き替えはいつで

もできます。出力パルス幅は、データがタイマに書き込まれ

た後のパルスの立ち上がりから変わります。

リロードレジスタの内容は、次のパルスが立ち上がる直前

にカウンタに転送されるので、次に出力されるパルスから変

更したパルス幅になります。

タイマを読み出すと、不定の値が読み出されます。

次に、8ビット長パルス幅変調器について説明します。

タイマAiモードレジスタのビット5の内容が“1”のときは、

8ビット長パルス幅変調器になります。

リロードレジスタとカウンタは、共に8ビット長に2分割さ

れます。

下位8ビットは、プリスケーラとして働きます。上位8ビッ

トは、8ビット長のパルス幅変調器として働きます。プリス

ケーラは、ビット6、ビット7、及びタイマAクロック分周指

定レジスタの内容で選択されたクロックをカウントします

（表12参照）。カウンタの内容が000016になると図52に示すよ

うにパルスを発生します。同時にリロードレジスタの内容を

カウンタへ転送し、カウントを続けます。

図50．パルス幅変調モード時のタイマAiモードレジスタのビット構成
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したがって、下位8ビットのリロードレジスタの内容をnと

すると、発生するパルスの周期は

　（選択したクロックの周期）×（n＋1）

となります。

上位8ビットは、このパルスを入力とする8ビット長のパル

ス幅変調器として働きます。ビット長が8ビットになるだけ

で、動作は16ビット長の場合と同じです。上位8ビットのリ

ロードレジスタの内容をmとするとパルスの“H”の期間は

　（選択したクロックの周期）×（n＋1）×（m）

出力パルスの周期は

　（選択したクロックの周期）×（n＋1）×（28－1）

となります。

図51．16ビット長パルス幅変調器の出力パルス例

図52．8ビット長パルス幅変調器の出力パルス例
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タイマB

図53にタイマBのブロック図を示します。

タイマBは、タイマモード、イベントカウンタモード、パ

ルス周期測定/パルス幅測定モードの3種類のモードが選択で

きます。モードは、タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）のビッ

ト0とビット1の内容で選択します。

次に、各モードについて説明します。

(1) タイマモード［00］

図54にタイマモード時のタイマBiモードレジスタのビット

構成を示します。タイマモードでは、タイマBiモードレジス

タのビット0とビット1は必ず“0”にしてください。ビット6と

ビット7でクロック源を選択します。カウント開始フラグの

内容が“1”のとき、選択されたクロックをカウントします。

“0”のときは停止します。タイマBiのカウント開始フラグ

は、図39に示すようにタイマAiのカウント開始フラグと同一

番地にあります。

カウントはダウンカウントで、カウンタの内容が000016に

なると、割り込み要求信号を発生し、タイマBi割り込み制御

レジスタの割り込み要求ビットをセットします。同時に、リ

ロードレジスタの内容をカウンタに入れ、カウントを続けま

す。

タイマBiには、パルス出力機能、ゲート機能はありません。

タイマBiが停止中にタイマBiレジスタにデータを書き込む

と、リロードレジスタとカウンタにそのデータが書き込まれ

ます。タイマBiが動作中にタイマBiにデータを書き込むと、

リロードレジスタに書き込まれるだけで、カウンタには書き

込まれません。カウンタには、次にリロードするときにリ

ロードレジスタから新しいデータがリロードされ、動作を続

けます。カウンタの内容は任意のタイミングで読み出すこと

ができます。

(2) イベントカウンタモード［01］

図55にイベントカウンタモード時のタイマBiモードレジス

タのビット構成を示します。イベントカウンタモードでは、

ビット0は“1”に、ビット1は“0”にしてください。

カウント開始フラグの内容が“1”のとき、TBiIN端子からの

入力信号をカウントします。“0”のときはカウントを停止し

ます。

ビット3の内容が“0”で、ビット2の内容が“0”のとき、入力

信号の立ち下がりでカウントし、“1”のとき、入力信号の立

ち上がりでカウントします。

また、ビット3の内容が“1”で、ビット2の内容が“0”のと

き、入力信号の立ち下がり及び立ち上がりでカウントします。

図53．タイマBのブロック図
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(3) パルス周期測定/パルス幅測定モード［10］

図56にパルス周期測定/パルス幅測定モード時のタイマBi

モードレジスタのビット構成を示します。

パルス周期測定/パルス幅測定モードでは、ビット0は“0”

に、ビット1は“1”にしてください。ビット6とビット7でク

ロック源を選択します。カウント開始フラグの内容が“1”の

とき、選択されたクロックをカウントします。“0”のときは

カウントを停止します。

ビット3の内容が“0”のときは、パルス周期測定モードにな

ります。パルス周期測定モードでは、TBiIN端子からの入力

信号の立ち下がりから立ち下がりまで、又は入力信号の立ち

上がりから立ち上がりまでの間選択されたクロックをカウン

トし、結果をリロードレジスタに入れます。この場合リロー

ドレジスタはバッファレジスタとして働いています。

ビット2の内容が“0”のときは、入力信号の立ち下がりから

立ち下がりまでカウントし、“1”のときは、入力信号の立ち

上がりから立ち上がりまでカウントします。

入力信号の立ち下がりから立ち下がりまでカウントする場

合について、カウントの方法を説明します。図57に示すよう

にTBiIN端子からの入力信号の立ち下がりを検出すると、カ

ウンタの内容をリロードレジスタへ転送します。次にカウン

タをクリアし、次のクロックからカウントを始めます。次の

入力信号の立ち下がりを検出すると、再びカウンタの内容を

リロードレジスタへ転送し、カウンタをクリアした後、ク

ロックのカウントを始めます。このようにして、入力信号の

立ち下がりから立ち下がりまでの周期を測定します。カウン

タの内容をリロードレジスタに送った後、割り込み要求信号

を発生し、タイマBi割り込み制御レジスタの割り込み要求

ビットをセットします。ただし、カウント開始フラグの内容

を“1”にした後、最初にカウンタの内容をリロードレジスタ

に送ったときには、割り込み要求信号は発生しません。

ビット3の内容が“1”のときは、パルス幅測定モードになり

ます。パルス幅測定モードでは、図58に示すようにTBiIN端

子からの入力信号の立ち下がりから立ち上がり又は立ち上が

りから立ち下がりまでカウントします。カウントする期間が

異なることを除けば、パルス周期測定モードと同じです。タ

イマBiから読み出しを行うと、リロードレジスタのデータが

読み出されます。

なお、このモードでのTBiIN端子からの入力信号の立ち下

がりから立ち上がりまでの期間、又は立ち上がりから立ち下

がりまでの期間は、タイマのカウントソースの2サイクル分

以上にしてください。

また、タイマBiモードレジスタのビット5はタイマBiオー

バフローフラグで、タイマBiカウンタの内容が000016になる

（パルス幅あるいはパルス周期が16ビット長で計測できる長

さよりも長かったことを示します。）と“1”がセットされま

す。このフラグは対応するタイマBiモードレジスタに書き込

図54．タイマモード時のタイマBiモードレジスタのビット構成

図55．イベントカウンタモード時のタイマBiモードレジスタのビッ
ト構成

図56．パルス周期測定/パルス幅測定モード時のタイマBiモードレジ
スタのビット構成

00 : タイマモードでは必ず“00”�
�
×× : タイマモードでは使用しない�
　　ので何であっても良い。�
�
× :タイマモードでは使用しない�
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1 0 : 入力信号の立ち下がりから�
　　 立ち上がりまで及び�
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11 : f512を選択�

7 6 5 4 3 2 1 0
01

タイマB0モードレジスタ�
タイマB1モードレジスタ�
タイマB2モードレジスタ�

番地�
5B16�
5C16�

5D16

�



　61

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

図57．パルス周期測定モードの動作（立ち下がりから立ち下がりまで測定の例）

図58．パルス幅測定モードの動作
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�

カウンタ←0�
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�

みを行うとクリアされます。なお、リセット時は“1”です。
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 シリアルI/O

シリアルI/Oは全く独立して2本内蔵されています。

図59にシリアルI/Oのブロック図を示します。

図60に示すUARTi(i＝0, 1)送受信モードレジスタのビット

0～2の内容でポートP8をプログラマブル入出力ポートとして

使用するか、クロック同期形シリアルI/ Oとして使用する

か、あるいはスタートビット、ストップビットを用いる非同

期形(UART)シリアルI/Oとして使用するかを選択します。た

だし、クロック同期形シリアルI/O又はUARTモードを選択し

た場合でも、一部の端子はプログラマブル入出力ポートとし

て使用できます。

図61と図62に受信部及び送信部のブロック図を示します。

図63にUARTi送受信制御レジスタのビット構成を示します。

以下に各通信方法について説明します。　

図60. UARTi送受信モードレジスタのビット構成

図59. シリアルI/Oのブロック図

シリアルI/Oモード選択ビット�
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図61. 受信部ブロック

図62. 送信部ブロック
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図63. UARTi送受信制御レジスタのビット構成
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クロック同期形直列通信

図64に示すように、2つのクロック同期形シリアルI /Oの間

で通信を行う場合を例にとって説明します。(送信側の添字

はjとし、受信側の添字はkとします。)

UARTj送受信モードレジスタ、及びUARTk送受信モード

レジスタのビット0は“1”に、ビット1とビット2は“0”にしま

す。転送データのビット長は8ビットで固定です。

クロックを送る側のUART j送受信モードレジスタのビット

3の内容を“0”にして、内部クロックを選択します。

クロックを受け取る側のUARTk送受信モードレジスタの

ビット3の内容を“1”にして、外部クロックを選択します。

ビット4、ビット5、ビット6はクロック同期形では無効にな

ります。ビット7の内容は必ず“0”にしてください。

クロックを送る側のUARTj送受信制御レジスタ0のビット

0(CS0)とビット1(CS1)の内容でクロック源を選択します。

選択されたクロックは、図59に示すように(n+1)分周さ

れ、さらに2分周されて送信制御回路を経て外部へ送信ク

ロックCLKjとして出力されます。したがって、選択したク

ロックをfiとすると、

転送速度 = fi / {(n+1)×2}

となります。

クロックを受ける側は、外部クロックを選択しているので

UARTk 送受信制御レジスタ0のCS0とCS1の内容は無効です。

___ ___

UART0とUART1と共にCTS、RTS機能を使用することがで

きます。
____ ____

CTS、RTS信号を使用するかどうかはUARTi送受信制御レ
___ ___

ジスタ0のビット4(CTS/RTS許可ビット)で選択できます。
____ ____

CTS、RTS信号を使用する場合はビット4を“0”に、使用しな
___ ___

い場合はビット4を“1”にします。CTS、RTS信号を使用しな
___ ___

い場合、CTS/RTS端子は通常のポートとして使用できます。
___ ___

CTS/RTS端子として使用する場合、UARTi送受信制御レジ
___ ___

スタ0のビット2(CTS/RTS機能選択ビット)の内容を“0”にする
____ ____

と、CTS入力が選択され、“1”にするとRTS出力が選択されま

す。
___ ___

以下の説明ではCTS、RTS信号を使用する場合について説
___ ___ ___

明しますが、CTS、RTS信号を使用しない場合、CTS入力の
___

条件は必要なく、RTS出力はありません。

また図71に示すシリアルI/O端子制御レジスタのビット2、

ビット3でポートP83, P87をTxDi機能として使用するか、ポー

ト機能として使用するかを選択できます。ビット2、ビット

3を“0”にするとTxDi機能になり、“1”にするとポート機能に

なります。したがって、TxDi端子を使用しない入力専用のシ

ステムではTxDi端子はポートとして使用できます。

図64. クロック同期形直列通信
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送 信

送信器は以下の3条件が成立した時に、送信を開始しま

す。

・UARTj送受信制御レジスタ1のビット 0 (TEjフラグ：送

信許可フラグ)の内容が“1”

・UARTj送受信制御レジスタ1のビット1(TIjフラグ) の内容

が“0”

TIjフラグは、送信バッファレジスタが空かどうかを示すフ

ラグで、 送信バッファレジスタ に送信データの書き込みを

行うと“0”になり、送信バッファレジスタの内容を送信レジ

スタへ転送して、送信バッファレジスタが空になると“1”に

なります。

・CTSj入力（受信側からの送信許可入力）が“L”

送信条件が整うと送信バッファレジスタ内の送信データが

送信レジスタに転送され送信が開始されます。送信が開始さ

れると図65に示すように、送信クロックCLKjが“H”から“L”

（クロック同期形シリアルI/Oでは転送クロックの極性を反転

することができます。後述の転送クロック極性の選択を参照

してください。）になるたびに、TxDj端子からデータが出力

されます。データは送信バッファレジスタ下位ビットから出

力します。

送信レジスタの内容を送信し終って、送信レジスタの内容

が空になったときに、次の送信開始条件が整っていれば送信

バッファレジスタから、送信レジスタへのデータの転送は自

動的に行われ、連続して次の送信が開始されます。一度、送

信を開始すると送信中のデータを送信し終るまではTEjフラ
____

グ、TIjフラグ、CTSj信号の条件を見ないので、送信中に
____

CTSj入力を“H”にしても送信が中断されることはありませ

ん。

図65に示す TENDj 信号の“H”の期間に送信開始条件である
____

TEjフラグ、TIjフラグ、CTSjの状態を調べます。したがっ

て、TENDj信号の“H”の期間が来る前に、送信バッファレジス

タに次に送信すべきデータを書き込んでTIjフラグを“0”にし

ておくと、連続してデータを転送することができます。

UARTj送受信制御レジスタ0のビット3(TxEPTYjフラグ)

は、TENDj信号が“H”になった次のサイクルで“1”になり送信

を始めると“0”になります。したがって、このフラグによっ

てデータを送信し終ったかどうか判定することができます。

TIjフラグが“0”から“1”に変化すると、UARTj送信割り込み

制御レジスタの割り込み要求ビットが“1”になります。

受 信

UARTk送受信制御レジスタ1のビット2(REkフラグ) を“1”

にすると受信可能状態となり、外部からCLKkが入力される

とこれに同期して受信動作を行います。
____

RTSk出力はREkフラグの内容が“0”のときは“H”ですが、

REkフラグの内容を“1”にすると“L”になり、受信可能状態に

____

なったことを送信側に知らせます。受信を始めるとRTSk出

力は自動的に“H”になります。

受信が開始されると受信器は、送信クロックCLKjが“L”か

ら“H”（クロック同期形シリアルI/Oでは転送クロックの極性

を反転することができます。後述の転送クロック極性の選択

を参照してください。）になるたびに、RxDk端子からデータ

を取り込むと同時に、受信レジスタの内容を1ビットシフト

します。8ビット長のデータを受け取ると、受信レジスタの

内容は受信バッファレジスタへ転送され、UARTk送受信制御

レジスタ1のビット3(RIkフラグ)は“1”になります。すなわ

ち、RIkフラグが“1”になることは、受信バッファレジスタに

受信データが入ったことを示します。

このときUARTk受信バッファレジスタの下位バイトを読
____

み出すとRTSk出力は再び“L”になり、次のデータの受信が可

能なことを示します。

UARTk送受信制御レジスタ1のビット4(OERkフラグ )は、

RI kフラグが“1”のままで、次のデータを受信レジスタから受

信バッファレジスタへ転送したときに“1”になり  、 受信バッ

ファレジスタの内容を読み出す前に、次のデータが受信バッ

ファレジスタに転送されたことを示します（オーバランエ

ラーの発生）。RIkフラグは、受信バッファレジスタの下位バ

イトを読み出すか、REkフラグを“0”にすると自動的に“0”に

なります。また、OERkフラグはREkフラグを“0”にすること

によって、“0”になります。ビット5(FERkフラグ) 、ビット6

(PERkフラグ) 、ビット7(SUMkフラグ) は、クロック同期形

では無効になります。

図59に示すように、クロック同期形直列通信では、受信ク

ロックは送信クロックから作られるので、送信器が動作しな

いと受信は行われません。したがって、UARTk側から

UARTj側へのデータの送信が必要なくても 、送信器は動作さ

せてダミーデータの送信をする必要があります。
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受信完了時の割り込み要求

RIkフラグが“0”から“1”に変化したとき、すなわち受信完

了時にUARTk受信割り込み制御レジスタの割り込み要求ビッ

トを“1”にすることができます。

割り込み要求ビットを“1”にするタイミングは、受信ごと

と受信時にエラーが発生したときのいずれから選択できま

す。UARTk送受信制御レジスタ0のビット5(UARTk受信割り

込みモード選択ビット)を“0”にすると、受信ごとに割り込み

要求ビットが“1”になり、ビット5を“1”にするとエラー発生

時（クロック同期形シリアルI/Oモード時はオーバランエラー

発生時）のみ割り込み要求ビットが“1”になります。

転送クロック極性の選択

クロック同期形直列通信では、UARTj送受信制御レジスタ

0のビット6(CPL)で転送クロックの極性を選択することがで

きます。

図66に示すようにビット6が“0”の場合、送信時はCLKjの

立ち下がりエッジで送信データ出力を、受信時はCLKkの立

ち上がりエッジで受信データ入力を行い、非転送時のCLKi

を“H”レベルとします。ビット6が“1”の場合は逆に、送信時

はCLKj立ち上がりエッジで送信データ出力を、受信時は

CLKkの立ち下がりエッジで受信データ入力を行い、非転送

時のCLKiを“L”レベルとします。

図65. クロック同期形シリアルI/Oのタイミング
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1/fi × (n + 1) × 2
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図66. 転送クロックの極性
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図67. 送信バッファレジスタ/受信バッファレジスタとデータバスの接続関係
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転送フォーマットの選択

クロック同期形直列通信では、送受信制御レジスタ0の

ビット7の内容によって、転送フォーマットを選択すること

ができます。ビット7の内容が“0”のとき転送フォーマットは

LSBファースト、“1”のときMSBファーストになります。

図67に示すようにこの機能は、送信バッファレジスタに送

信データを書き込むとき、又は受信バッファレジスタから受

信データを読み出すときに、送信バッファレジスタ/受信バッ

ファレジスタとデータバスの接続関係を切り替えることに

よって実現しています。したがって、いずれの転送フォー

マットを選択した場合も、送受信器本体の動作は同じです。

クロック同期形シリアルI/Oモード使用上の注意
____ ____

CTS0/RTS0端子を使用するときは、D-A2出力許可ビット

（9616番地のビット2）=0（出力禁止）にしてください。また、
____ ____

クロック同期形シリアルI/OモードではCTSi/RTSiの分離機能
____

を選択できません。更に内部クロック選択時はRTS出力が不
____

定のため、RTS機能を使用しないでください。

送信を行うときは、シリアルI/O端子制御レジスタ（AC16番

地）のビット2、ビット3を“0”にしてください。
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非同期形直列通信　

非同期形直列通信では転送データ長により、7ビット非同

期通信、8ビット非同期通信、9ビット非同期通信のうちいず

れか一つを選択できます。これらは転送ビット長が異なるだ

けですので、8ビット非同期通信についてのみ説明します。

8ビット非同期通信では、 UARTi送受信モードレジスタの

ビット0は“1”に、ビット1は“0”に、ビット2は“1”にします。

ビット3は、内部クロックを選択する場合は“0”、外部ク

ロックを選択する場合は“1”にします。内部クロックを選択

した場合は、さらにUARTi送受信制御レジスタ0のビット0

(CS0)とビット1(CS1)でクロック源を選択します。非同期形直

列通信で内部クロックを選択した場合、 CLKi端子は通常の

入出力端子として使用できます。

選択された内部クロック又は外部クロックは(n + 1)分周さ

れ 、さらに16分周され 、制御回路を経てUART送信クロッ

クあるいはUART受信クロックとなります。したがって、転

送速度レジスタの内容nを変えると、転送速度を変えること

ができます。選択した内部クロックをfiあるいは外部クロッ

クをfEXTとすると

転送速度 = (fi又はfEXT) / {(n+1) × 16}

となります。

ビット4は、ストップビット長を1ビットとするか、2ビッ

トとするかを選択するストップビット長選択ビットです。

ビット5は、データの“1”の個数とパリティビットの“1”の

個数を加算した合計がいつも奇数になるようにパリティビッ

トを“1”あるいは“0”に調整する奇数パリティ、あるいは合計

がいつも偶数になるように調整する偶数パリティのいずれか

を選択するパリティ奇/偶選択ビットです。

図68. パリティ付、1ストップビット、8ビット非同期を選択した場合の送信のタイミング例

図69. パリティなし、2ストップビット、9ビット非同期を選択した場合の送信のタイミング例
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ビット6は、パリティビットを付加するかしないかを選択

するパリティ許可ビットです。

ビット4からビット6は、相互に通信する通信フォーマット

により“0”あるいは“1”に設定します。

ビット7はスリープ選択ビットです。スリープモードにつ

いては後で説明します。

図71にシリアルI/O端子制御レジスタのビット構成を示し

ます。シリアルI/O端子制御レジスタのビット0及びビット1
____ ____ ________

（CTSi/RTSi分離選択ビット）にてCTS/RTS端子の機能を2つの

端子に分離し、それぞれ別々の端子に割り付けることができ

ます。分離する場合はビット0及びビット1を“1”に、行わな
____

い場合はビット0及びビット1を“0”にします。表13にCTS/
____

RTS機能の選択を示します。

送 信

送信器はクロック同期形直列通信モードと同様、以下の3

条件が成立した時に送信を開始します。

・UARTi 送受信制御レジスタ1のビット0(TEiフラグ：送信

許可フラグ) の内容が“1”

・UARTi送受信制御レジスタ1のビット1(TIiフラグ)の内容

が“0”

TIiフラグは、送信バッファレジスタが空かどうかを示すフ

ラグで、送信バッファレジスタに送信データの書き込みを行

うと“0”になり、送信バッファレジスタの内容を送信レジス

タへ転送して、送信バッファレジスタが空になると“1”にな

ります。
____

・CTSi入力（受信側からの送信許可入力）が“L”

送信条件が整うと送信バッファレジスタ内の送信データが

送信レジスタに転送され、送信が開始されます。データは、

図68、図69の例に示すように、スタートビット及びUARTi送

受信モードレジスタのビット4からビット6の内容で設定した

ストップビットあるいはパリティビットが付加されて、TxDi

端子から出力されます。データは下位ビットから転送されま

す。

送信レジスタの内容を送信し終わって、送信レジスタの内

容が空になったとき、 次の送信開始条件が整っていれば、送

信バッファレジスタから送信レジスタへのデータの転送は自

動的に行われ、連続して次の送信が開始されます。

送信を開始すると、送信中のデータを送信し終るまでは
____

TEiフラグ、TIiフラグ 、CTSiの条件を見ないので、送信中に
____

TEiフラグを“0”にしても、あるいはCTSi入力を“1”にしても

送信中のデータを送信し終るまで停止しません。図68に示す

TENDi信号の“H”の期間に送信開始条件であるTEiフラグ、TIi
____

フラグ、CTSi入力を検査します。したがって、TENDi信号の

“H”の期間が来る前に 、送信バッファレジスタに次に送信す

べきデータを書き込んで TIiフラグを“0”にしておくと連続し

てデータを転送することができます。

UARTi送受信制御レジスタ0のビット3(TxEPTYiフラグ)  は

TENDi信号が“H”になった次のサイクルで“1”になり送信を始

めると“0”になります。

したがって、このフラグを検査すると、データを送信し

終ったかどうか分かります。

TIiフラグが“0”から“1”に変化すると、UARTi送信割り込み

制御レジスタの中の割り込み要求ビットが“1”になります。

図70. パリティなし、1ストップビット、8ビット非同期を選択した場合の受信のタイミング例
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図71. シリアルI/O端子制御レジスタのビット構成

___ ___

表13. CTS/RTS機能の選択

受 信

UARTi送受信制御レジスタ1のビット2(REiフラグ)を“1”に

すると受信可能状態となり、図70に示すようにスタートビッ

トが来ると、受信側の16分周回路が動作を始めデータを受信

します。UARTi送受信制御レジスタ0のビット2の内容を“1”
____

にしてRTSi出力を選択している場合、 REiフラグが“0”のとき
____

RTSi出力は“H”ですが、REiフラグを“1”にすると“L”にな

り、受信可能状態になったことを送信側に知らせます。受信
____

を始めるとRTSi出力は自動的に“H”になります。

受信開始後、スタートビットが図61に示す受信部ブロック

の受信レジスタの終端ビットを通り抜けたときに、 送信され

たデータの全ビットを受信したことになり、 受信レジスタの

内容は受信バッファレジスタへ転送され、UARTi送受信制御

レジスタ1のビット3（RIiフラグ）が“1”にセットされます。す

なわち、RIiフラグが“1”になることは、受信バッファレジス

タにデータが入ったことを示します。

このときUARTk受信バッファレジスタの下位バイトを読
____

み出すとRTSk出力は再び“L”になり、次のデータの受信が可

能なことを示します。

UARTi 送受信制御レジスタ1のビット4（OERiフラグ）は、

RIiフラグが“1”のままで次のデータを受信レジスタから受信

バッファレジスタへ転送したとき（オーバランエラー）、“1”

になります。OERiフラグが“1”であるということは、受信

バッファレジスタの内容を読み出す前に、次のデータが受信

バッファレジスタに転送されたことを示します。

ビット5（FERiフラグ）は、 ストップビットが規定の個数な

かったとき（フレーミングエラー）に“1”になります。

ビット6（PERiフラグ）は、パリティエラーが発生すると“1”

になります。

ビット7（SUMiフラグ）は、OERiフラグあるいはFERiフラ

グあるいはPERiフラグのいずれか一つでも“1”になると SUMi

フラグも“1”になります。 したがって、SUMiフラグを検査す

るだけでエラーが 発生したかどうか分かります。RIiフラ

グ、OERiフラグ、FERiフラグ、PERiフラグは受信レジスタ

の内容を受信バッファレジスタへ転送するときに“1”になり
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ます。FERiフラグ、PERiフラグ、SUMiフラグは受信バッ

ファレジスタの下位バイトを読み出すか、REiフラグを“0”に

すると“0”になります。OERiフラグは、REiフラグを“0”にす

ると“0”になります。

受信完了時の割り込み要求

RI kフラグが“0”から“1”に変化したとき、すなわち受信完

了時にUARTk受信割り込み制御レジスタの割り込み要求ビッ

トを“1”にすることができます。

割り込み要求ビットを“1”にするタイミングは、受信ごと

と受信時にエラーが発生したときのいずれから選択できま

す。UARTk送受信制御レジスタ0のビット5(UART受信割り

込みモード選択ビット)を“0”にすると、受信ごとに割り込み

要求ビットが“1”になり、ビット5を“1”にするとエラー発生

時（クロック非同期形シリアルI/Oモード時はオーバランエ

ラー、フレーミングエラー、パリティエラー発生時）のみに

割り込み要求ビットが“1”になります。

スリープモード　

スリープモードは、複数のマイクロコンピュータをシリア

ルI/Oを通して接続した場合に、特定のマイクロコンピュー

タ間のみで通信を行いたい場合に使用します。

UARTi送受信モードレジスタ のビット7の内容を“1”にする

とスリープモードになります。

スリープモードを選択した場合の動作を8ビット非同期通

信の場合について説明します。

スリープモードを選択した場合、受信したデータのビット

7（7ビット非同期通信の場合はビット6、9ビット非同期通信

の 場合はビット8）が“0”のときは、 受信レジスタの内容を受

信バッファレジスタへ転送しません。また、RIiフラグ、

OERiフラグ、FERiフラグ、PERiフラグ、SUMiフラグ の内容

も変化しません。したがって、UARTi受信割り込み制御レジ

スタの割り込み要求ビットも変化しません。受信したデータ

のビット7が“1”の場合は、通常の受信動作を行います。

次に、スリープモードの使用例について説明します。主と

なる一 つのマイクロコンピュータは、最初にデータのビット

7 が“1”で、残りのビット0 ～ ビット6で表される数値を、 通

信したい従のマイクロコンピュータの番地としたデータを送

信します。そうすると、 すべての従のマイクロコンピュータ

は同じデータを受信します。各々の従のマイクロコンピュー

タは受け取ったデータを調べ、データのビット0～ビット6が

自分の番地であれば、スリープ選択ビットを“0”にし、自分

の番地でないマイクロコンピュータはスリープ選択ビットを

“1”にします。次からは主のマイクロコンピュータは、デー

タのビット7 を“0”にしたデータを送信します。そうすると、

スリープ選択ビットが“0”になっているマイクロコンピュー

タは、送られてきたデータを受信しますが、スリープ選択

ビットが“1”になっているマイクロコンピュータは、送られ

てきたデータを受信しません。このようにして、主のマイク

ロコンピュータと、特定の従のマイクロコンピュータの間で

通信を行うことができます。

クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード使用上の注意
____ ____

CTS0/RTS0端子を使用するときは、D-A2出力許可ビット

（9616番地のビット2）=0（出力禁止）にしてください。また、
____ ____

CTSi/RTSi分離を選択した場合は、CLKi端子が使用できませ
____ ____

ん。したがって、UARTモードでCTSi/RTSiを分離する場合

は、内部クロックを選択してください。

送信を行うときは、シリアルI/O端子制御レジスタ（AC16番

地）のビット2、ビット3を“0”にしてください。
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A-D変換器

10ビットの逐次比較方式のA-D変換器です。

図72にA-D変換器のブロック図を、図73にA-D制御レジス

タ0（1E16番地）を、図74にA-D制御レジスタ1（1F16番地）の

ビット構成を示します。

変換精度の選択

A-D制御レジスタ1のビット3で、A-D変換器を10ビット

モードで使用するか、8ビットモードで使用するかを選択で

きます。

ビット3の内容が“1”のとき、変換結果は10ビットとなり、

“0”のとき、変換結果は8ビットとなります。

10ビットモードの場合には、変換結果の下位8ビットが対

応するA-Dレジスタの偶数番地に格納され、変換結果の上位

2ビットはA-Dレジスタの奇数番地のビット0及びビット1に

格納されます。A-Dレジスタの奇数番地のビット2～ビット7

の読み出し時の値は“0000002”です。

8ビットモードの場合には、変換結果は対応するA-Dレジ

スタの偶数番地に格納されます。この場合、A-Dレジスタの

奇数番地の読み出し時の値は“0016” です。

変換周波数の選択

A-D制御レジスタ0のビット7及びA-D制御レジスタ1のビッ

ト4でA-D変換器の動作クロックφADの周波数を選択します。
A-D制御レジスタ1のビット4が“0”の場合、A-D制御レジス

タ0のビット7が“0”であればφAD=f2/4、“1”であればφAD=f2/2
になります。

A-D制御レジスタ1のビット4が“1”の場合、A-D制御レジス

タ0のビット7が“0”であればφAD=f2、“1”であればφAD=f1にな
ります。ただし、最速のφAD=f1は、8ビットモード時のみ選
択可能です。

また、比較器は容量結合増幅器で構成されていますので、

A-D変換中はφADの周波数は250kHz以上にしてください。

図72. A-D変換器のブロック図
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トリガ選択
_____

A-D変換の開始方法は、内部トリガ及びADTRG入力を用い

る外部トリガのいずれかを選択できます。

A-D制御レジスタ0のビット5の内容が“0”のとき内部トリ

ガ 、“1”のときには外部トリガになります。内部トリガを選

択した場合は、A-D制御レジスタ0のビット 6（A-D変換開始フ

ラグ）の内容を“1”にすると A-D変換を開始します。外部トリ

ガを選択した場合は、さらにA-D制御レジスタ1のビット5の

内容で、トリガ入力の極性選択ができます。ビット5の内容

が“0”のときは、立ち下がりエッジ、“1”のときには立ち上が

りエッジになります。A-D 変換開始フラグの内容が“1”で、
_____

かつADTRG入力が“H”から“L”（または“L”から“H”）に変化す
_____

るとA-D変換を開始します。この場合、ADTRG端子はアナロ

グ電圧入力端子AN7と共用していますので、A-D変換できる

端子はAN0～AN6の7 本になります。外部トリガ選択時は、

A-D変換が終了してもA-D変換開始フラグの内容は“1”のまま

です。また、A-D変換動作中でも再トリガをかけられます。

VREF接続

A-D制御レジスタ1のビット6は、基準電圧入力VREFを抵抗

ラダーと接続するか、切断するかを選択するビットです。

ビット6の内容が“0”のときVREF入力は接続され、“1”のと

きに切断されます(ハイインピーダンス)。A-D変換を行わな

いときにはVREF入力を切断することにより、VREF端子から

ラダー抵抗に流れ込む電流を遮断できます。

なお、A-D変換を行なう場合には、ビット6を“0”とした

後、1μs以上待ってからA-D変換を開始してください。

図73. A-D制御レジスタ0のビット構成
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図74. A-D制御レジスタ1のビット構成
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動作モード選択

A-D制御レジスタ0のビット3とビット4の内容で動作モー

ドを選択します。動作モードは単発、繰り返し、単掃引、繰

り返し掃引の4種類があります。

アナログ入力ポートはポートP7と共用していますので、

A-D変換を行う端子に対応する方向レジスタのビットは“0”に

して入力モードにしておく必要があります。次に各動作モー

ドについて説明します。

(1) 単発モード

A-D制御レジスタ0の ビット3、ビット4 の内容が “0”のと

き、単発モードになり、A-D制御レジスタ0のビット0～ビッ

ト2の内容でA-D変換を行う端子を選択します。

内部トリガを選択した場合は、ビット 6（A-D変換開始フラ

グ）の内容を“1”にするとA-D変換を開始します。A-D制御レ

ジスタ1のビット3が“1”のとき、φADで計って59サイクル後に
A-D変換は終了し、A-D変換割り込み制御レジスタの割り込

み要求ビットが“1”にセットされます。同時にA-D制御レジス

タ0のビット6（A-D変換開始フラグ）の内容は“0”にクリアさ

れ、A-D変換動作は停止します。

A-D変換した結果は、選択した端子に対応したA-Dレジス

タに格納されます。外部トリガを選択した場合は、A-D変換
_____

開始フラグの内容が“1”で、かつADTRG端子に有効エッジが

入力されるとA-D変換を開始します。A-D変換が終了後、

A-D変換開始フラグの内容を“0”にクリアしない点、及びA-D

変換動作中でも再トリガをかけられる点を除けば、A-D変換

動作は内部トリガの場合と同じです。

(2) 繰り返しモード

A-D制御レジスタ0のビット3の内容が“1”、ビット4の内容

が“0”のとき、繰り返しモードになります。

このモードは、選択した端子のA-D変換が終わり、変換結

果をA-Dレジスタに格納した後、停止しないで再び同一端子

をA-D変換し変換結果をA-Dレジスタに格納することを繰り

返す点を除けば、単発モードと同じです。

このモードでは割り込み要求は発生しません。また、内部

トリガを選択している場合でも、A-D変換開始フラグのクリ

アは行いません。なお、A-Dレジスタの内容はいつでも読み

出せます。

(3) 単掃引モード

A-D制御レジスタ0のビット3の内容が“0”、ビット4の内容

が“1”のとき、単掃引モードになります。

単掃引モードでは、掃引するアナログ入力端子数を選択で

きます。アナログ入力端子の選択は、A-D制御レジスタ1

（1F16番地）のビット0、ビット1で行います。このビットの内

容により、アナログ入力端子として2端子、4端子、6端子、

8端子の4種類が選択できます。

A-D変換は、選択された入力端子に対してのみ行われま

す。 AN0端子の入力をA-D変換した後、その変換結果をA-D

レジスタ0に格納し、続いて同様に選択された端子を順次

A-D変換します。選択された端子すべてのA-D変換を終了し

た後、掃引を停止します。

A-D変換の開始 は、内部トリガで行うか、外部トリガで行

うかを選択できます。A-D制御レジスタ0（1E16番地）のビット

5の内容が“0”のとき内部トリガ、“1”のとき外部トリガが選

択されます。

内部トリガを選択した場合は、A-D制御レジスタ0のビッ

ト6（A-D変換開始フラグ）の内容を“1”にすると、A-D変換を

開始します。選択された端子のA-D 変換をすべて終了する

と、A-D変換割り込み制御レジスタの割り込み要求ビットを

“1”にセットします。同時に、A-D変換開始フラグを“0”にク

リアし、A-D変換は停止します。

外部トリガを選択した場合は、 A-D変換開始フラグが“1”
_____

で、かつADTRG端子に有効エッジを入力すると、A-D変換を

開始します。外部トリガを使用する場合、A-Dレジスタ7の

変換結果は無効です。

A-D変換終了後、A-D変換開始フラグを“0”にクリアしない

点、及びA-D変換動作中でも再トリガをかけられる点を除け

ば、A-D変換動作は内部トリガの場合と同じです。

(4) 繰り返し掃引モード

A-D制御レジスタ0のビット3の内容が“1”、ビット4の内容

が“1”のとき、繰り返し掃引モードになります。

前の項で説明した単掃引モードと異なる点は、AN0端子か

ら選択された端子までのA-D変換が終了しても、掃引を停止

しないで再びAN0端子から A-D変換を繰り返すことです。繰

り返しは、選択された端子の範囲で行われます。このモード

では割り込み要求は発生しません。また、内部トリガを選択

している場合も、A-D変換開始フラグのクリアは行いませ

ん。

なお、A-Dレジスタの内容はいつでも読み出せます。

A-D変換割り込み機能使用上の注意

A-D変換割り込み制御レジスタ(7016番地)の割り込み要求

ビット(ビット3)は、リセット後不定になっています。A-D変

換による割り込みを使用する場合は、割り込み要求ビット

(ビット3)をクリアしてから使用してください。
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D-A変換器

8ビットのR-2R方式によるD-A変換器です。独立した3つの

D-A変換器を内蔵しています。図75にD-A制御レジスタ0

（9616番地）のビット構成、図76にD-A制御レジスタ1（9716番

地）のビット構成、図77にD-A変換器のブロック図を示します。

D-Aレジスタiに書き込まれた設定値は、書き込みサイクル

の終了とともにバッファレジスタに出力されます。一方、

バッファレジスタは、D-A制御レジスタ1のD-Ai出力タイミ

ングトリガ要因選択ビットで指定した要因が発生した時、

D-Aレジスタiからの設定値を取り込みR-2Rラダー抵抗に出力

します。この設定値に応じてR-2Rラダー抵抗はアナログ電圧

を発生し、出力します。したがって、D-Ai出力タイミングト

リガ要因選択ビットで、新しい設定値に対するD-A変換開始

タイミングを選択することができます。なお、各タイマのア

ンダフロー時を選択する場合には、タイマモードを使用して

ください。

また、D-Ai出力タイミングトリガ要因選択ビットを“00”に

した場合には、D-Aレジスタiへの書き込み完了とともに設定

値がそのまま、R-2Rラダー抵抗に出力されます。

図76．D-A制御レジスタ1のビット構成
図75．D-A制御レジスタ0のビット構成

D-A0出力許可ビット（注）�
　0 : 出力禁止�
　1 : 出力許可�

D-A1出力許可ビット（注）�
　0 : 出力禁止�
　1 : 出力許可�

D-A2出力許可ビット（注）�
　0 : 出力禁止�
　1 : 出力許可�

7 6 5 4 3 2 1 0
D-A制御レジスタ0

番地�
9616

注．D-Ai端子は入出力ポート、アナログ入力端子、及び外部�
　　割り込み入力端子と共用です。D-Ai出力許可ビットを“1”�
　　(出力許可)にすると、共用となっている他の入出力端子と�
　　しては使用できません。�
　�
�

D-A0出力タイミングトリガ要因選択ビット（注）�
　0 0 : D-A0レジスタ書き込み時�
　0 1 : タイマA3アンダフロー時�
　1 0 : タイマA4アンダフロー時�
　1 1 : タイマB0アンダフロー時�

D-A1出力タイミングトリガ要因選択ビット（注）�
　0 0 : D-A1レジスタ書き込み時�
　0 1 : タイマA3アンダフロー時�
　1 0 : タイマA4アンダフロー時�
　1 1 : タイマB0アンダフロー時�

D-A2出力タイミングトリガ要因選択ビット（注）�
　0 0 : D-A2レジスタ書き込み時�
　0 1 : タイマA3アンダフロー時�
　1 0 : タイマA4アンダフロー時�
　1 1 : タイマB0アンダフロー時�

7 6 5 4 3 2 1 0
D-A制御レジスタ1

番地�
9716

注．各タイマのアンダフロー時を選択する場合には、タイマモードを�
　　使用してください。�

アナログ電圧の出力可否は、D-A制御レジスタ0のビット0

～2で選択します。ビット0～2を“1”にすると、それぞれD-A0

～D-A2端子からアナログ電圧が出力されます。

出力されるアナログ電圧Vは、D-Aレジスタに設定した値

n（nは10進数）で決まります。

　　V＝VREF×n/256（n＝0～255）

VREF：基準電圧

D-Aレジスタ、バッファレジスタ、及びD-A出力許可ビッ

トはリセット時に“0”にクリアされます。

なお、D-A変換器を使用しない場合には、対応するD-A変

換器のD-Aレジスタ、D-A出力許可ビット、及び出力タイミ

ングトリガ要因選択ビットをすべて“0”にしてください。

D-A出力はR-2Rのアナログ出力が直接出力されますので、

インピーダンスの低い負荷に接続する場合は、外部にバッ

ファを接続してください。

D-Ai端子は入出力ポート、A-D変換器のアナログ入力端

子、及び外部割り込み入力端子と共用です。D-Ai出力許可

ビットを“1”（出力許可）にすると、共用となっている他の入

出力端子としては使用できません。

図77．D-A変換器ブロック図

AVSS�

VREF
R-2Rラダー抵抗�

D-Aレジスタi（i=0～2）�
（9816～9A16番地）�

D-Ai

D-Ai出力許可ビット�

� �バッファレジスタi

データバス�

D-A制御レジスタ0

D-A制御レジスタ1

セレクタi

タイマA3

タイマA4

タイマB0

(9716番地)

(9616番地)

注．D-A変換器を使用しない場合には、対応するD-A�
　　変換器のD-Aレジスタ、D-A出力許可ビット、及び�
　　出力タイミングトリガ要因選択ビットをすべて�
　　“0”にしてください。�
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リアルタイム出力

リアルタイム出力は、タイマでカウントする同期ごとに複

数の端子の出力レベルを同時に変化させる機能です。リアル

タイム出力機能を使用するかどうかは、図78に示すリアルタ

イム出力制御レジスタ（A016番地）の波形出力選択ビット

（ビット0、ビット1）により選択できます。また、8ビットの

リアルタイム出力ポートは、リアルタイム出力制御レジスタ

のパルス出力モード選択ビット（ビット2）により4ビットご

と、又は6ビットと2ビットに分けて制御することができま

す。

(1) パルスモード0

パルス出力モード選択ビットを“0”にすると、パルス出力

モード0になり、パルス出力ポートを4ビットごと2組に分け

て制御します。

図79にパルス出力データレジスタ0（A216番地）及びパルス

出力データレジスタ1（A416番地）のビット構成を、図80にパ

ルスモード0時のリアルタイム出力構成を示します。

波形出力選択ビットのビット1を“0”、ビット0を“1”にする

と、RTP03，RTP02，RTP01，RTP00の4本がパルス出力ポー

ト（RTP0を選択）となり、波形出力選択ビットのビット1を

“1”、ビット0を“0”にすると、RTP13，RTP12，RTP11，

RTP10の4本がパルス出力ポート（RTP1を選択）となります。

また、波形出力選択ビットのビット1、ビット0を“1”にする

と、RTP13，RTP12，RTP11，RTP10の4本と、RTP03，

RTP02，RTP01，RTP00の4本の2組がパルス出力ポート（RTP1

及びRTP0を選択）となります。波形出力選択ビットのビット

1、ビット0を“0”にすると、ポートP5端子は通常のプログラ

マブル入出力ポートとなります。RTP13，RTP12，RTP11，

RTP10に対応するパルス出力データレジスタ1（A416番地の上

位4ビット）の内容は、タイマA1のカウンタの内容が000016に

なるごとにポートに出力されます。RTP03，RTP02，RTP01，

RTP00に対応するパルス出力データレジスタ0（A216番地の下

位4ビット）の内容は、タイマA0のカウンタの内容が000016に

なるごとにポートに出力されます。

パルス出力データレジスタの指定したビットに“0”を書き

込んだ場合、対応するタイマのカウンタの内容が000016にな

るとパルス出力ポートに“L”レベルが出力され、“1”を書き込

んだ場合、パルス出力ポートに“H”レベルが出力されます。

図78．リアルタイム出力制御レジスタのビット構成

図79．パルス出力データレジスタのビット構成

リアルタイム出力制御レジスタ　A016�
�
波形出力選択ビット�
　00：プログラマブル入出力ポート�
　01：RTP0を選択�
　　　パルスモード0選択時：�
　　　　RTP0�
　　　パルスモード1選択時：�
　　　　RTP01, RTP00�
　10：RTP1を選択�
　　　パルスモード0選択時：�
　　　　RTP1�
　　　パルスモード0選択時：�
　　　　RTP1, RTP03, RTP02�
　11：RTP1及びRTP0を選択�
　　　パルスモード0選択時：�
　　　　RTP1及びRTP0�
　　　パルスモード1選択時：�
　　　　RTP1，RTP03，RTP02及び�
　　　　RTP01，RTP00�
�
パルス出力モード選択ビット�
　    0：パルスモード0�
　    1：パルスモード1�
�
読み出し値は“0”�
�

7 6 5 4 3 2 1 0 番地�

注1．パルスモード0時のみ使用�
　2．パルスモード1時のみ使用�

パルス出力データレジスタ0　A216�
�
RTP00のパルス出力データビット�
RTP01のパルス出力データビット�
RTP02のパルス出力データビット（注1）�
RTP03のパルス出力データビット（注1）�
�

7 6 5 4 3 2 1 0 番地�

パルス出力データレジスタ1　A416�
�
�
�
RTP02のパルス出力データビット（注2）�
RTP03のパルス出力データビット（注2）�
RTP10のパルス出力データビット�
RTP11のパルス出力データビット�
RTP12のパルス出力データビット�
RTP13のパルス出力データビット�
�

7 6 5 4 3 2 1 0 番地�
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図80．パルスモード0時のリアルタイム出力構成

(2) パルスモード1

パルス出力モード選択ビットを“1”にすると、パルスモー

ド1になり、パルス出力ポートを6ビットと2ビットの2組に分

けて制御します。図81にパルスモード1時のリアルタイム出

力構成を示します。

波形出力選択ビットのビット1を“0”、ビット0を“1”にする

と、RTP13，RTP12，RTP11，RTP10，RTP03，RTP02の6本が

プログラマブル入出力ポート、RTP01，RTP00の2本がパルス

出力ポートとなります。

波形出力選択ビットのビット1を“1”、ビット0を“0”にする

と、RTP13，RTP12，RTP11，RTP10，RTP03，RTP02の6本が

パルス出力ポート、RTP01，RTP00の2本がプログラマブル入

出力ポートとなります。

また、波形出力選択ビットのビット1、ビット0を“1”にす

ると、RTP13，RTP12，RTP11，RTP10，RTP03，RTP02の6本

とRTP01，RTP00の2本の２組がパルス出力ポートとなりま

す。波形出力選択ビットのビット1、ビット0を“0”にする

と、ポートP5端子は通常のプログラマブル入出力ポートとな

ります。

RTP13，RTP12，RTP11，RTP10，RTP03，RTP02の6本の制

御はタイマA2に、RTP01，RTP00の2本の制御はタイマA0に

よって行います。RTP13，RTP12，RTP11，RTP10，RTP03，

RTP02に対応するパルス出力データレジスタ1（A416番地の上

位6ビット）の内容は、タイマA2のカウンタの内容が000016に

なるごとに、ポートに出力されます。RTP01，RTP00の対応

するパルス出力データレジスタ0（A216番地の下位2ビット）の

内容は、タイマA0のカウンタの内容が000016になるごとに、

ポートに出力されます。
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図81．パルスモード1時のリアルタイム出力構成

表14にポートP5方向レジスタをすべて出力モードにした場

合のポートP5/RTP端子の出力を示します。

リアルタイム出力機能使用上の注意

リセット後,　ポートP5方向レジスタは入力モードになり、

ポートP5i（i=0～7）端子は通常の入出力ポートとして動作しま

す。リアルタイム出力ポートとして使用する場合は必ずポー

トP5方向レジスタの対応するビットを出力モードに設定して

ください。なお、リアルタイム出力ポートの値をポートP5レ

ジスタから読 み出すと、端子の出力レベルを読み出すこと

ができます。

リアルタイム出力
制御レジスタ

（A016番地）
ポートP5/RTP端子出力データの格納番地
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表14．ポートP5/RTP端子の出力
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監視タイマ

監視タイマは、プログラムの暴走などでプログラムされた

順序通りに動作しなくなったことを検知するために使用され

ます。図82に監視タイマのブロック図を示します。監視タイ

マは12ビットの2進カウンタで構成されています。

監視タイマは周辺装置用クロックf2を16分周したWf32又は

256分周したWf512をカウントします。Wf32をカウントするか

Wf512をカウントするかは図83に示す監視タイマ周波数選択

レジスタのビット0（監視タイマ周波数選択ビット）で選択し

ます。

このビット0の内容が“0”のときWf512、フラグの内容が“1”

のときWf32が選択されます。リセット解除後は、ビット0の

内容は“0”になっています。

リセットを実行、STP命令を実行、監視タイマレジスタ

（6016番地）への書き込みを実行、及び監視タイマの最上位

ビットが“0”になったときは、監視タイマにFFF16がセットさ

れます。

FFF16にセットされた監視タイマは、Wf32又はWf512を2048

回カウントすると、最上位ビットが“0”になり監視タイマ割

り込み要求ビットが“1”にセットされ、再び監視タイマに

FFF16がセットされます。

監視タイマの最上位ビットが“0”になる前に監視タイマに

書き込みを行うようにプログラムを組んでください。暴走な

図82．監視タイマのブロック図

図83．監視タイマ周波数選択レジスタのビット構成

1/32

監視タイマ周波数�
選択ビット�

“FFF16”を���
設定する�

監視タイマ�
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ウエイト�
モード�

外部領域�
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　HLDA
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0
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監視タイマ周波数選択ビット � ：6116番地のビット0��
STP解除時監視タイマクロック源選択ビット �：6116番地のビット6, 7��

※監視タイマの最上位ビットが“0”になると発生する信号です。�

注．ストップモード中からストップモード解除までの期間は、監視タイマの禁止は無効となります。�

※�

監視タイマレジスタ�
への書き込み�

STP命令�

リセット�

監視タイマの禁止（注）�

fDIV128
fDIV64
fDIV32
fDIV16

STP解除時監視タイマ�
クロック源選択ビット�
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（f(XIN)の分周クロック）�
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　0 : Wf512を選択�
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7 6 5 4 3 2 1 0 番地 �
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どでこのループを走らなくなると、監視タイマの最上位ビッ

トが“0”になり、割り込みが発生することになります。

割り込み処理プログラムの中で、プロセッサモードレジス

タ0のビット6（ソフトウエアリセットビット）に“1”を書き込

むとリセットパルスが発生し、リセットから再出発すること

ができます。

監視タイマは、STP命令でクロックが停止した状態から復

帰する場合にも使用されます。詳細についてはクロック発生

回路、及びスタンバイ機能の項を参照してください。

ホールド状態で外部領域アクセス発生時、ウエイトモード

時、及びストップモード時は、監視タイマは停止し、監視タ

イマへの入力は禁止されます。
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監視タイマ機能の禁止

監視タイマを使用しない場合、監視タイマを禁止にするこ

とができます。監視タイマの禁止を行うと監視タイマは停止

し、監視タイマ割り込みが発生しません。

監視タイマ機能の禁止の設定は、特殊機能選択レジスタ2

（6416番地）にMOVMB命令、STAB命令、またはm=1で

MOVM命令、STA命令を使用し、“7916”、“5016”を連続して

書き込むことにより行います。

監視タイマの禁止の設定以外の方法で特殊機能選択レジス

タ2にアクセス（読み出し及び書き込みを）すると、このアク

セス以降、リセットが行われない限り監視タイマの禁止設定

はできません。また、監視タイマの禁止の設定解除はリセッ

トのみです。

なお、STP状態からの復帰時には、この監視タイマ禁止機

能は無効となり、監視タイマは動作します（スタンバイ機能

の項を参照）。
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入出力端子

ポートP0～P8及びP10, P11 は、すべて方向レジスタを持っ

ており、入力として使用するか、出力として使用するかを

ビット単位にプログラムできます。方向レジスタの対応ビッ

トを“1”に設定した場合は出力端子、“0”に設定した場合は入

力端子となります。

出力端子としてプログラムされている端子に書き込んだ

データは、ポートのラッチに書き込まれ、その内容が出力端

子に出力されます。出力端子としてプログラムされている端

子から読み込んだ場合は、端子の値が読み込まれるのではな

く、ポートのラッチの内容が読み込まれます。したがって、

外部負荷などによって出力“H”電圧が下がったり、“L”電圧が

上がったりした場合も、以前に出力した値を正しく読むこと

ができます。

入力端子としてプログラムされている端子はフローティン

グとなり、端子に入力される値を読み込むことができます。

入力端子としてプログラムされている端子に書き込みを行っ

ても、データはポートのラッチに書き込まれるのみで、端子

はフローティングのままです。
____

図84、図85に各ポート及びNMI端子のブロック図を、図86

にポート機能制御レジスタのビット構成を示します。

ビット4はP44～P47プルアップ接続選択ビットで、ポート

P44～P47（チップセレクト端子と兼用）をプルアップするかし

ないかを選択します。リセット時、このビット4は“0”で、

P44～P47はプルアップされています。プルアップはポートを

入力ポートとして使用する時のみ有効です。
____

同様にビット7は、NMI端子プルアップ接続選択ビット
____

で、NMI端子のプルアップ有無を選択します。リセット時、
____

このビット7は“0”で、NMI端子はプルアップされています。
___ ___

ポートP54～P57をキー入力割り込み入力端子KI0～KI3とし

て、使用する場合にもプルアップ機能を選択できます。詳細

は割り込みの項を参照してください。

各ポートを周辺装置の入力端子として使用する場合には、

対応するポートの方向レジスタのビットを“0”にして入力し

てください。周辺装置の出力端子として使用する場合には、

方向レジスタの値は“0”又は“1”のいずれでも使用できます。

メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモード時には、

ポートP0～P4, P10, P11は外部バスの入出力端子となり、入

出力ポートの機能は無効となります。ただし、一部のポート

は設定によってポートとして機能できます。詳細はプロセッ

サモードの項を参照してください。

図86． ポート機能制御レジスタのビット構成

ポート機能制御レジスタ 

�
番地 �
9216

7 6 5 4 3 2 1 0

アドレス/ポート切り替え選択ビット�
   000 : A0～A23（16Mバイト）�
    001 : A0～A21, P06, P07（4Mバイト）�
    010 : A0～A19, P04～P07（1Mバイト）�

    011 : A0～A17, P02～P07（256Kバイト）�
    100 : A0～A15, P00～P07（64Kバイト）�

    101 : 選択禁止�
    110 : A0～A11, P00～P07, P114～P117（4Kバイト）�

    111 : A0～A7, P00～P07, P110～P117（256Kバイト）�

“0”に固定してください �

P44～P47端子プルアップ接続選択ビット（注1, 2）�
     0 : P44～P47端子をプルアップする�
     1 : P44～P47端子をプルアップしない�

NMI端子プルアップ接続選択ビット（注1）�
     0 : NMI端子をプルアップする�
     1 : NMI端子をプルアップしない�
�

注1．MD1=VCC, MD0=VCC(パラレル入出力モード)時は、ビットの内容にかかわらず、�
　　  P44～P47及びNMI端子はプルアップされません。�
　2．MD1=VSS, MD0=VCC(マイクロプロセッサモード)時は、ビットの内容にかかわらず、�
 CS0(P44)端子はプルアップされません。�
�

�
ﾘｾｯﾄ時 �
0016

�

0
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図84．各ポート及びNMI端子のブロック図（1）

【破線枠内なし】�
　P00～P07、P10～P17、P20～P27、�
　P31～P33、P100～P107、�
　P110～P117

【破線枠内あり】�
　P30/RDY、P43/HOLD、�
　P61/TA4IN、�
　P62/INT0、P63/INT1、P64/INT2、�
　P65/TB0IN、P66/TB1IN、P67/TB2IN、�
　P82/RXD0、P86/RXD1

【一点鎖線枠内なし】�
　P51/TA0IN/RTP01、�
　P53/TA1IN/RTP03

【一点鎖線枠内あり】�
　P55/TA2IN/RTP11/KI1、�
　P57/TA3IN/RTP13/KI3

【破線枠内なし】�
　P40/ALE、P41/φ�1、P42/HLDA、�
　P83/TXD0、P87/TXD1

【破線枠内あり】�
　P60/TA4OUT

【一点鎖線枠内あり】�
　P44/CS0、P45/CS1、�
　P46/CS2、P47/CS3

【一点鎖線枠内なし】�
　P50/TA0OUT/RTP00、�
　P52/TA1OUT/RTP02 

【一点鎖線枠内あり】�
　P54/TA2OUT/RTP10/KI0、�
　P56/TA3OUT/RTP12/KI2

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

1

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

プルアップ選択�
プルアップ�
トランジスタ�

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

ラッチ� T    Q 

CK
タイマ�
アンダフロー信号�

プルアップ選択�
プルアップ�
トランジスタ�

出力�
（内蔵周辺装置）�

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

ラッチ� T    Q 

CK
タイマ�
アンダフロー信号�

1

プルアップ選択�
プルアップ�
トランジスタ�

出力�
（内蔵周辺装置）�
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図85．各ポート及びNMI端子のブロック図（2）

P81/CTS0/CLK0、�
P84/CTS1/RTS1/INT4、�
P85/CTS1/CLK1

【破線枠内なし】�
　P70/AN0、P71/AN1、�
　P72/AN2、P73/AN3

【破線枠内あり】�
　P74/AN4/(INT3)、�
　P75/AN5/(INT4)

P80/CTS0/RTS0/DA2/INT3

【破線枠内なし】�
　P76/AN6/DA0

【破線枠内あり】�
　P77/AN7/ADTRG/DA1/(INT2)

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

アナログ入力�

アナログ出力�

D-A出力許可�

出力�

1

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

0

（内蔵周辺装置）�

出力�

1

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

0

（内蔵周辺装置）�

アナログ出力�

D-A出力許可�

データバス� ポートラッチ�

方向レジスタ�

アナログ入力�

NMI

プルアップ選択�
プルアップ�
トランジスタ�
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図88．リセット時のマイクロコンピュータの内部状態（2）

(8016)···�

番地�

CS0制御レジスタL

(8116)···�CS0制御レジスタH

(8216)···�CS1制御レジスタL

(8316)···�CS1制御レジスタH

(8C16)···�CS1領域先頭アドレスレジスタ�

(8416)···�CS2制御レジスタL

(8516)···�CS2制御レジスタH

(8616)···�CS3制御レジスタL

(8716)···�CS3制御レジスタH

(8A16)···�CS0領域先頭アドレスレジスタ�

(8E16)···�CS2領域先頭アドレスレジスタ�

(9016)···�CS3領域先頭アドレスレジスタ�

注1．これ以外のレジスタ及びRAMの内容はリセット時には不定ですので，初期値をセットしてください。�
　2．MD0端子にVssレベルを印加しているとき“0”、Vccレベルを印加しているとき“1”となります。�
　3．BYTE端子にVSSレベルを印加しているとき“0”、VCCレベルを印加しているとき“1”になります。�

(9216)···�ポート機能制御レジスタ�

(9416)···�外部割り込み入力制御レジスタ�

(9616)···�D-A制御レジスタ0

番地�

01 0(注2) (注3) 1 0

01 00 (注3) 1 0

01 00 (注3) 1 0

01 00 (注3) 1 0

11 1 10 1 1

00 0 00 0 0

00 0 00 0 0

000 0 0

0 0 0

00 0 0 1

000 0 0 0

000 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

7F16

0016

プログラムバンクレジスタPG

FFFF16番地の内容�プログラムカウンタPCH

FFFE16番地の内容�プログラムカウンタPCL

000016ダイレクトページレジスタDPR0～DPR3

データバンクレジスタDT

27FF16スタックポインタ�

(9816)···�D-Aレジスタ0

(9916)···�D-Aレジスタ1

(9A16)···�D-Aレジスタ2

(A016)···�リアルタイム出力制御レジスタ�

(AC16)···�シリアルI/O端子制御レジスタ�

(BC16)···�クロック制御レジスタ0

0 0 0

0 0 0 0

00 0 00 0 0 0

(9E16)···�フラッシュメモリ制御レジスタ� 00 0 0 0 1

00 0 00

0 0 00

0016

0016

0016

プロセッサステータスレジスタPS 1 ? ?00 0? ?00 0

(9716)···�D-A制御レジスタ1 0 0 00 0 0

0 0

(BD16)···�クロック制御レジスタ1 00 0 0 0

リセット回路
_____

電源電圧が推奨動作条件範囲内にあるとき、RESET端子を

“L”レベルに保った後、“H”レベルに戻すとリセット解除さ

れ、7F16をアドレスA23～A16、FFFF16番地の内容をアドレス

A15～A8、FFFE16番地の内容をアドレスA7～A0とする番地

（リセットのベクトル番地）からプログラムの実行を開始しま

す。

リセット時のマイクロコンピュータの内部レジスタの状態

を図87及び図88に示します。

リセット回路動作の一例を、図89に示します。Vcc端子の

レベルが推奨動作条件を満たし、かつ発振子の発振が安定し
_____

た後、更に20µs以上の期間、RESET端子に“L”レベルを印加
してください。 図89．リセット回路動作の一例（ご使用に際しては，システム設計レ

ベルで充分評価を願います。）

VCC

RESET

電源投入�

VCCレベル�

0.2VCCレベル�

発振安定�

20μs

XIN��

0V

0V

0V
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図87．リセット時のマイクロコンピュータの内部状態（1）

0 0

0 0

0 0

0 0

00

1 00

(0416)···�

番地�

ポートP0方向レジスタ� 0016

(0516)···�ポートP1方向レジスタ�

(0816)···�ポートP2方向レジスタ�

(0916)···�ポートP3方向レジスタ�

0016

(0C16)···�ポートP4方向レジスタ�

(0D16)···�ポートP5方向レジスタ� 0016

(1016)···�ポートP6方向レジスタ�

(1116)···�ポートP7方向レジスタ�

(1416)···�ポートP8方向レジスタ�

(5616)···�タイマA0モードレジスタ� 0016

(5716)···�タイマA1モードレジスタ� 0016

(5816)···�タイマA2モードレジスタ� 0016

(5916)···�タイマA3モードレジスタ� 0016

(5A16)···�タイマA4モードレジスタ� 0016

(1816)···�ポートP10方向レジスタ� 0016

(1916)···�ポートP11方向レジスタ� 0016

注1．これ以外のレジスタ及びRAMの内容はリセット時には不定ですので，初期値をセットしてください。�
　2．MD0端子にVssレベルを印加しているとき“0”、Vccレベルを印加しているとき“1”となります。�
　3．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前�
　　  の値を保持します。�

00 0 00(1E16)···�A-D制御レジスタ0

00 0 0 0 1 1(1F16)···�A-D制御レジスタ1

100 0 0 0(3416)···�UART0送受信制御レジスタ0

100 0 0 0(3C16)···�UART1送受信制御レジスタ0

00 0 00 0 1 0(3516)···�UART0送受信制御レジスタ1

00 0 00 0 1 0(3D16)···�UART1送受信制御レジスタ1

00 0 0 0(4216)···�ワンショット開始フラグ�

0 0(4516)···�タイマAクロック分周指定レジスタ�

(3016)···�UART0送受信モードレジスタ� 0016

(3816)···�UART1送受信モードレジスタ� 0016

0

(4416)···�アップダウンフラグ�

(4016)···�カウント開始フラグ� 0016

00 ?0 0 0 0(5B16)···�タイマB0モードレジスタ�

10 0 0(注2) 0 (注2) 0(5E16)···�プロセッサモードレジスタ0

(5F16)···�プロセッサモードレジスタ1

(6016)···�

番地�

監視タイマレジスタ�

0 0 0 0

0

FFF16

(6116)···�監視タイマ周波数選択レジスタ�

(6216)···�特殊機能選択レジスタ0

(6316)···�特殊機能選択レジスタ1

INT2割り込み制御レジスタ�

(6E16)···�INT3割り込み制御レジスタ�

(6F16)···�INT4割り込み制御レジスタ�
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(7216)···�UART0受信割り込み制御レジスタ�

(7316)···�UART1送信割り込み制御レジスタ�

(7416)···�UART1受信割り込み制御レジスタ�

(7716)···�タイマA2割り込み制御レジスタ�

(7816)···�タイマA3割り込み制御レジスタ�

(7916)···�タイマA4割り込み制御レジスタ�

(7A16)···�タイマB0割り込み制御レジスタ�
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(7C16)···�タイマB2割り込み制御レジスタ�
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(7E16)···�INT1割り込み制御レジスタ�

(7016)···�A-D変換割り込み制御レジスタ�

(7116)···�UART0送信割り込み制御レジスタ�

(7516)···�タイマA0割り込み制御レジスタ�

(7616)···�タイマA1割り込み制御レジスタ�

00 0 0 0 0

(7D16)···�INT0割り込み制御レジスタ�

(7B16)···�タイマB1割り込み制御レジスタ�

(7F16)···� 00 0
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(注2)00 0 0

(注3)

0 0 0 0
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0
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発振回路

XIN、XOUT端子間にクロック発振回路を内蔵しています。

図90にセラミック又は水晶発振子を接続した場合の回路例

を示します。容量などの定数は、発振子により異なりますの

で、発振子メーカの推奨値で使用してください。図93にク

ロック発生回路のブロック図を示します。XIN-XOUT端子間

のクロック発振回路（NANDゲート）の電源電圧は3.3Vですの

で、発振子接続の場合の発振電圧は3.3Vとなります。した

がって、この場合は、特殊機能選択レジスタ0（図95）のビッ

ト2（XIN入力レベル選択ビット）を“0”にしてください。この

ビットはリセット時“0”です。

なお、発振子接続の場合の発振周波数は26MHz以下に設定

してください。さらに高速なシステムが必要な場合には、下

記PLL周波数逓倍回路を使用してください。

外部からクロックを供給する場合の回路を図91に示しま

す。クロックを外部から入力する場合には、XOUT端子を開

放にしてください。また、この場合には特殊機能選択レジス

タ0のビット1（クロック外部入力選択ビット）に“1”を設定し

て、クロック発振回路の動作を停止してください。なお、こ

のビットはSTP状態からの復帰条件を選択する機能ももって

いますので注意してください。詳細はスタンバイ機能の項を

参照してください。

このクロック発振回路の他に逓倍クロックを生成するPLL

（Phase Locked Loop）周波数逓倍回路（以下、PLL回路と称す）

も内蔵しています。PLL回路を使用する場合には、VCONT端

子に図92に示すように外部にフィルタ回路を接続してくださ

い。PLL回路を使用しない場合には、VCONT端子を開放して

ください。

PLL回路を使用しない場合には、クロック制御レジスタ0

（図94）のビット1（PLL回路動作許可ビット）を“0”として、

PLL回路を動作させないでください。

図90．セラミック又は水晶発振子外付け回路

図91．外部クロック入力回路

図92．PLL回路使用時のVCONT端子接続回路例

XIN

Rf

XOUT

Rd

CIN COUT

M37911

M37911

XIN� XOUT�

開放�

外部で生成されたクロック�

M37911

VCONT�

1KΩ�

0.1μF

220pF

注．配線は最短で行い、回路の周囲GNDで�
　　シールドしてください。また、XINへの�
　　クロック供給は、図90、図91を参照して�
　　ください。�
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クロック発生回路

図93にクロック発生回路のブロック図を示します。クロッ

ク発生回路は、クロック発振回路、入力クロック分周回路、

PLL周波数逓倍回路（PLL回路）、周辺装置クロック分周回

路、各クロック切り替え回路、及びスタンバイ制御回路など

で構成されています。クロック発生回路の動作を制御するレ

ジスタとして、図94に示すクロック制御レジスタ0, 1（BC16番

地、BD16番地）、図95に示す特殊機能選択レジスタ0（6216番

地）などがあります。

図93に示すとおり、中央演算処理装置（CPU）、バスインタ

フェース装置（BIU）、周辺装置、監視タイマでそれぞれ使用

するクロックφCPU, φBIU, f1～f4096, Wf32, Wf512はシステムク
ロックfsysから生成します。システムクロックfsysは、XIN端

子からの入力クロックfXINを分周したクロックfDIV、又は

PLL回路が生成するPLL出力クロックfPLLから選択できま

す。また、システムクロックfsysは、プロセッサモードレジ

スタ0のビット7（クロックφ1出力選択ビット）を“1”にするこ
とでクロックφ1として端子（ポートP41）から出力することが
できます。

XIN入力クロック分周比の選択、PLL回路の動作制御、シ

ステムクロックfsysの選択、及び周辺装置用クロックf1～f4096

の分周比選択はクロック制御レジスタ0, 1で行います。以下

にこれらの選択方法について説明します。

クロック制御レジスタ0のビット0はPLL回路ロック検出フ

ラグで、このビットを読み出すことによってPLL回路が動作

開始後安定（ロック）したかどうか確認することができます。

このビット0はビット1（PLL回路動作許可ビット）が“1”、ビッ

ト5（システムクロック選択ビット）が“0”のときのみ有効値を

読み出せます。このビット0でPLL回路の安定を確認した

後、ビット5（システムクロック選択ビット）でシステムク

ロックをfPLL側に切り替えてください。

ビット1（PLL回路動作許可ビット）は、PLL回路の動作/停

止を選択するビットで、このビットを“1”にすると、VCONT

端子が有効となり、PLL回路が動作します。リセット時、

PLL回路動作許可ビットは“0”（PLL回路停止）となります。な

お、STP命令実行時には、このビットの状態にかかわらず、

PLL回路は停止し、VCONT端子は無効になります。

ビット2～ビット4はPLL逓倍率選択ビットで、PLL回路で

生成するクロックfPLLの分周クロックfDIVに対する周波数の

逓倍比率を選択します。PLL逓倍率は、PLL出力クロック

fPLLの周波数が10MHz～26MHzとなるように設定してくださ

い。リセット時、PLL逓倍率選択ビットは“000”（2逓倍）とな

ります。逓倍率の変更は、必ず分周クロックfDIVをシステム

クロックとして選択している時（下記のビット5が“0”のとき）

に行ってください。その後、ビット0でPLL回路の動作安定

を確認した後、システムクロックをPLL出力クロックfPLLに

切り換えて（ビット5を“1”に設定）ください。なお、PLL逓倍

率選択ビットは、リセット後1回のみ変更可能です。

ビット5はシステムクロック選択ビットで、このビットが

“0”のときシステムクロックとして分周クロックfDIVが、“1”

のときPLL出力クロックfPLLが選択されます。リセット時、

システムクロック選択ビットは“0”となります。PLL出力ク

ロックfPLLを選択する場合には、ビット0でPLL回路動作の安

定を確認した後、システムクロック選択ビットを“1”に設定

してください。なお、PLL回路動作許可ビットを“0”（PLL回

路停止）にすると、システムクロック選択ビットも自動的に

“0”となります。また、PLL回路動作許可ビットが“0”の状態

ではシステムクロック選択ビットに“1”を書き込むことはで

きません。

ビット6, ビット7はXIN入力クロック分周比選択ビットで、

XIN入力クロックfXINの分周比を選択します。リセット時、

XIN入力クロック分周比選択ビットは“00”で、fXINを8分周し

たクロックが分周クロックfDIVとして選択されます。分周比

の変更は、必ず分周クロックfDIVをシステムクロックとして

選択しているとき（ビット5が“0”のとき）に行ってください。

その後、システムクロックをPLL出力クロックfPLLに切り替

える場合には、ビット0でPLL回路の動作安定を確認してく

ださい。

表15．システムクロックfsysの選択

001(3逓倍)
000(2逓倍)

システムクロックfsys

010(4逓倍)

fDIV
fPLL
fPLL
fPLL

クロック源�周波数（注5）�

注1．XIN分周比は、分周クロックfDIVの周波数が2MHz～26MHzとなるように設定してください。�
　2．XIN入力クロックfXINの周波数は、外部方形波入力の場合52MHz以下、発振子接続の場合26MHz以下としてください。�
　　  f(XIN)≧20MHzの場合には、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7, 6）を“11”（分周なし）以外にしてください。�
　3．f(XIN)はXIN入力クロックfXINの周波数を示します。�
　4．PLL逓倍率は、PLL出力クロックfPLLの周波数が10MHz～26MHzとなるように設定してください。�
　5．f(fDIV)は分周クロックfDIVの周波数を示します。�

PLL回路動作許可�
ビット(ビット1)

システムクロック�
選択ビット(ビット5)

 1

 0

 1

f(fDIV)
f(fDIV)×2
f(fDIV)×3
f(fDIV)×4

PLL逓倍率選択ビット�
(ビット4, 3, 2)（注4）�

100(6逓倍)
011(5逓倍)

101(7逓倍)

fPLL
fPLL
fPLL

f(fDIV)×5
f(fDIV)×6
f(fDIV)×7

110(8逓倍) fPLL f(fDIV)×8

分周クロックfDIV

fXIN
fXIN
fXIN
fXIN

クロック源（注2）�周波数（注3）�

f(XIN)/8
f(XIN)/4
f(XIN)/2
f(XIN)

01(4分周)
00(8分周)

10(2分周)

XIN入力クロック�
分周比選択ビット�
(ビット7, 6)（注1）�

11(分周なし)
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また、XIN入力クロックfXINの周波数f(XIN)≧20MHzの場合

には、XIN入力クロックを分周（2, 4, 8分周）してください。さ

らに必要に応じてPLL回路を用いて所定のシステムクロック

fsysの周波数を生成してください。

表15にシステムクロックfsysの選択を示します。

クロック制御レジスタ1のビット0、ビット1は周辺装置用

クロック選択ビット0, 1で周辺装置用クロックf1～f4096のシス

テムクロックfsysに対する分周比率を選択します。表16に内

蔵周辺装置動作クロックの周波数を示します。リセット時、

これらのビットは“00”となります。

特殊機能選択レジスタ0のビット2はXIN入力レベル選択

fsysの16分周�
 fsysの2分周�

周辺装置用クロック選択ビット1, 0

fsysの64分周�

fsys
fsys

fsysの8分周�
fsysの32分周�

1 0 1 1

注．周辺装置用クロック選択ビット1, 0=“012”を選択する場合、fsysの周波数が13MHzを越えないように設定してください。�

内蔵周辺装置動作クロック�
� f1

 f16

 fsysの2分周�
 fsysの4分周�
 fsysの32分周�
 fsysの128分周�

0 1（注）�0 0

 f2

 f64
 f512
 f4096

 fsys

fsysの512分周�
fsysの4096分周�

fsysの256分周�
fsysの2048分周�

fsysの1024分周�
fsysの8192分周�

 選択禁止�

�

表16．内蔵周辺装置動作クロックの周波数

ビットで、XIN端子のVIH, VILのレベルを選択します。外部か

らクロックを入力する場合には、必ず外部クロックの入力電

圧範囲に合わせてビット2の値を設定してください。XIN,

XOUT端子に発振子を接続する場合には、このビット2は“0”

にしておいてください。リセット時、XIN入力レベル選択

ビットは“0”となります。

XIN入力レベル選択ビットを“1”に変更する場合には、この

ビットを先に“1”とした後、クロック制御レジスタ0, 1を設定

してください。なお、このビット2に“1”を設定した後は“0”

を書き込めません。
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図93．クロック発生回路のブロック図

P
LL

回
路
動
作
許
可
ビ
ッ
ト
�

f2 f 6
4

f 5
12

f4
09

6

Q

RS

S
T
P
命
令
�

φ
B
IU

�
（
B
IU
用
ク
ロ
ッ
ク
）
�

φ
C
P
U

�
（
C
P
U
用
ク
ロ
ッ
ク
）
�

C
P
U
待
機
要
求
�

リ
セ
ッ
ト
�

監
視
タ
イ
マ
周
波
数
選
択
ビ
ッ
ト
 �：

61
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
0

�
�

 
�

S
T
P
解
除
時
監
視
タ
イ
マ
ク
ロ
ッ
ク
源
選
択
ビ
ッ
ト
 �：

61
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
6,
 7

�
�

ク
ロ
ッ
ク
外
部
入
力
選
択
ビ
ッ
ト
 �：

62
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
1

�
�

W
IT
時
シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
停
止
選
択
ビ
ッ
ト
 �：

63
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
3

�
�

P
LL

回
路
動
作
許
可
ビ
ッ
ト
 �：

B
C
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
1

�
�

P
LL

逓
倍
率
選
択
ビ
ッ
ト
 

�
：
B
C
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
2,
 3
, 4

�
�

シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
選
択
ビ
ッ
ト
 �：

B
C
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
5

�
�

周
辺
装
置
用
ク
ロ
ッ
ク
選
択
ビ
ッ
ト
0,
 1
 �：

B
D
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
0,
 1

�
�

監
視
�

タ
イ
マ
�

W
f3
2

� W
f5
12

�

f 1
6

f 1
周
辺
装
置
用
ク
ロ
ッ
ク
�

01

監
視
タ
イ
マ
周
波
数
�

選
択
ビ
ッ
ト
�

W
IT
時
シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
停
止
選
択
ビ
ッ
ト
�

1/
8

外
部
領
域
ア
ク
セ
ス
�

H
LD

A

01
S
T
P
解
除
時
監
視
タ
イ
マ
�

ク
ロ
ッ
ク
源
選
択
ビ
ッ
ト
�

φ
�1

ク
ロ
ッ
ク
外
部
入
力
選
択
ビ
ッ
ト
�

ウ
エ
イ
ト
モ
ー
ド
�

10

10

1

0

1

ウ
エ
イ
ト
モ
ー
ド
�

シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
�

選
択
ビ
ッ
ト
�

P
LL

周
波
数
�

逓
倍
回
路
�
f P
LL

V
C
O
N
T

ウ
エ
イ
ト
モ
ー
ド
�

Q

RS

W
IT
命
令
�

割
り
込
み
要
求
�

ウ
エ
イ
ト
モ
ー
ド
�

P
LL

逓
倍
率
選
択
ビ
ッ
ト
�

0

fD
IV
12
8

fD
IV
64

fD
IV
32

fD
IV
16

周
辺
装
置
用
�

ク
ロ
ッ
ク
�

選
択
ビ
ッ
ト
0

周
辺
装
置
用
�

ク
ロ
ッ
ク
�

選
択
ビ
ッ
ト
1

B
IU
 �：

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
装
置
�

C
P
U
 �：

中
央
演
算
処
理
装
置
�

※
 

�：
監
視
タ
イ
マ
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が
“
0”

に
な
る
と
発
生
す
る
信
号
で
す
。
�

fs
ys

�

X
IN

X
O
U
T

ク
ロ
ッ
ク
外
部
入
力
�

選
択
ビ
ッ
ト
�

Q

RS

S
T
P
命
令
�

割
り
込
み
要
求
�

fX
IN

シ
リ
ア
ル
I/O

タ
イ
マ
B

の
動
作
ク
ロ
ッ
ク
�

A
-D
変
換
周
波
数
�

(φ
�AD
)の

ク
ロ
ッ
ク
源
�

タ
イ
マ
A

の
動
作
ク
ロ
ッ
ク
�

割
り
込
み
�

要
求
�

※
�

シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
選
択
ビ
ッ
ト
�

1/
32

01

01
1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

00 01 10 11

fD
IV

�

1/
8

1/
8

1/
4

1/
8

1/
2

1/
2

1/
2

X
IN
入
力
ク
ロ
ッ
ク
分
周
比
選
択
ビ
ッ
ト
� ：

B
C
16
番
地
の
ビ
ッ
ト
6,
 7

�
�

X
IN
入
力
ク
ロ
ッ
ク
�

分
周
比
選
択
ビ
ッ
ト
�

(注
)

注
．
X
IN
-X

O
U
T
端
子
間
の
発
振
回
路
の
電
源
電
圧
は
、
�

� 　
　
3.
3V

で
す
。
�



　93

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

図94．クロック制御レジスタのビット構成

注1．PLL回路動作許可ビット(ビット1)が“1”、システムクロック選択ビット(ビット5)が“0”の時のみ有効値を読み出せます。�
　2．PLL周波数逓倍回路を使用しない場合は、“0”にしてください。�
　　  ストップモード時及びフラッシュメモリのパラレル入出力モード時は、ビットの内容にかかわらずPLL回路は停止し、�
 VCONT端子は無効になります。　�
　3．PLL出力クロック、fPLLの周波数が10MHz～26MHzとなるように設定してください。これらのビットはリセット後、1回のみ�
 変更することができます。これらのビットは、システムクロック選択ビット（ビット5）が“0”の状態で書き換えてください。�
　4．PLL回路動作許可ビット（ビット1）を“0”にすると、このビットも“0”になります。�
 また、ビット1=0のときはこのビットに書き込めません（“0”に固定される）。このビットは、PLL回路ロック検出フラグ�
 （ビット0）が“1”となったことを確認後、“1”に設定してください。�
　5．分周クロックfDIVの周波数が2MHz～26MHzとなるように設定してください。これらのビットは、システムクロック選択ビット�
 （ビット5）が“0”の状態で書き換えてください。�
  f(XIN)≧20MHzの場合は、“11”を設定しないでください。�
　6．XIN入力レベル選択ビット（特殊機能選択レジスタ0：図95）を“1”に変更する場合には、このXIN入力レベル選択ビットを�
 先に“1”にした後、クロック制御レジスタ0, 1を設定してください。�

7 6 5 4 3 2 1 0
クロック制御レジスタ0�
�

PLL回路ロック検出フラグ（注1）�
　0：非ロック状態�
　1：ロック状態�
�

番地�
BC16

�

PLL回路動作許可ビット（注2）�
　0：PLL周波数逓倍回路停止、VCONT端子無効（フローティング）�
　1：PLL周波数逓倍回路動作、VCONT端子有効�

XIN入力クロック分周比選択ビット（注5）�
　0 0：8分周�
　0 1：4分周�
　1 0：2分周�
　1 1：分周なし�

ﾘｾｯﾄ時�
0016

PLL逓倍率選択ビット（注3）�
　0 0 0：2逓倍�
　0 0 1：3逓倍�
　0 1 0：4逓倍�
　0 1 1：5逓倍�
　1 0 0：6逓倍�
　1 0 1：7逓倍�
　1 1 0：8逓倍�
　1 1 1：選択禁止�
�システムクロック選択ビット（注4）�
　0：fDIV�
　1：fPLL

7 6 5 4 3 2 1 0
クロック制御レジスタ1

周辺装置用クロック選択ビット1, 0�
　表16参照�
�

番地�
BD16

�

ﾘｾｯﾄ時�
0016

“0”に固定してください�

0 0

（注6）�
�

（注）�
�

注．XIN入力レベル選択ビット（特殊機能選択レジスタ0：図95）を“1”に変更する場合には、このXIN入力レベル選択ビットを�
 先に“1”にした後、クロック制御レジスタ0, 1を設定してください。�

0
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図95．特殊機能選択レジスタ0のビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

特殊機能選択レジスタ0

クロック外部入力選択ビット（注1, 2）�
　0：発振回路動作（共振子を接続）�
　　  STP解除時、監視タイマを使用する。�
　1：発振回路停止（外部クロックを入力）�
　　システムクロック選択ビットが“0”の場合�
　　  STP解除時、監視タイマを使用しない。�
　　システムクロック選択ビットが“1”の場合�
　　  STP解除時、監視タイマを使用する。�

“1”に固定してください�

STP命令無効選択ビット（注1）�
　0：STP命令有効�
　1：STP命令無効�

注1．これらのビットに書き込むときは、このレジスタに“5516”を書き込んだ後、続けて各ビットに対して“0”又は“1”�
 を書き込んでください（“5516”の書き込みでは、ビットの状態は変化しません）。また、このレジスタへの書き�
 込みには、MOVMB命令, STAB命令, STAD命令、又はm=1でMOVM命令, STA命令を使用してください。�
 “5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き込みが�
 無効になる場合があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”又は“1”を書き�
 込んだ後、このビットの内容を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。�
　2．外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合には、このビットを“1”にしてください。�
　3．XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定してください。発振子を接続する場合は�
 “0”に固定してください。�
　4．“1”設定後は“0”を書き込めません。このビットを“1”に変更する場合は、クロック制御レジスタ0, 1（BC16, �
 BD16番地）を設定する前に、このビットを設定してください。�

番地�
62161

“0”に固定してください�

XIN入力レベル選択ビット（注1, 3, 4）�
　0：VIH=0.43VCC, VIL=0.16VCC�
　1：VIH=0.8VCC, VIL=0.16VCC

ﾘｾｯﾄ時�
081600 0



　95

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

スタンバイ機能

スタンバイ機能として、ストップ（以下、STPと称する）

モード及びウエイト（以下、WITと称する）モードがありま

す。これらは中央演算処理装置（CPU）を動作させる必要がな

いときに、発振またはシステムクロックを停止させて消費電

力を低減する機能です。

マイクロコンピュータは、STP命令、WIT命令の実行に

よって、STPモード、WITモードになります。STPモード、

WITモードは、割り込みの受け付け、またはリセットによっ

て解除されます。

割り込みによってSTPモード、WITモードを解除する場

合、STP命令、WIT命令実行前に、STPモード、WITモードの

解除に使用する割り込みを許可状態にしてください。また、

解除に使用する割り込みの割り込み優先レベルは、STP命

令、WIT命令を実行するルーチンのプロセッサ割り込み優先

レベル（IPL）より大きい値にしてください。

図95に特殊機能選択レジスタ0、図96に特殊機能選択レジ

スタ1のビット構成を、図97に監視タイマ周波数選択レジス

タのビット構成を示します。STP命令無効選択ビット（特殊機

能選択レジスタ0のビット0）を“1”にすると、STP命令が無効

になり、STP命令は無視されます。リセット解除後は“0”が選

択されていますので、STP命令は有効です。

STP命令実行ステータスフラグ（特殊機能選択レジスタ1の

ビット0）、WIT命令実行ステータスフラグ（特殊機能選択レ

ジスタ1のビット1）は、STP命令、WIT命令が実行されるとそ

れぞれ“1”にセットされ、STPモード、WITモードの解除され

た後にそれぞれSTP命令、WIT命令が実行されたことを検出

できます。これらのビットは、STPモード、WITモード解除

時にソフトウエアでそれぞれ“0”にしてください。

表17に、STPモード、WITモードと各部の動作の関係を示

します。

また、STPモード、WITモードにおいて、メモリ拡張モー

ド、マイクロプロセッサモード時の外部バス及びバス制御信

号の状態を任意に設定できる外部バス固定機能も用意してい

ます。詳細は低消費電力機能の項を参照してください。

STPモード

STP命令を実行すると発振回路、PLL回路は停止し、入力

クロックfXIN，分周クロックfDIV，システムクロックfsys，

φBIU，φCPU及び周辺装置用クロックf1～f4096，Wf32，Wf512は
“L”の状態で停止します。また、監視タイマには、FFF16が自

動的に設定され、図93に示すとおり、監視タイマのクロック

源はSTP解除時監視タイマクロック源選択ビット（監視タイマ

周波数選択レジスタのビット6、ビット7）で選択される分周

クロックfDIV16～fDIV128のうちの1つになります。

STPモードでは、周辺装置用クロックf1～f4096，Wf32，

Wf512を用いる周辺装置、監視タイマは停止します。なおSTP

モード中は、タイマA, B、シリアルI/Oは、外部クロックで動

作させないでください。

STPモードは、割り込み又はリセット受け付けにより解除

され、発振回路、PLL回路は動作を再開します。また、入力

クロックfXIN，分周クロックfDIV，システムクロックfsys、及

び周辺装置用クロックf1～f4096，Wf32，Wf512の供給も再開し

ます。ただし、リセットによるSTPモードの解除を行った場

合には、各制御レジスタもリセットされるため、PLL回路は

停止、システムクロックは分周クロックfDIVが選択された状

態で発振回路の動作を開始します。

リセットによりSTPモードを解除した場合には、発振回路

の動作再開後、直ちにφBIU, φCPUの供給を開始します。した
がって、この場合には、発振回路動作の安定に必要な時間を

待ってからリセット入力を“H”にしてください。

割り込みよりSTPモードを解除する方法として、発振回

表17．STPモード, WITモードと各部動作

状　態�

WIT�
�
�

WIT時�
システムクロック�
停止選択ビット�

動作�
（注1）� �

�

�
�

��

�

�
発振回路�

WIT, STP中の動作�

“0”�

fsys, φ1, �
f1～f4096

�
動作�
�

STP�
�

Wf32, Wf512 φBIU, φCPU

停止�
（“L”）�

停止�
（“L”）�

f1～f4096, Wf32, Wf512を使用する周辺装置�

タイマA, B、シリアルI/O、A-D変換器：動作可能�
（監視タイマ：停止）�

タイマA, B：イベントカウンタモードでだけ動作可能�
シリアルI/O：外部クロック選択時だけ動作可能�
A-D変換器：停止�
（監視タイマ：停止）�

停止�
（“L”）�

停止�
（“L”）�

停止�
（“L”）�

動作�
（注1）�

“1”�

－�
停止�

（“L”）�
停止�

（“L”）�
停止�

（“L”）�
停止�

タイマA, B：停止(イベントカウンタモードでの動作は禁止)�
シリアルI/O：停止(外部クロックでの動作は禁止)�
A-D変換器：停止�
（監視タイマ：停止）�

PLL回路�

動作�
（注2）�

動作�
（注2）�

停止�

注1．クロック外部入力選択ビットが“1”の場合、発振回路は停止します。ただし、XIN端子からのクロック入力は許可されます。�
　2．PLL動作許可ビットが“0”の場合、PLL回路は停止します。�
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路、PLL回路の動作再開後、φBIU, φCPUの供給を開始するまで
の時間を監視タイマで計測するモードと、動作再開後直ちに

φBIU, φCPUの供給を開始するモードを選択できます。
クロック外部入力選択ビット（特殊機能選択レジスタ0の

ビット1）が“0”又はシステムクロック選択ビット（クロック制

御レジスタ0のビット5）が“1”の場合には、割り込みにより発

振回路、PLL回路が動作開始した後、監視タイマは分周ク

ロックfDIV16～fDIV128のうちの1つでカウントダウンします。

この監視タイマの最上位ビットが“0”となった後、φBIU, φCPU
の供給を再開します。

一方、クロック外部入力選択ビットが“1”でかつシステム

クロック選択ビットが“0”の場合には、割り込みにより入力

クロックfXINの動作が再開し、さらに上記分周クロック

fDIV16～fDIV128のうち選択された１つのクロックが“H”から

“L”になった後にφBIU, φCPUの供給を再開します。

図96．特殊機能選択レジスタ1のビット構成

図97．監視タイマ周波数選択レジスタのビット構成

7 6 5 4 3 2 1 0

特殊機能選択レジスタ1

WIT命令実行ステータスフラグ（注1）�
　0：通常動作中�
　1：WIT命令実行中�

STP命令実行ステータスフラグ（注1）�
　0：通常動作中�
　1：STP命令実行中�

注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時は�
　　  リセット直前の値を保持します。“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。�
　2．“1”にする場合はWIT命令の直前で“1”を設定してください。また、WIT状態解除後、直ちに“0”に�
　　  してください。�

番地�
6316

WIT時システムクロック停止選択ビット（注2）�
　0：ウエイトモード時、システムクロックfsysを動作�
　1：ウエイトモード時、システムクロックfsysを停止�

スタンバイ状態選択ビット�
　0：外部バス�
　1：プログラマブル入出力ポート�

アドレス出力選択ビット�
　0：各バスアクセスごとにアドレス変化�
　1：外部アドレスアクセス時のみアドレス変化�

RDY解除タイミング選択ビット�
　0：RDY解除時ウエイトなし�
　1：RDY解除時ウエイト1サイクルあり�

ﾘｾｯﾄ時�
0016

7 6 5 4 3 2 1 0
監視タイマ周波数�
選択レジスタ�

監視タイマ周波数選択ビット�
　0 : Wf512を選択�
　1 : Wf32を選択�

STP解除時監視タイマクロック源選択ビット�
　0 0 : fDIV32�
　0 1 : fDIV16�
　1 0 : fDIV128�
　1 1 : fDIV64�
�

7 6 5 4 3 2 1 0 番地 �
6116

ﾘｾｯﾄ時�
0016



　97

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

WITモード

WIT時システムクロック停止選択ビット（特殊機能選択レ

ジスタ1のビット3；図96）が“0”の状態でWIT命令を実行する

と、φBIU，φCPU，分周クロックWf32，Wf512は“L”の状態で停
止しますが、発振回路、PLL回路及び入力クロックfXIN、分

周クロックfDIV、システムクロックfsys、φ1、周辺装置用ク
ロックf1～f4096は停止しません。したがって、BIU、CPUは

停止しますが、周辺装置用クロックf1～f4096を用いるタイマ

A，B、シリアルI/O、A-D変換器は動作可能です。また、監

視タイマは停止します。

一方、WIT時システムクロック停止選択ビットが“1”の状

態でWIT命令を実行すると、発振回路、PLL回路、入力ク

ロックfXIN、分周クロックfDIVは停止しませんが、システム

クロックfsys、φBIU，φCPU及び周辺装置用クロックは停止し
ます。したがって、この場合、周辺装置用クロックf1～

f4096，Wf32，Wf512を用いるA-D変換器、監視タイマは停止

します。またタイマA，Bはイベントカウンタモードでだ

け、シリアルI/Oは外部クロック選択時だけ動作可能です。

WITモードで内蔵周辺装置を使用しない場合には、後者の方

がより消費電流が少なくできるので有利です。なお、WIT時

システムクロック停止選択ビットは、WIT命令の直前で“1”

を設定し、WITモード解除後、直ちに“0”に戻すようにして

ください。

WITモードは、割り込みを受け付けると解除され、φCPU，
φBIUの供給が再開されます。WITモードでは発振回路、PLL
回路、入力クロックfXINは停止していませんので、WITモー

ド解除後、直ちに割り込み処理の実行が可能です。
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低消費電力機能

以下の機能を選択することにより、システム全体の消費電

力を低減することができます。

（1）スタンバイ状態での外部バス固定

スタンバイ状態選択ビット（特殊機能選択レジスタ1のビッ

ト2）を“1”にすることにより、STPモード、WITモードにおい

て、外部バス及びバス制御信号の入出力端子をプログラマブ

ル入出力ポートに切り替えることができます。マイクロコン

ピュータと外部デバイスとの間で不要な電流が発生しないよ

うに、端子の状態を、対応するポートレジスタ及びポート方

向レジスタで設定することによって、STPモード及びWIT

モード時のシステム全体の消費電力を低減できます。表18

に、外部バス及びバス制御信号の入出力端子とプログラマブ

ル入出力ポートの対応を示します。

この機能はSTPモード、WITモード中のみ有効です。STP

モード、WITモードの解除時に本来の外部バス及びバス制御

信号の機能に戻ります。

（2）WITモード時のシステムクロック停止

WITモード時、内蔵周辺装置を動作させる必要がない場

合、WIT時システムクロック停止選択ビット（特殊機能選択

レジスタ1のビット3）を“1”にすると、システムクロック

fsys、周辺装置用クロックが停止し、マイクロコンピュータ

の消費電力を低減することができます。詳細はスタンバイ機

能の項を参照してください。

（3）発振回路停止

外部で生成された安定したクロックをXIN端子に入力する

場合、クロック外部入力選択ビット（特殊機能選択レジスタ

0のビット1）を“1”にして、XIN端子とXOUT端子の間の発振用

外部バス及び�
バス制御信号�

A0～A7, �
A8～A15, �
A16～A23

�

0

スタンバイ状態選択ビット�

A0～A7, �
A8～A15, �
A16～A23�
�

1

D0～D7, �
D8～D15（注）�

D0～D7, �
D8～D15

P100～P107, �
P110～P117, �
P00～P07�
�P10～P17, �
P20～P27

RD, BLW, �
BHW

RD, BLW, �
BHW（注）�

P31, P32,  P33

CS0 CS0 P90

注．外部データバス幅8ビット(BYTE=VCCレベル)時は、スタン�
　　バイ状態選択ビットの内容にかかわらず、プログラマブル�
　　入出力ポートになります。�

表18．外部バス及びバス制御信号の入出力端子とプログラマブル入
出力ポートの対応

ドライバー回路を停止させると、消費電力を低減することが

できます。また、PLL出力クロックfPLLを使用しない場合、

割り込み要求発生によってストップモードから復帰したと

き、20µs以内にφBIU、φCPUの供給が再開するため、STPモー
ド解除直後から命令を実行することができます。詳細はク

ロック発生回路及びスタンバイ機能の項を参照してくださ

い。

（4）VREF切断

A-D変換器を使用しない場合は、VREF接続選択ビット（A-

D制御レジスタ1のビット6）を“1”にすると、A-D変換器のラ

ダー抵抗と基準電圧入力端子（VREF）が切り離されます。これ

によりVREF端子からラダー抵抗に電流が流れなくなるため、

消費電力を低減することができます。VREF接続選択ビットを

“1”（VREF切断）から“0”（VREF接続）にしたときは、1μs以上経

過した後に、A-D変換を開始させてください。詳細はA-D変

換器の項を参照してください。

（5）アドレス出力選択

メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモードにおいて、

アドレス出力選択ビット（特殊機能選択レジスタ1のビット4）

を“1”にすると、内部領域アクセス時のアドレスを出力させ

ず、アドレス端子の不要な状態変化をなくすことができま

す。詳細はバスインタフェース装置の項を参照してくださ

い。
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フラッシュメモリモード

本製品は、単一電源での書き換えが可能なフラッシュメモ

リを内蔵しています。このフラッシュメモリに対して、リー

ド、プログラム、イレーズなどの操作を行うためのフラッ

シュメモリモードとして、外部のライタを用いてフラッシュ

メモリの操作を行うパラレル入出力モード、シリアル入出力

モード及び、中央演算処理装置(CPU)でフラッシュメモリを

操作するCPU書き換えモードの3種類を用意しています。各

モードについては次頁以降で説明します。

図98に示すようにフラッシュメモリは、いくつかのブロッ

クに分かれており、各ブロックごとにイレーズを行うことが

できます。

これらの各ブロックは、イレーズ、プログラム実行の有

効/無効を選択するロックビットを持っており、ブロックごと

のデータ保護が可能です。

また、内蔵するフラッシュメモリには、通常のマイコン動

作の制御プログラムを格納するユーザROM領域に加えて、

CPU 書き換えモード及びシリアル入出力モードでの書き換え

制御プログラムを格納するためのブートROM領域がありま

す。このブートROM領域には、出荷時にシリアル入出力

モードの制御プログラムが書き込まれますが、ユーザ側で、

システムに適合した書き換え制御プログラムを書き込むこと

もできます。このブートROM領域は、 パラレル入出力モー

ドでのみ書き換えが可能です。

図98. M37911FGCHPの内蔵フラッシュメモリのブロック構成

注１．フラッシュメモリモードでは、内蔵フラッシュメ�
　　　モリ領域以外への操作(リード, プログラム, イレ�
　　　ーズなど)は行わないでください。�
　２．ブートROM領域は、パラレル入出力モードでのみ�
　　　書き換え可能です。また、ブートROM領域をCPU�
　　　で読み出す場合には、アドレスは7FE00016～�
　　　7FFFFF16にシフトします。�
　３．ユーザROM領域の7FFFA016～7FFFAF16はライタの�
　　　ための予約領域ですので、この領域にプログラム�
　　　しないでください。�

8Kバイト�

001FFF16

ブートROM領域�ユーザROM領域�

56Kバイト�

4Kバイト�

4Kバイト�

7DFFFF16
7E000016

001FFF16

7C000016

7CFFFF16
7D000016

7EFFFF16
7F000016

00100016
バイトアドレス�

00000016
バイトアドレス�

64Kバイト�

64Kバイト�

64Kバイト�

計260Kバイト�

4Kバイト�

7FDFFF16
7FE00016
7FEFFF16
7FF00016
7FFFFF16
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パラレル入出力モード

パラレル入出力モードは、パラレルライタを用いて、内蔵

するフラッシュメモリの操作（リード、プログラム、イレー

ズなど）を行うためのモードです。パラレルライタは、表19

に示すソフトウエアコマンドを使用して、フラッシュメモリ

の操作を行います。

パラレル入出力モードでは、各々のブロックに、イレーズ

／プログラムに対するプロテクト（ブロックロック）を指定で

きます。

ユーザROM領域とブートROM領域

パラレル入出力モードでは、ユーザROM領域及びブート

ROM領域の書き換えを行うことができます。

プログラム、ブロックイレーズはこれらの領域に対しての

み行ってください。

ブートROM領域は、8Kバイトで、パラレル入出力モード

では、000016～ 1FFF16番地に配置されていますので、プログ

ラム、ブロックイレーズは必ずこの範囲内に対してのみ行っ

てください (この範囲外へのアクセスは禁止)。

ブートROM領域のイレーズブロックは8Kバイト単位の 1ブ

ロックのみです。ブートROM領域には、弊社からの出荷時

にシリアル入出力モードの制御ソフトウエアが書き込まれま

す。したがって、シリアル入出力モードを使用される場合に

は、ブートROM領域の書き換えは行わないでください。

また、ユーザROM領域の7FFFA016～7FFFAF16はライタの

予約領域ですので、この領域にプログラムしないでくださ

い。

なお、後述のCPU書き換えモード等においてブートROM

領域をCPUから読み出す場合には、アドレスが7FE00016～

7FFFFF16番地にシフトしますので注意してください。

ソフトウエアコマンド

リードアレイ

リードステータスレジスタ

クリアステータスレジスタ

プログラム

ブロックイレーズ

イレーズ全アンロックブロック

ロックビットプログラム

リードロックビットステータス

表19. ソフトウエアコマンド一覧表（パラレル入出力モード）

なお、ユーザROM領域の7FFFA016～7FFFAF16番地はパラ

レルライタの予約領域です。パラレル入出力モードを使用す

る場合は、この領域にプログラムしないでください。
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シリアル入出力モード

シリアル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対する

操作(リード、プログラム、イレーズなど)に必要なソフトウ

エアコマンド、アドレス、データを少数の端子を使用してシ

リアルに入出力するモードで、専用のシリアルライタを使用

します。

シリアル入出力モードは、パラレル入出力モードと異な

り、CPUがフラッシュメモリの書き換え(CPU書き換えモード

使用)と書き換えデータのシリアル入力等の制御を行いま

す。

この制御プログラムは弊社からの出荷時にブートROM領

域に書き込まれています。したがって、パラレル入出力モー

ドでブートROM領域を書き換えた場合には、シリアル入出

力モードは使用できなくなりますので注意してください。

なお、本シリアル入出力モード制御プログラムの内容は予

告なしに変更される場合があります。

図99にシリアル入出力モード時の端子結線図を示します。

シリアルデータの入出力は、 端子SCLK、SDA、BUSYの

3本を使って行います。

SCLK端子は転送クロックの入力端子で、外部から転送ク

ロックを入力します。SDA端子は送信、受信データの入出力

端子で出力の場合はNチャネルオープンドレイン出力となり

ます。SDA端子には、外部でプルアップ抵抗（1kΩ程度）を接

続してください。BUSY端子はBUSYフラグの出力端子

(CMOS出力)で、送受信中、イレーズ、プログラム動作中等

のビジー期間中に“H”を出力します。

送受信データは8ビット単位でシリアル転送します。

シリアル入出力モードでは、ユーザROM領域のみ書き換

えが可能で、ブートROM領域はアクセスできません。

なお、ユーザROM領域の7FFFA016～7FFFAF16番地はシリ

アルライタの予約領域です。シリアル入出力モードを使用す

る場合は、この領域にプログラムしないでください。
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図99. シリアル入出力モード時の端子の結線図（外形：100P6Q-A)

外形 100P6Q-A

＊：発振回路を接続
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図100. フラッシュメモリ制御レジスタのビット構成

CPU書き換えモード

CPU書き換えモードは、中央演算処理装置(CPU)の制御に

より、内蔵フラッシュメモリに対する操作 (リード、プログ

ラム、イレーズなど) を行うモードです。

CPU書き換えモードでは、ユーザROM領域のみの書き換

えが可能で、ブートROM領域の書き換えはできません。

CPU書き換えモードの制御プログラムは、ユーザROM領

域、ブートROM領域のどちらでも格納できます。

ブートモード

CPU書き換えモードの制御プログラムは、あらかじめパラ

レル入出力モードで、ユーザ ROM領域又はブートROM領域

に書き込んでおく必要があります。(ブートROM領域に書き

込みを行った場合には、シリアル入出力モードは使用できな

くなります。)

ブートROM領域のアドレスは、パラレル入出力モードで

アクセスする場合には000016～1FFF16番地ですが、CPUがア

クセスする場合には7FE00016～7FFFFF16番地にシフトします

ので注意してください。

MD0、MD1端子をともに“L”としてリセットを解除した場

合には、通常のマイコンモードとなり、CPUはユーザROM領

域の制御プログラムを使用して動作します。このとき、ブー

トROM領域はアクセスできません。

MD0端子を“L”、MD1端子を“H”としてリセットを解除し

た場合には、ブートROM領域の制御プログラムで動作を開

始します。このモードをブートモードと呼びます。ブート

ROM領域上の制御プログラムでも、ユーザROM領域の書き

換えを行うことができます。

リセット解除後、MD0, MD1端子の状態は変更しないでく

ださい。

フラッシュメモリ制御レジスタ� �

RY/BYステータスフラグ�
　0 : ビジー (書き込み、消去実行中)�
　1 : レディ��

注1. リセット解除後のフラッシュメモリ制御レジスタの値は“0116”となります。�
　2. “1”を設定するためには、ビット1への“0”書き込み →“1”書き込みを連続して行う必要があります。ビット1への書き込みは、�
 内蔵RAM上の制御プログラムで行ってください。�
　3. “1”を設定するためには、ビット1が“1”の状態で、ビット2への“0”書き込み →“1”書き込みを連続して行う必要があります。�
　4. “1”に設定 (リセット) した後、ビット0が“1”になるのを確認してから“0”に設定してください。また、このビット3の操作は、�
 ビット1が“1”の状態で行ってください。�
　5. ビット5への書き込みは、内蔵RAM上の制御プログラムで行ってください。�
　6. このフラグは、クリアステータスレジスタコマンド(5016)により、“0”にクリアされます。�

�
�
�

7 6 5 4 3 2 1 0

ユーザROM領域選択ビット�
(ブートモード時のみ有効)　�

(注5)

　0 : ブートROM領域アクセス�
　1 : ユーザROM領域アクセス�
�

読み出し値は“0”�

フラッシュメモリリセットビット　�(注4)
　0 : 通常動作�
　1 :リセット�

�

ロックビット無効選択ビット　�(注3)
　0 : ロックビットデータによるブロックロック有効�
　1 : ロックビットデータによるブロックロック無効�

�

CPU書き換えモード選択ビット　�(注2)
　0 : 通常モード (ソフトウエアコマンド無効)�
　1 : CPU書き換えモード (ソフトウエアコマンド受け付け可能)�
�

リセット時�
0116

番地�
9E16

プログラムステータスフラグ�(注6)

　0 : パス�
　1 : エラー�

イレーズステータスフラグ�(注6)

　0 : パス�
　1 : エラー�
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機能概要 (CPU書き換えモード)

CPU書き換えモードは、シングルチップモード、メモリ拡

張モード及びブートモードで実行可能で、ユーザROM領域

のみの書き換えを行います。

CPU書き換えモードでは、CPUがソフトウエアコマンドを

ライトすることにより、内蔵するフラッシュメモリに対し、

イレーズ、プログラム、リード等の操作を行います。書き換

え制御プログラム自身は、イレーズ、プログラムの操作に

よって消去、又は書き換えされないように、十分注意してく

ださい。

CPU書き換えモードは、図100に示すフラッシュメモリ制

御レジスタのビット1(CPU書き換えモード選択ビット) に“1”

を書き込むことにより成立し、ソフトウエアコマンドを受け

付けることができます。

CPU書き換えモードでは、ソフトウエアコマンド、データ

等はすべて16ビット単位で偶数アドレス (バイトアドレスの

アドレスA0は“0”) へライト、リードします。したがって、8

ビットのソフトウエアコマンドは、偶数アドレスにライトし

てください。奇数番地にライトされたコマンドは無効になり

ます。プログラムコマンドの第2サイクルのライトデータは

16ビットですので、偶数、奇数番地へライトしてください。

プログラム、イレーズ動作の制御はフラッシュメモリ内の

シーケンサが行います。シーケンサの動作状態、プログラム

又はイレーズの正常/エラー終了等の状態は、フラッシュメモ

リ制御レジスタを読み出すことでチェックできます。

図100にフラッシュメモリ制御レジスタのビット配置を示

します。
__

ビット0はRY/BYステータスフラグで、シーケンサの動作

状況を示す読み出し専用のビットです。自動書き込み、自動

消去の動作中には“0”(ビジー) 、これ以外のときには“1”(レ

ディ) となります。

ビット1はCPU書き換えモード選択ビットです。このビッ

トに“1”を設定することにより、CPU書き換えモードにな

り、ソフトウエアコマンドを受け付けることができます。

CPU書き換えモードでは、CPUが内蔵フラッシュメモリを直

接アクセスすることができなくなります。したがって、この

ビット1への書き込みはRAM上に転送した制御プログラムで

行ってください。このビット1に“1”を設定するには、ビット

1への“0”書き込み、“1”書き込みを連続して行う必要があり

ます。“0”設定は“0”書き込みだけで行えます。

ビット2はロックビット無効選択ビットで、このビットを

“1”にすることにより、ロックビットデータによる消去、書

き込みプロテクト(ブロックロック)を無効にすることができ

ます。ロックビット無効選択ビットは、ロックビットの機能

を無効化するだけであり、ロックビットそのもののセットは

できません。ただし、このビットを“1”にした状態でイレー

ズを実行した場合には、“0”(ロック状態)であったロックビッ

トデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされま

す。このビットに“1”を設定するためには、CPU書き換え

モード選択ビットが“1”の状態で、このビット2 への“0”書き

込み、“1”書き込みを連続して行う必要があります。この

ビットの操作は、CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状

態でのみ行えます。

ビット3は、フラッシュメモリリセットビットで、内蔵フ

ラッシュメモリの制御回路をリセットするためのビットで

す。CPU書き換えモードの終了時及び、フラッシュメモリの

アクセスが異常になった場合に使用します。CPU書き換え

モード選択ビットが“1”の状態で、このビット 3 に“1”を書き

込むと、リセットが実行されます。リセットを解除する場合
__

には、ビット0（RY/BYステータスフラグ）が“1”になったこと

を確認した後、“0”を書き込んでください。

ビット5はユーザROM領域選択ビットで、ブートモード時

のみ有効です。ブートモードで、このビットに“1”を設定す

ると、アクセスされる領域がブートROM領域からユーザ

ROM領域に切り替わります。ブートモードでCPU書き換え

モードを使用する場合にはこのビットを“1”に設定してくだ

さい。なお、ユーザROM領域で立ち上げた場合には常に

ユーザROM領域のみアクセス可能で、このビットは無効で

す。ブートモードでは、このビットの機能はCPU書き換え

モードかどうかにかかわらず有効です。このビット5の書き

換えは、RAM上に転送した制御プログラムで行ってくださ

い。

ビット6, ビット7はそれぞれプログラムステータスフラ

グ、イレーズステータスフラグで、フラッシュメモリの自動

書き込み、自動消去の動作状況を示します。書き込みエ

ラー、消去エラーが発生するとそれぞれのビットは“1”にな

ります。これらのフラグはクリアステータスコマンドによ

り、“0”にクリアされます。

CPU書き換えモード

CPU書き換えモードでは、フラッシュメモリの書き換え中

にもCPUは動作しますが、CPUからのフラッシュメモリへの

アクセスはできなくなります。したがって、CPU書き換え

モード選択ビットへの書き込みを含む書き換え制御プログラ

ムをあらかじめ内蔵RAMに転送し、RAM上のプログラムで

CPUを動作させる必要があります。

図101にCPU書き換えモードの設定/解除フローチャートを

示します。必ずこのフローチャートに従って操作してくださ

い。図101の注1に示すとおり、CPU書き換えモードを選択す

る前に、プロセッサモードレジスタ1のビット7（内部ROMバ

スサイクル選択ビット）を“0”に設定するとともに、Iフラグ

を“1”にセットし、割り込み要求が入らないようにしてくだ

さい。

CPU書き換えモード時に、割り込み及びリセットが発生し
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た場合は、以下のようになります。また、この場合、対象ブ

ロックの内容は無効になります。
____

マスカブル割り込み、NMI割り込み、及び監視タイマ割り

込みが発生した場合、プログラムが暴走します。この場合

は、パワーオンリセットを実行してください。

ハードウエアリセット、及びソフトウエアリセットが発生

した場合、内蔵フラッシュメモリ制御回路及びフラッシュメ

モリ制御レジスタがリセットされ、マイクロコンピュータが

リセットされます。

また、CPU書き換えモードでは、STP命令は使用しないで

ください。

図101. CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート

終了�

スタート�

リードアレイコマンド実行又は、フラッシュメモリ�
リセットビット設定によるリセット実行�
(“1”書き込み→“0”書き込み)
�
　� (注2)

シングルチップモード又は、�
メモリ拡張モード又は、�
ブートモード�
�
�

プロセッサモードレジスタ1設定�
割り込み禁止フラグ(I)＝“1”�
又は各割り込みの割り込み優先レベル＝“0002”�
NMI端子プルアップ接続選択ビットに“0”を設定�
(ポート機能制御レジスタのビット7)

(注1)

ソフトウエアコマンドを用いて�
イレーズ、プログラム等の操作実行�
フラッシュメモリ制御レジスタ読み出し�
(自動消去、自動書き込み完了確認、フルステー�
タスチェック)�
(必要に応じてロックビット無効選択ビット設定)

�
�

転送したRAM上の制御プログラムへジャンプ�
(以下の動作はこのRAM上の制御プログラムで実行)

CPU書き換えモード制御プログラムを�
内蔵RAMに転送�

注1. プロセッサモードレジスタ1 (5F16番地) のビット7 (内部ROM�
　　バスサイクル選択ビット) を“0”(バスサイクル3φ) としてく�
　　ださい。�
　2. イレーズ、プログラムが完了し、CPU書き換えモードを解除�
　　する前には、必ずリードアレイコマンド又はフラッシュメモリ�
　　リセットを行ってください。�
　3. “1”のままでもよいが、この場合はユーザROM領域アクセス�
　　となります。�

　　�
�
�
�
�
�

(ブートモードのみ)
ユーザROM領域選択ビットに“0”書き込み　�(注3)

CPU書き換えモード選択ビットに“0”書き込み�

(ブートモードのみ)
ユーザROM領域選択ビットに“1”を設定�

CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定�
(“0”書き込み→“1”書き込み)
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ソフトウエアコマンド

表20にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。

CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定した後、ソフ

トウエアコマンドをライトすることにより、イレーズ、プロ

グラム等を指定します。なお、ソフトウエアコマンドの入力

時、上位バイト(D8～D15)は無視されます。（プログラムコマ

ンドの第2サイクルのライトデータは除く。）

以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

リードアレイコマンド (FF16)

第1バスサイクルでコマンドコード“FF16”をライトすると

リードアレイモードになります。次のバスサイクル以降で読

み出しを行うアドレスを入力すると、指定したアドレスの内

容が16ビット単位でデータバス(D0～D15)へ読み出されます。

リードアレイモードは、他のコマンドがライトされるまで

保持されます。

クリアステータスレジスタコマンド (5016)

フラッシュメモリ制御レジスタのプログラムステータスフ

ラグ、イレーズステータスフラグがセットされた後、これら

をクリアするためのコマンドです。第1バスサイクルでコマン

ドコード“5016”をライトします。

プログラムコマンド (4016)

プログラムコマンドによって1ワード (＝2バイト) 単位でプ

ログラムを実行します。第1バスサイクルでコマンドコード

“4016”をライトすると、プログラム動作を開始します。第2

バスサイクルでライトデータを16ビット単位でライトすると

同時にアドレスも指定します。データライトが完了すると自

動書き込み (データのプログラムとベリファイ)動作を開始し

ます。

自動書き込みの終了は、フラッシュメモリ制御レジスタの

リードによって確認できます。フラッシュメモリ制御レジス
__

タのRY/BYステータスフラグは、自動書き込み期間中は

“0”、終了後は“1”となります。
__

RY/BYステータスフラグが“1”（レディ）となるのを確認し

た後、次のコマンド処理を行ってください。自動書き込み実
__

行中(RY/BYステータスフラグが“0”のとき)は、コマンド書き

込み、及びフラッシュメモリへのアクセスは行わないでくだ

さい。なお、自動書き込み完了後は、リードアレイモードに

するためのリードアレイコマンドを実行する必要がありま

す。

自動書き込み終了後、フラッシュメモリ制御レジスタを読

み出すことにより自動書き込みの結果を知ることができま

す。詳細はステータスチェックの節を参照してください。

図102にプログラムのフローチャート例を示します。

なお、各ブロックはロックビットにより、書き込みをプロ

テクトすることができます。詳細はデータ保護機能の節を参

照してください。

既にプログラムされたワードに対する追加書き込みは禁止

します。

ブロックイレーズコマンド (2016/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バスサ

イクルで確認コマンドコード“D016”とブロックの最大アドレ

ス (ただし、アドレスA0＝“0”)をライトすると指定されたブ

ロックに対し、自動消去(イレーズとイレーズベリファイ)を

開始します。

自動消去の終了は、フラッシュメモリ制御レジスタのリー

ドによって確認できます。フラッシュメモリ制御レジスタの
__

RY/BYステータスフラグは、自動消去期間中は“0”、終了後

は“1”となります。
__

RY/BYステータスフラグが“1”（レディ）となるのを確認し

た後、次のコマンド処理を行ってください。自動消去実行中
__

(RY/BYステータスフラグが“0”のとき)は、コマンド書き込

み、及びフラッシュメモリへのアクセスは行わないでくださ

い。なお、自動消去完了後は、リードアレイモードにするた

めのリードアレイコマンドを実行する必要があります。

自動消去終了後、フラッシュメモリ制御レジスタを読み出

すことにより、自動消去の結果を知ることができます。詳細

はステータスチェックの節を参照してください。

図103にブロックイレーズのフローチャート例を示します。

なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテク

トすることができます。詳細はデータ保護機能の節を参照し

てください。
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表20. ソフトウエアコマンド一覧表（CPU書き換えモード）

コマンド

リードアレイ

クリアステータスレジスタ

プログラム

ブロックイレーズ

イレーズ全アンロックブロック

ロックビットプログラム

リードロックビットステータス

アドレス

　  X(注2)

X

X

X

X

X

X

xxFF16

xx5016

xx4016

xx2016

xxA716

xx7716

xx7116

第1サイクル 第2サイクル

注1．xx=コマンドコード上位8ビット(任意の値)。（ソフトウエアコマンド入力時には上位バイト（D8～D15）
のデータは無視されます。）

　2．X=ユーザROM領域内の任意のアドレス（ただし、アドレスA0=“0”）
　3．WA=ライトアドレス、WD=ライトデータ（16ビット）
　4．ブロックアドレス（各ブロックの最大アドレスを入力してください。ただし、アドレスA0=“0”）
　5．D6はブロックロックステータスに対応します。

D6=“1”：非ブロックロック、D6=“0”：ブロックロック

モード

ライト

ライト

ライト

ライト

ライト

ライト

ライト

(D15～D0)
データ

アドレス

WA(注3)

BA(注4)

X

BA

BA

WD(注3)

xxD016

xxD016

xxD016

D6(注5)

モード

ライト

ライト

ライト

ライト

リード

図102. プログラムフローチャート例

図103. ブロックイレーズフローチャート例

スタート�

ライトxx4016

ライト�
アドレス, データ�

ビット0 = 1?

フラッシュメモリ制御�
レジスタリード��

フルステータスチェック�

プログラム�
完了�

NO

YES

ライトxx2016

ライトxxD016

フラッシュメモリ制御�
レジスタリード�

フルステータスチェック�

ブロック消去完了�

NO

YES

ブロックアドレス�

スタート�

ビット0 = 1?

ロックビット無効選択�
ビットに“0”を設定�
ロックビット無効選択�
ビットに“1”を設定�

ロックビット無効選択�
ビットに“0”を設定�

(D15～D0)
データ
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図105. リードロックビットステータスフローチャート

図104. ロックビットプログラムフローチャート

スタート�

ライトxx7716

ライトxxD016
ブロックアドレス�

ビット0 = 1?

フラッシュメモリ制御�
レジスタリード��

フルステータスチェック�

ブロック消去�
完了�

NO

YES

非ブロックロック状態�

ライトxx7116

D6 = 0?��

ブロックロック状態�

NO

YES

ブロックアドレス�

スタート�

イレーズ全アンロックブロックコマンド (A716/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“A716”、続く第2バスサ

イクルで確認コマンドコード“D016”をライトすると全ブロッ

クに対し、連続的にブロックイレーズを実行します (チップ

イレーズ)。

チップイレーズの終了も、ブロックイレーズと同様にフ

ラッシュメモリ制御レジスタのリードによって確認すること

ができます。また、自動消去の結果もフラッシュメモリ制御

レジスタの読み出しにより知ることができます。自動消去実
__

行中(RY/BYステータスフラグが“0”のとき)は、コマンド書き

込み、及びフラッシュメモリへのアクセスは行わないでくだ

さい。

フラッシュメモリ制御レジスタのロックビット無効選択

ビットが“1”の場合は、ロックビットの状態に関係なく全ブ

ロックがイレーズされます。一方、ロックビット無効選択

ビットが“0”の場合には、ロックビットの機能が有効とな

り、非ロック状態 (ロックビットデータが“1”) のブロックの

みイレーズされます。

ロックビットプログラムコマンド (7716/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“7716”、続く第2バスサ

イクルで確認コマンド“D016”とブロックの最大アドレス (た

だし、アドレスA0 = “0”) をライトすると指定されたブロッ

クのロックビットに“0”(ロック状態)を書き込みます。

図104にロックビットプログラムのフローチャート例を示

します。ロックビットの状態(ロックビットデータ)は、リー

ドロックビットステータスコマンドで読み出すことができま

す。

ロックビットプログラムの終了は、プログラムと同様にフ

ラッシュメモリ制御レジスタのリードによって確認すること

ができます。

なお、ロックビットの機能、リセット方法等については、

データ保護機能の節を参照してください。

リードロックビットステータスコマンド (7116)

第1バスサイクルでコマンドコード“7116”をライトした

後、次の第2バスサイクルでブロックの最大アドレス (ただ

し、アドレスA0 = “0”) を入力すると指定されたブロックの

ロックビットの状態がデータバス(D6)へ読み出されます。

図105にリードロックビットプログラムのフローチャート

例を示します。
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データ保護機能 (ブロックロック)

各々のブロックは、消去/書き込みに対するプロテクト(ブ

ロックロック)を指定する不揮発性のロックビットを持って

います。ロックビットへの“0”(ロック状態) 書き込みはロッ

クビットプログラムコマンドで行います。また、各ブロック

のロックビットはリードロックビットステータスコマンドで

読み出すことができます。

ブロックロックの有効、無効はロックビットの状態とフ

ラッシュメモリ制御レジスタのロックビット無効選択ビット

の状態で決まります。

(1) ロックビット無効選択ビットが“0”の場合、ロックビッ

ト状態(ロックビットデータ)により、指定ブロックの

ロック/非ロックが設定できます。 ロックビットデータ

が“0”のブロックはロック状態になり、消去/書き込み

が禁止されます。一方、ロックビットデータ が“1”のブ

ロックは非ロック状態となり消去/書き 込みが可能です。

(2) ロックビット無効選択ビットが“1”の場合には、ロック

ビットデータによらず、全ブロックが非ロック状態に

なり、消去/書き込みが可能です。このとき、“0”(ロッ

ク状態)であったロックビットデータは、消去終了後

“1”(非ロック状態)にセットされ、ロックビットによる

ロックが解除されます。

イレーズ、プログラムを行う場合には、必ず、あらかじめ

リードロックビットステータスコマンドで操作対象ブロックの

ロックが無効であることを確認するか、又はロックビット無効

選択ビットを“1”にしてロックを無効にしてください。

ロックが有効な状態でブロックイレーズ又はプログラムを

実行すると、それぞれイレーズステータスフラグ、プログラ

ムステータスフラグが“1”(エラー終了)となります。

ステータスチェック

フラッシュメモリ制御レジスタの各フラグを読み出すこと

で、プログラム、イレーズ動作を制御するシーケンサの動作

状態やイレーズ、プログラムの正常/エラー終了等の状態を

チェックすることができます。

以下にフラッシュメモリ制御レジスタの各フラグの内容を

説明します。

__

RY/BYステータスフラグ（ビット0）
__

RY/BYステータスフラグは、シーケンサの動作状況を知ら

せるもので電源投入後、及びリセット解除後は“1”(レディ)に

セットされています。

自動書き込みや自動消去の動作中は“0”(ビジー)にセットさ

れますが、これらの動作終了とともに“1”にセットされます。

イレーズステータスフラグ（ビット7）

イレーズステータスフラグは、自動消去の動作状況を知ら

せるもので、消去エラー（ロック状態のブロックに対するブ

ロックイレーズコマンド実行も含む）が発生すると“1”にセッ

トされます。イレーズステータスは、クリアステータスレジ

スタコマンド(5016)をライトしたときクリアされます。

プログラムステータスフラグ（ビット6）

プログラムステータスフラグは、自動書き込みの動作状況

を知らせるもので、書き込みエラー（ロック状態のブロック

に対するプログラムコマンド実行も含む）が発生すると“1”に

セットされます。プログラムステータスは、クリアステータ

スレジスタコマンド(5016)をライトしたときクリアされま

す。

イレーズステータスフラグ、プログラムステータスフラグ

のいずれかが“1”にセットされている状態では、プログラ

ム、ブロックイレーズ、イレーズ全アンロックブロック、

ロックビットプログラムコマンドは受け付けません。これら

のコマンドを実行する前にクリアステータスレジスタコマン

ド(5016)を実行し、これらのステータスフラグをクリアして

ください。

また、以下のときにはイレーズステータスフラグ、プログ

ラムステータスフラグの両方が“1”にセットされます(コマン

ドシーケンスエラー)。

(1) ロックビットプログラムコマンド(7716/D016)の第2バス

サイクルのデータに“D016”または“FF16”以外のデータ

を入力した場合。

(2) ブロックイレーズコマンド(2016/D016)の第2バスサイク

ルのデータに“D016”または“FF16”以外のデータを入力し

た場合。

(3) イレーズ全アンロックブロックコマンド(A716/D016)の

第2バスサイクルのデータに“D016”または“FF16”以外の

データを入力した場合。

ただし“FF16”を入力すると、リードアレイモードになると

ともに第1バスサイクルでセットアップしたコマンドはキャ

ンセルされます。

フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プ

ログラムの実行結果を知ることができます。

図106にフルステータスチェックフローチャート及び各エ

ラー発生時の対処方法を示します。
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図106. フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法

フラッシュメモリ制御レジスタリード�

NO

コマンドシーケンス�
エラー�

YES

YES

イレーズエラー�
�

NO

YES

プログラムエラー�
NO

終了�
（ブロックイレーズ、プログラム）�

①クリアステータスレジスタコマンド(5016)を実行し、これらのステータス�
　フラグをクリアしてください。�
②コマンドが正しく入力されているか確認の上、もう一度動作させてください。�
�

�

注4．イレーズステータスフラグ、プログラムステータスフラグのいずれかが“1”にセットされている状態では、プログラム、ブロックイレーズ、�
　　 イレーズ全アンロックブロック、ロックビットプログラムの各コマンドは受け付けられません。これらのコマンドを実行する前にクリア�
　　 ステータスレジスタコマンド(5016)を実行してください。�
�

プログラムステータスフラグ= 1

イレーズステータスフラグ= 1
and

?

イレーズステータスフラグ= 0?

プログラムステータスフラグ= 0?

①クリアステータスレジスタコマンド(5016)を実行し、イレーズステータス�
　フラグをクリアしてください。�
②リードロックビットステータスコマンドを実行し、エラーが発生したブロ�
　ックのロックビットが“0”であれば、ロックビット無効選択ビット（9E16�
　番地のビット2）を“1”にセットしてください。�
③再度、ブロックイレーズ又はイレーズ全アンロックブロックコマンドを実行�
　してください。�
　注1．それでもエラーが出る場合は、そのブロックを使用することはでき�
　　　 ません。また、上記②でロックビットが“1”である場合も、その�
　　　 ブロックは使用することができません。�

［ロックビットプログラム実行時］�
　①クリアステータスレジスタコマンド(5016)を実行し、プログラムステータス�
　　フラグをクリアしてください。�
　②ロックビット無効選択ビット（9E16番地のビット2）を“1”にセットして�
　　ください。　�
　③ブロックイレーズコマンドを実行し、エラーが発生したブロックをイレーズ�
　　してください。�
　④再度、ロックビットプログラムコマンドを実行してください。�
　　注3．それでもエラーが出る場合は、そのブロックを使用することはでき�
　　　　 ません。�

［プログラム実行時］�
　①クリアステータスレジスタコマンド(5016)を実行し、プログラムステータス�
　　フラグをクリアしてください。�
　②リードロックビットステータスコマンドを実行し、エラーが発生したブロ�
　　ックのロックビットが“0”であれば、ロックビット無効選択ビット（9E16�
　　番地のビット2）を“1”にセットしてください。�
　③再度、プログラムコマンドを実行してください。�
　　注2．それでもエラーが出る場合は、そのブロックを使用することはでき�
　　　　 ません。また、上記②でロックビットが“1”である場合も、その�
　　　　 ブロックは使用することができません。�
�
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交流電気的特性（Vcc = 5V±0.5V，Ta = 0～60℃，f(fsys)=26MHz（注））

記　号 項　　目
規　格　値

単位

mA
mA

Icc1
Icc2

最　小 標　準 最　大
VCC電源電流（プログラム時）
VCC電源電流（イレーズ時）

54
54

直流電気的特性（VCC=5V±0.5V，Ta=0～60℃，f(fsys)=26MHz（注））

各端子のVIH, VIL, VOH, VOL, IIH, IIL規格値は、マイコンモードの規格値に準じます。

注．f(fsys)はシステムクロックfsysの周波数を示します。

上記以外の規格値は、マイコンモードの規格値に準じます。

注．f(fsys)はシステムクロックfsysの周波数を示します。

項　　目
規　格　値

単位

μs
s
s
s
μs

最　小 標　準 最　大
ワードプログラム時間
4Kブロックイレーズ時間
56Kブロック, 64Kブロックイレーズ時間
イレーズ全アンロックブロック時間
ロックビットプログラム時間

12
0.2
0.3

0.3×n
20

160
6
8

8×n
400

n：イレーズするブロック数
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V

V

V

V

mW

℃
℃

単位

電源電圧
アナログ電源電圧
入力電圧

出力電圧

消費電力
動作周囲温度
保存温度

記　号 項　目

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,
____________ ______

VREF, XIN, RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI, VCONT

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,

XOUT

定　格　値
絶対最大定格

VCC

AVCC

VI

VO

Pd

Topr

Tstg

–0.3～6.5

–0.3～6.5

–0.3～VCC+0.3

–0.3～VCC+0.3

400

–20～85

–40～150
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単位

V
V
V
V
V
V
V
V

V
V

V
V
V
V

V
V

V
mA

mA

mA

mA

MHz
MHz

注1．SCLK, SDAはフラッシュメモリ内蔵版で、シリアル入出力モード時のみ使用する端子です。
　2．外部方形波入力の場合は最大52MHz、発振子接続の場合は最大26MHzとなります。

f(XIN)≧20MHzの場合には、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7, 6）を“11”（分周なし）以外にしてください。
　3．PLL周波数逓倍回路を使用する場合、システムクロック周波数f(fsys)が26MHzを越えないようにしてください。
　4．平均出力電流は100msの期間内での平均値です。
　5．P0, P1, P2, P8, P10, P11のIOL(peak)及びIOH(peak)の合計は80mA以下、P3, P4, P5, P6, P7のIOL(peak)及びIOH(peak)の合計は80mA以下にしてください。

推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=5V, Ta=–20～85℃）

電源電圧
アナログ電源電圧
電源電圧
アナログ電源電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“L”入力電圧
“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“H”尖頭出力電流

“H”平均出力電流

“L”尖頭出力電流

“L”平均出力電流

外部クロック入力周波数（注2）
システムクロック周波数（注3）

5.5

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

0.2VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

–10

–5

10

  5

52
26

VCC

AVCC

VSS

AVSS

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

IOH (peak)

IOH (avg)

IOL (peak)

IOL (avg)

f(XIN)
f(fsys)

____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
XIN (XIN入力レベル選択ビット=0時)
XIN (XIN入力レベル選択ビット=1時)
P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
__ __ ___ ___ ______ ____

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
____ ____

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RxD0, RxD1

SCLK, SDA（注1）
____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
XIN

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
__ __ ___ ___ ______ ____

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
____ ____

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RXD0, RXD1

SCLK, SDA（注1）
P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87,
P100~P107, P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87,
P100~P107, P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87,
P100~P107, P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87,
P100~P107, P110~P117

項　目記　号
最　大標　準最　小

規　格　値

5.0
VCC

0
0

4.5

0.8VCC

0.43VCC

0.8VCC

0.43VCC

0.43VCC

0.43VCC

0.43VCC

0
0
0

0
0

0
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IOH=–10mA

IOH=–400µA

IOH=–10mA

IOH=–400µA

IOL=10mA

IOL=2mA

IOL=10mA

IOL=2mA

VI=5.0V

VI=0V

VI=0V（プルアップトランジスタなし）

VI=0V（プルアップトランジスタあり）
クロック停止時
f(fsys)=26MHz

CPU動作時

クロック停止時Ta=25℃

クロック停止時Ta=85℃

–0.7

30

3

4.7

3.4

4.8

0.1

0.5

–0.4

4.5

“H”出力電圧

“H”出力電圧

“H”出力電圧

“L”出力電圧

“L”出力電圧

“L”出力電圧

 ヒステリシス

ヒステリシス
“H”入力電流

“L”入力電流

 “L”入力電流

RAM保持電圧
電源電流

VOH

VOH

VOH

VOL

VOL

VOL

VT+–VT-

VT+–VT-

IIH

IIL

IIL

VRAM

ICC

直流電気的特性（指定のない場合は、VCC=5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

µA

µA

µA

mA

V

mA

µA

測定条件
規　格　値

最小 単位

2

0.45

1.6

0.4

0.7

1.5

5

–5

–5

–1.1

45

50

300

項　目記　号
標準 最大

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P40,

P42, P44~P47, P100~P107, P110~P117

P31~P33

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P40,

P42, P44~P47, P100~P107, P110~P117

P31~P33

________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN,

TA0OUT~TA4OUT, TB0IN~TB2IN,
__ __ ___ ___ ______

KI0~KI3, INT0~INT4, NMI,
____ ____

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1,

RxD0, RxD1
____________

RESET

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
______ ______

RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P43, P50~P53,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
______

RESET, BYTE, MD0, MD1
______

P44~P47, P54~P57, NMI

出力専用端子は開放、その他の
端子はVSS又はVCC、外部方形波
クロック入力（XOUT開放）
PLL周波数逓倍回路動作時
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（注2）

（注1）

5

4.54　

 1.89　

2.7

0

10

±3

±2

VCC

VREF

分解能10ビットモード

分解能8ビットモード

Bits

LSB

LSB

kΩ
µs

V

V

分解能

絶対精度

ラダー抵抗

変換時間

基準電圧

アナログ入力電圧

–

–

RLADDER

tCONV

VREF

VIA

記　号 項　目

VREF=VCC

VREF=VCC

VREF=VCC

最　小
規　格　値

単位測　定　条　件

A-D変換特性（指定のない場合は、VCC=AVCC=5V±0.5V, VSS=AVSS=0V, Ta=–20～85℃）

注1．f(fsys)=26MHz時、カウントソースをf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。
　2．f(fsys)=26MHz時、カウントソースをf1（fsys）に設定した場合の値です。

最　大

D-A変換特性（指定のない場合は、VCC=5V, VSS=AVSS=0V, VREF=5V, Ta=–20～85℃）

注．D-A変換器1本使用、使用していないD-A変換器のD-Aレジスタの値が“0016”の場合です。
　　A-D変換器のラダー抵抗分は除きます。

リセット入力
リセット入力タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

RESET入力
tw(RESETL)

分解能

絶対精度

設定時間

出力抵抗

基準電源入力電流

8

±1.0

3

4

3.2

Bits

%

µs

kΩ
mA

–

–

tsu

RO

IVREF

記　号 項　目 最　小
規　格　値

単位測　定　条　件

1

最　大

（注）

µsRESET入力“L”パルス幅tw(RESETL)

記　号 項　目
最　小

規　格　値
単位

20

最　大

分解能10ビットモード
分解能8ビットモード
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外部クロック入力タイミング必要条件（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

0.55tc(in)

2.7

6.4

2.7

1/f(XIN)

0.45tc(in)

tw(half)-2

tw(half)-6

tw(half)-3.4

tw(half)-6.8

規　格　値

外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力半値パルス幅
外部クロック入力“H”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力“H”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力“L”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力“L”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力立ち上がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力立ち上がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力立ち下がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力立ち下がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝1時）

項　目
最　大最　小

tc(in)

tw(half)

tw(H)

tw(H)

tw(L)

tw(L)

tr

tr

tf

tf

単位記　号

外部クロック入力

外部クロック入力�

測定条件�
・VCC=5V±�0.5V, Ta= —20～85℃�
・入力タイミング電圧：VIL=0.16Vcc、VIH=0.43Vccで判定�
・入力タイミング電圧：VIL=0.16Vcc、VIH=0 8Vccで判定�

 （�tw(H), tw(L), tr, tf：XIN入力レベル選択ビット＝0時）�
（tw(H), tw(L), tr, tf：XIN入力レベル選択ビット＝1時）�

・入力タイミング電圧：0.33Vccで判定（tc(in),tw(half)：XIN入力レベル選択ビット＝0時）�
・入力タイミング電圧：0.5Vccで判定  （tc(in),tw(half)：XIN入力レベル選択ビット＝1時）�

tr tf
tw(L) tw(H) tw(half)

XIN

tc(in)

6.4
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内蔵周辺装置入出力タイミング（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85°C）
　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。（　）内の規格値は、f(fsys)=26MHz時、カウントソース
をf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。

最　小
規　格　値

項　目 最　大記　号 単位

タイマA入力（タイマモードのゲーティング入力）

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅

TAiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)
4×109

fi

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（ワンショットパルスモードの外部トリガ入力）

記　号

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

80

80

ns

ns

ns

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（パルス幅変調モードの外部トリガ入力）

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

80

80
ns

ns

TAiOUT入力サイクル時間
TAiOUT入力“H”パルス幅
TAiOUT入力“L”パルス幅
TAiOUT入力セットアップ時間
TAiOUT入力ホールド時間

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

tsu(UP-TIN)

th(TIN-UP)

最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力）

項　目

ns

ns

ns

ns

ns

2000

1000

1000

  400

  400

規　格　値

TAiIN入力サイクル時間
TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大最　小
tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

単位

タイマA入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

80

40

40

fi（i=1, 2, 16, 64, 512, 4096）：設定されているカウントソースを示します。
fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、タイマAクロック分周指定ビット（4516番
地のビット0、1）、及びカウントソース選択ビット（5616～5A16番地のビット6、7）で設定してください。

TAjIN入力サイクル時間
TAjIN入力セットアップ時間
TAjOUT入力セットアップ時間

tc(TA)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（イベントカウンタモードの二相パルス入力）

項　目

ns

ns

ns

800

200

200



118

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定

TAiIN入力

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

TAiIN入力
（立ち下がりカウント選択時）

TAiIN入力
（立ち上がりカウント選択時）

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

th(TIN-UP) tsu(UP-TIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

TAjIN入力

TAjOUT入力

tsu(TAjOUT-TAjIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

●タイマモードのゲーティング入力
●イベントカウンタモードのカウント入力
●ワンショットパルスモードの外部トリガ入力
●パルス幅変調モードの外部トリガ入力

●イベントカウンタモードの二相パルス入力

●イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力

tc(TA)



　119

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

項　目
最　大

記　号 単位最　小
規　格　値

タイマB入力（パルス周期測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)
4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位
最　小

規　格　値
タイマB入力（パルス幅測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)
8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

fi（i=2, 16, 64, 512）：設定されているカウントソースを示します。
fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、及びカウントソース選択ビット（5B16～5D16番地
のビット6、7）で設定してください。

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

A-Dトリガ入力

tc(AD)

tw(ADL)

_____

ADTRG入力サイクル時間（トリガ可能最小）
_____

ADTRG入力“L”パルス幅

1000

  125
ns

ns

規　格　値

TBiIN入力サイクル時間（片エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（片エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （片エッジカウント）
TBiIN入力サイクル時間（両エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（両エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （両エッジカウント）

項　目
最　大最　小

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

単位

タイマB入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

  80

  40

  40

160

  80

  80
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規　格　値

CLKi入力サイクル時間
CLKi入力“H”パルス幅
CLKi入力“L”パルス幅
TxDi出力遅延時間
TxDiホールド時間
RxDi入力セットアップ時間
RxDi入力ホールド時間

項　目 最　大最　小
tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

td(C-Q)

th(C-Q)

tsu(D-C)

th(C-D)

単位

シリアルI/O

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

200

100

100

    0

  20

  90

項　目
最　大

記　号 単位最　小
規　格　値

____ ______ ___

外部割り込みINTi入力、NMI入力、キー入力割り込みKIi入力

tw(INH)

tw(INL)

____ ______ ___

INTi入力、NMI入力、KIi入力“H”パルス幅
____ ______ ___

INTi入力、NMI入力、KIi入力“L”パルス幅

250

250

ns

ns

  80

INTi入力
NMI入力
KIi入力

TBiIN入力

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

ADTRG入力

tc(AD)

tw(ADL)

測定条件
・Vcc=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

tsu(D-C)

CLKi入力

TxDi出力

RxDi入力

tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

tw(INL)

tw(INH)

td(C-Q) th(C-D)

th(C-Q)
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tc–15

tc–15

–15

–15

–15

–15

–15

0

0

0

0

0

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

40

  0

40

  0

________

RDY入力セットアップ時間
________

RDY入力ホールド時間
__________

HOLD入力セットアップ時間
__________

HOLD入力ホールド時間

レディー機能、ホールド機能タイミング

タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

最　大項　目記　号 単位最　小
規　格　値

tsu(RDY-φ1)

th(φ1-RDY)

tsu(HOLD-φ1)

th(φ1-HOLD)

規　格　値

__________

HLDA出力遅延時間
__________

リード後HLDA“L”出力遅延時間
__________

ライト後HLDA“L”出力遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間

項　目 最　大最　小

td(φ1-HLDAL)

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

単位

スイッチング特性（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

記　号

20

10

10

10

10

10

（注）

（注）

注．tc＝1/f(fsys)
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AAAA

φ1

RDY入力

tsu(RDY-φ1)

RD
BLW
BHW

AAA
：ソフトウエアによるウエイト（上記はバスサイクル1φ+2φ選択時）

：レディー機能によるウエイト

RDY入力

th(φ1-RDY)

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・RDY入力、HOLD入力 ：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・HLDA出力 ：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

φ1

HOLD入力

tsu(HOLD-φ1)

td(φ1-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

th(φ1-HOLD)

td(φ1-HLDAL)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

HOLD入力

HLDA出力

RD

BLW
BHW

CSi

A0～A23出力

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

ALE
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外部バスタイミング

　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。算出式の中の記号は以下の値を示します。

タイミング必要条件（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

バスサイクル WH WL

1φ+1φ
1φ+2φ
1φ+3φ
2φ+2φ

1
1
1
2

1
2
3
2

バスサイクル WH WL

2φ+3φ
2φ+4φ
3φ+3φ
3φ+4φ

2
2
3
3

3
4
3
4

tc=1/f(fsys)

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

(WH+WL)tc-45

(WH+WL-0.5)tc-35

(WH+WL-0.5)tc-35

WL×tc-30

WL×tc-35

 (WH+WL-0.5)tc-35

15

0

8

規　格　値

アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
アドレスアクセス時間（マルチプレックスバス選択ビット＝1時）
チップセレクトアクセス時間
リードアクセス時間
リードデータセットアップ時間
リード後データ入力ホールド時間
バーストROMアクセス時アドレスアクセス時間
バーストROMアクセス時アドレス後データホールド時間

項　目
最　大最　小

ta(A-D)

ta(A-D)

ta(LA-D)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

tsu(D-RDL)

th(RDH-D)

ta(BA-D)

th(BA-D)

単位記　号

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

(注)
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スイッチング特性（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

注1．直前のバスサイクルが、リカバリサイクル挿入を選択した領域に対するアクセスであった場合は、tc（リカバリサイクル挿入数1サイクル）［ns］、又は2tc（リカバリサイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。
　2．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスした場合は、tc（リカバリサイクル挿入数1サイクル）、又は2tc（リカバリサイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。
　3．ここでは、次のバスサイクルのWHを示します。
　4．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスし、かつリカバリサイクル挿入数2サイクルの場合、tc［ns］だけ延びます。

リード“L”出力遅延時間
リード“H”出力遅延時間
ライト“L”出力遅延時間
ライト“H”出力遅延時間
チップセレクト“L”出力遅延時間
チップセレクト“H”出力遅延時間
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ALEパルス幅
　　 　

アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝0時）
アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝1時）
リード出力パルス幅
リード出力“H”幅（注1）
リード後ライトディセーブル有効時間（注2）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
リード開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後リード
ディセーブル有効時間
リード前チップセレクト有効時間
リード完了前チップセレクト出力有効時間
リード後チップセレクトホールド時間
リード後次ライトサイクルデータ出力遅延時間（注2）
ライト出力パルス幅
ライト出力“H”幅（注1）
ライト後リードディセーブル有効時間（注2）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
ライト開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後ライト
ディセーブル有効時間
ライト前チップセレクト有効時間
ライト完了前チップセレクト出力有効時間
ライト後チップセレクトホールド時間
ライト完了前データ出力有効時間
ライト後データホールド時間（注4）
ライト後フローティング開始遅延時間（注4）

バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

　
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

0
0
0
0
0

10
25
16

20

20

0.5tc+10

–18
–18
–18
–18
–20
–22
–5

–20
0.5tc-19

tc-20
1.5tc-20

tc-30
1.5tc-30
2tc-30

0.5tc-19
tc-20

1.5tc-20
WL×tc-15
WH×tc-15

WH×tc-15 (注3)
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
WH×tc-15 (注3)

WL×tc-15
WH×tc-15

WH×tc-15 (注3)
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
WL×tc-20
0.5tc-10

規　格　値
項　目

最　大最　小
td(φ1-RDL)

td(φ1-RDH)

td(φ1-BXWL)

td(φ1-BXWH)

td(φ1L-CSiL)

td(φ1L-CSiH)

td(φ1H-A)

td(φ1L-A)

tw(ALEH)

td(A-ALEL)

td(A-ALEL)

tw(RDL)

tw(RDH)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)

td(A-RDH)

th(RDH-A)

th(RDH-A)

td(RDH-ALEL)

td(ALEL-RDH)

td(CSiL-RDH)

td(CSiL-RDL)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-D)

tw(BXWL)

tw(BXWH)

td(BXWH-RDH)

td(A-BXWH)

td(A-BXWH)

th(BXWH-A)

th(BXWH-A)

td(BXWH-ALEL)

td(ALEL-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

td(CSiL-BXWL)

th(BXWH-CSiL)

td(D-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

単位記　号
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td(LA-RDH)

td(LA-ALEL)

th(ALEL-LA)

tpxz(RDH-LAZ)

td(LA-BXWH)

tpzx(RDH-DZ)

スイッチング特性（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

5

規　格　値

リード前アドレス有効時間
アドレス確定後
ALE完了遅延時間
ALE完了後
アドレスホールド時間
フローティング開始遅延時間
ライト前アドレス有効時間
フローティング解除遅延時間

項　目
最　大最　小

単位記　号

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

   (WH-0.5)tc-19

tc-20

1.5tc-20

0.5tc-19

tc-15

   (WH-0.5)tc-19

0.5tc-19

（注）
（注）

（注）

（注）

（注）
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バスサイクル＜読み出し時＞

CSi

A0～A23

D0～D7, D8～D15

th(RDH-D)

th(RDH-A)

RD

tw(RDL)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

ta(A-D)

td(CSiL-RDL)

tsu(D-RDL)

ALE

tw(ALEH)

td(RDH-ALEL)

φ1

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)
tw(RDH)

td(RDH-D)

BLW
BHW

td(φ1-RDL)

A0～A23

th(RDH-A)
td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

ta(A-D)

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-ALEL)

td(φ1H-A)
td(φ1L-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(φ1-RDH)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)
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A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

＜書き込み時＞

CSi

th(BXWH-A)

RD

td(CSiL-BXWL)

ALE

tw(BXWL)

td(BXWH-ALEL)

D0～D7, D8～D15

td(D-BXWL) th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

BLW
BHW

φ1

バスサイクル

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-A)
td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)

tw(ALEH)
td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(BXWH-RDH)

td(φ1-BXWH)

th(BXWH-CSiL)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(A-BXWH)

td(φ1L-A)



128

三菱マイクロコンピュータ

M37911FGCHP

SINGLE-CHIP 16-BIT CMOS MICROCOMPUTER FLASH MEMORY VERSION
開発中

A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-RDH)

バスサイクル

CSi

D0～D7, D8～D15

RD

ALE

BLW
BHW

fsys

td(CSiL-RDL)

td(A-ALEL)

＜読み出し時＞

th(RDH-D)

th(RDH-A)

tw(RDL)

ta(CSiL-D)
ta(RDL-D)

ta(A-D)

tsu(D-RDL)

tw(ALEH)

tc

tw(RDH)

td(RDH-D)

td(ALEL-RDH)

φ1

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

td(φ1-RDL) td(φ1-RDH)

LA0/D0～LA7/D7

th(RDH-D)
ta(LA-D)

ta(RDL-D)

td(LA-RDH)

tsu(D-RDL)

tpzx(RDH-DZ)

td(LA-ALEL) th(ALEL-LA)
tpxz(RDH-LAZ)

（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

th(RDH-A)td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

ta(A-D)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 入力データ アドレス

td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(RDH-BXWH)

th(RDH-CSiL)

td(A-ALEL)

td(φ1L-A)
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（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

CSi

RD

ALE

D0～D7, D8～D15

BLW
BHW

td(CSiL-BXWL)

＜書き込み時＞

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

tw(ALEH)

tw(BXWL)

td(D-BXWL)
th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(ALEL-BXWH)

バスサイクル

φ1

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(D-BXWL)

th(ALEL-LA)td(LA-ALEL)

td(LA-BXWH)

LA0/D0～LA7/D7

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

fsys

tc

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 出力データ

td(φ1-BXWH)td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(A-ALEL)

th(BXWH-CSiL)

td(BXWH-RDH)

td(φ1L-A)
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バ
ー
ス
ト
R
O
M
ア
ク
セ
ス
：
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ス
サ
イ
ク
ル
1φ

+1
φ
、
バ
ス
サ
イ
ク
ル
1φ

+2
φ
、
バ
ス
サ
イ
ク
ル
1φ

+3
φ
、

 
バ
ス
サ
イ
ク
ル
2φ

+3
φ
、
バ
ス
サ
イ
ク
ル
2φ

+4
φ
選
択
時

t h
(B
A
-D
)

t d
(R
D
H
-B
X
W
H
)

測
定
条
件

・
V
C
C
=5

V
±
0.
5V

, T
a=

 –
20
～
85
℃

・
入
力
タ
イ
ミ
ン
グ
電
圧
：
V
IL
=0

.8
V
, V

IH
=2

.1
5V

で
判
定

・
出
力
タ
イ
ミ
ン
グ
電
圧
：
V
O
L=
0.
8V

, V
O
H
=2

.0
V
, C

L =
15

pF
で
判
定
（
C
S
i ）

・
出
力
タ
イ
ミ
ン
グ
電
圧
：
V
O
L=
0.
8V

, V
O
H
=2

.0
V
, C

L =
50

pF
で
判
定
（
C
S
i以

外
）

B
LW

B
H
W

D
0～

D
7,
D
8～

D
15R
D

ta
(R
D
L-
D
)

td
(A
-R
D
H
)

C
S
i

th
(R
D
H
-A
)

ta
(C
S
iL
-D
)

ta
(A
-D
)

ta
(B
A
-D
)

A
0 ～

A
23

t h
(B
A
-D
)

th
(B
A
-D
)

th
(R
D
H
-D
)

ta
(B
A
-D
)

ta
(B
A
-D
)

th
(R
D
H
-C
S
iL
)

td
(C
S
iL
-R
D
H
)

td
(A
-A
LE

L)t w
(A
LE

H
)

A
LE

td
(R
D
H
-A
LE

L)
tw

(R
D
H
) td
(A
-R
D
H
)

t h
(R
D
H
-A
)

A
0～

A
23

t a
(A
-D
)

（
ア
ド
レ
ス
出
力
選
択
ビ
ッ
ト
＝
0時

）

（
ア
ド
レ
ス
出
力
選
択
ビ
ッ
ト
＝
1時

）

td
(A
-A
LE

L)
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Rev.
 

D)
 

　No
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誤 正

全ペ－ジ
ヘッダ

M37911FGC
 

GP, M37911FGC
 

HP M37911FGC
 

HP

1ペ－ジ
概要

1

 

4～15行目

•••• 内蔵す
 

る中央
 

演算処
 

理装
 

置の制
 

御で書
 

き込み
 

、消
 

去を
行う

 

機能も

 

有し

 

ていま

 

す。ま

 

た、書

 

き込

 

み、消

 

去を行

 

う
機能

 

ももっ

 

てい

 

ますの

 

で、マ

 

イクロ

 

コン

 

ピュー

 

タを基

 

板
に •••

 

•

•••• 内蔵す
 

る中央
 

演算処
 

理装
 

置の制
 

御で書
 

き込み
 

、消
 

去を
行う

 

機能も

 

有し

 

ていま

 

すので

 

、マイ

 

クロ

 

コンピ

 

ュータ

 

を
基板

 

に ••••

1ペ－ジ
特

 

長

 

;

 

 

 

命

 

令

 

実

 

行

 

時

 

間
最短
 

命令、
 

シス
 

テムク
 

ロック
 

27MH
 

z時..................
 

....37ns 最短
 

命令、
 

シス
 

テムク
 

ロック
 

26MH
 

z時..................
 

....38ns

1ペ－ジ
応

 

用
CD
 

-
 

RO
 

M,  DVD-ROM,  
 

HDD、高密
 

度FDD、プ
 

リンタ
 

な
どの

 

パーソ

 

ナル

 

コンピ

 

ュータ

 

周辺機

 

器制

 

御

1ペ－ジ
特

 

長；

 

割り込

 

み
割り
 

込み..............外部6要
 

因、内
 

部16要因
 

、7レベ
 

ル 割り
 

込み..............外部6要
 

因、内
 

部15要因
 

、7レベ
 

ル

※

M37911FGC
 

GPピ
 

ン接続
 

図(上
 

面図
 

) （図
 

削除）

命令
 

実行時
 

間　
 

 
 

 37ns
 

 (
 

f(fsys)=27MHz時, 最短
 

命令) 命令
 

実行時
 

間　
 

 
 

 38ns
 

 (
 

f(fsys)=26MHz時, 最短
 

命令)

マス
 

カブル割り
 

込み

ノン
 

マスカ
 

ブル

・・
 

・・
・・

 

・・

外部
 

1要因、
 

内部3要
 

因

消費
 

電力　
 

       
 

150mW
 

 (f(fsys)
 

=2
 

7MHz時, 標
 

準, PLL周　
　　

 

　　　

 

　　

 

波数逓

 

倍回路

 

動作時

 

)

シス
 

テムク
 

ロッ
 

ク入力
 

周波数
 

f(fsys)　
 

　27MHz
 

(
 

最大
 

)

3ペ－ジ
性能概

 

要

シス
 

テムク
 

ロッ
 

ク入力
 

周波数
 

f(fsys)　
 

　26MHz
 

(
 

最大
 

)

外部
 

クロッ
 

ク入
 

力周波
 

数f(XIN)　
 

　54MHz(最大
 

 ••••) 外部
 

クロッ
 

ク入
 

力周波
 

数f(XIN)　
 

　52MHz(最大
 

 ••••)

マス
 

カブル割り
 

込み

ノン
 

マスカ
 

ブル

・・
 

・・
・・

 

・・

外部
 

1要因、
 

内部2要
 

因

消費
 

電力　
 

       
 

150mW
 

 (f(fsys)
 

=2
 

6MHz時, 標
 

準, PLL周　
　　

 

　　　

 

　　

 

波数逓

 

倍回路

 

動作時

 

)

8ペ－ジ
右4行

 

目
7FF
 

FC016番
 

地か
 

ら7FF
 

FFF16番
 

地は•••• 7FF
 

FB01
 

6番地
 

から7F
 

FFF
 

F1
 

6番地
 

は••••

4ペ－ジ
コマ
 

ンド数
 

　  　　
 

　8コマ
 

ンド コマ
 

ンド数
 

　  　　
 

　8コマ
 

ンド
 

（注2）

注．
 

ブート
 

RO
 

M領
 

域には
 

 •••• が格
 

納され
 

ていま
 

す。 注1．
 

ブート
 

R
 

OM領
 

域には
 

 •••• が格
 

納され
 

ていま
 

す。
　2．

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モー

 

ド時は

 

7コマン

 

ドとな

 

ります

 

。

8ペ－ジ
図1

予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
INT4

7F
 

FFC016

インタラプト
ベクトルテーブル

•
•

予約領域
予約領域

予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
予約領域
INT4

7F
 

FFB016

インタラプト
ベクトルテーブル

•
•

7F
 

FFD016

図1．
 

M379
 

11F
 

G
 

CGP, M3791
 

1F
 

G
 

CHPのメ
 

モリ
 

配置図
(シ

 

ングル

 

チッ

 

プモー

 

ド時)
図1．
 

M379
 

11F
 

G
 

CHPのメ
 

モリ配
 

置図
 

(シン
 

グルチ
 

ップ
モー

 

ド時)

CD
 

-
 

RO
 

M,  DVD-ROM,  
 

HDD、プリ
 

ンタな
 

どの
 

パーソ
 

ナ
ルコ

 

ンピュ

 

ータ

 

周辺機

 

器制御

1ペ－ジ
概要

8～9行目

•••• 切
 

り替え
 

可能)
 

な中
 

央演算
 

処理装
 

置、及
 

び高
 

速に命
 

令
を実

 

行する

 

ため

 

のバス

 

インタ

 

フェー

 

ス装

 

置を備

 

えてい

 

ま
す。

 

したが

 

って

 

大量の

 

データ

 

を高速

 

に処

 

理する

 

必要の

 

あ
る、

 

O

 

A

 

、事務

 

機器、

 

産業

 

機器の

 

制御に

 

適して

 

いま

 

す。
一方

 

、内蔵

 

のフ

 

ラッシ

 

ュ ••••

•••• 切
 

り替え
 

可能)
 

な中
 

央演算
 

処理装
 

置、高
 

速に
 

命令を
 

実
行す

 

るため

 

のバ

 

スイン

 

タフェ

 

ース装

 

置、

 

及び豊

 

富な周

 

辺
装置

 

を備え

 

てい

 

ます。
一方

 

、内蔵

 

のフ

 

ラッシ

 

ュ ••••

※

Conf
 

i
 

d
 

ential （削
 

　除）※

注．
 

発振子
 

接続
 

の場合
 

は、最
 

大16MHz
 

と
 

なりま
 

す。 （削
 

　除）※
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44ペ－ジ
左38行目

10ペ－ジ
図3

M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.2
誤 正

44ペ－ジ
表8

16ペ－ジ
図6

b3
 
1 b0

DB データバッファ
b3
 
1 b0

DQ データバッファ

•••項
 

で説明
 

します
 

。
同一

 

サンプ

 

リン

 

グ時点

 

で複数

 

の••••
•••項
 

で説明
 

します
 

。
フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リのCPU書き

 

換えモ

 

ード

 

1

 

に

 

おい

 

て、
監視

 

タイマ

 

割り

 

込みの

 

機能が

 

変わり

 

ます

 

。詳細

 

はCPU
書き

 

換えモ

 

ード

 

1

 

の

 

項を

 

参照し

 

てくだ

 

さい。
同一

 

サンプ

 

リン

 

グ時点

 

で複数

 

の••••

注．
 

フラッ
 

シュ
 

メモリ
 

のCPU書き換
 

えモ
 

ード1に
 

おいて
 

、
　　

 

監視タ

 

イマ

 

割り込

 

みの機

 

能が変

 

わり

 

ます。

 

詳細は
　　

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換

 

えモー

 

ド1の項

 

を参照

 

してく

 

ださ

 

い。

40ペ－ジ
図25

CS0領域先頭
アドレスレジスタ

CS0領域先頭アドレスレジスタ

モード0選択時 ••••
モード1選択時 ••••
••••••••
（読み出し時、ビット0～3

 

は
　常に“0”）

3 246 57 1

CS0領域先頭アドレスレジスタ

モード0選択時 ••••
モード1選択時 ••••
••••••••
（読み出し時、ビット0は常に
“0”）

3 246 57 1

44ペ－ジ
図29

9ペ－ジ
図2 予

 
約領域

 
（注）

14ペ－ジ
命令セット

CPUコアは
 

、既
 

存の7700/7750
 

/7751シリ
 

ーズ
 

C
 

P
 

U
 

コ
 

ア
の拡

 

張命令

 

セッ

 

トを持

 

ち、••••
CPUコアは
 

、既
 

存の7700/7751
 

シ
 

リー
 

ズCPUコアの
 

拡張
命令

 

セット

 

を持

 

ち、••••

※

外部割り込み入力読み出しレジスタ
1 024 35

KI0入力ラッチ読み出しビット(注)
　0 

 

: “L

 

”レベル入力あり
　1 

 

: “L

 

”レベル入力なし

KI1入力ラッチ読み出しビット(注)
　0 

 

: “L

 

”レベル入力あり
　1 

 

: “L

 

”レベル入力なし

KI2入力ラッチ読み出しビット(注)
　0 

 

: “L

 

”レベル入力あり
　1 

 

: “L

 

”レベル入力なし

KI3入力ラッチ読み出しビット(注)
　0 

 

: “L

 

”レベル入力あり
　1 

 

: “L

 

”レベル入力なし

外部割り込み入力読み出しレジスタ
1 024 35

KI0入力検出ビット(注)
　0 

 

: 立ち下がり入力あり
　1 

 

: 立ち下がり入力なし

KI1入力検出ビット(注)
　0 

 

: 立ち下がり入力あり
　1 

 

: 立ち下がり入力なし

KI2入力検出ビット(注)
　0 

 

: 立ち下がり入力あり
　1 

 

: 立ち下がり入力なし

KI3入力検出ビット(注)
　0 

 

: 立ち下がり入力あり
　1 

 

: 立ち下がり入力なし

（削
 

　除）

監視
 

タイマ
 

（注
 

） 監視
 

タイマ

予約
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予
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注2）
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006
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D1
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006
 

516～00
 

006
 

D1

 

6番地)

注．
 

この番
 

地は
 

、書き
 

込み禁
 

止です
 

。 注1．
 

読み出
 

し及び
 

書き
 

込み禁
 

止
　2．

 

書き込

 

み禁止

※
予約

 
領域（

 
注2）

(00
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00
 

09
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A16, 
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BE1
 

6, 
 

00
 

00BF16番地)

(0
 
000
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6番地) (0
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6番地)

『予約
 

領域（
 

注2）』
 

を追記

(0
 
000

 
E016 ～ 000

 
0FB16番地) (0

 
000
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0FB16番地)
『予約

 
領域（

 
注1）』

 
を追記

(0
 
000

 
FC1

 
6 ～ 000

 
0FF16番地)

予
 

約領域
 

（注）
(0
 
000

 
FC1

 
6 ～ 000

 
0FF16番地)

予約
 

領域（
 

注1）

9ペ－
 

ジ 図2, 
10ペ－ジ

 

 図3
※

30ペ－ジ
表4

注意事項

••••、
 

R
 

DYを
 

“H”レ
 

ベルに
 

した後
 

のRD, 
 

B
 

LW, BHW立
ち上

 

がりサ

 

イク

 

ル(解

 

除タイ

 

ミング

 

)を

 

選択す

 

ること

 

がで
きま

 

す。

••••、
 

R
 

DYを
 

“H”レ
 

ベルに
 

した後
 

のRD, 
 

B
 

LW, BHW立
ち上

 

がりサ

 

イク

 

ル(RDY解除

 

タイミ

 

ング

 

)を選

 

択する

 

こと
がで

 

きます

 

。

※

12ペ－ジ
3.

 

割り込み禁止フラグI ••••。
 

SEI、
 

C
 

LI命令
 

、又
 

はSEP
 

、CLP命令
 

で直接••••
(5
 
行目)

••••。
 

SEI、
 

C
 

LI命令
 

、又
 

はCLP命令
 

で直接••••
(5
 
行目)※
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外部割り込み入力読み出しレジスタ
3 246 57

外部割り込み入力読み出しレジスタ
3 246 57

読み出し時、その内容は不定

44ペ－ジ
図29

48ペ－ジ
図34

INT3/キ
 

ー入力
 

割り
 

込み機
 

能ブロ
 

ック図 （図
 

変更）

49ペ－ジ
左2行目

•••• 入力ラ
 

ッチを
 

もって
 

おり
 

、各端
 

子への
 

“1”入
 

力
を保

 

持する••••
•••• 入力ラ
 

ッチを
 

もって
 

おり
 

、各端
 

子への
 

立ち下
 

がり
エッ

 

ジ入力

 

を保

 

持する••••

49ペ－ジ
左5～6行目

また
 

、各ビ
 

ット
 

への“
 

0”書き
 

込みで
 

“1”に
 

クリア
 

され
ます

 

。
また
 

、各ビ
 

ット
 

への“
 

0”書き
 

込みに
 

よって
 

、そ
 

のビッ
トの

 

内容は

 

“1”に

 

初期

 

化され

 

ます。
※

57ペ－ジ
左27行目

••••。その後
 

、タイ
 

マA
 

i開始フ
 

ラグの
 

内容を
 

“1”に
 

し、
ソフ

 

トウエ

 

アト

 

リガあ

 

るいは

 

、••••
••••。
 

その後
 

、タイ
 

マA
 

iカウン
 

ト開始
 

フラグ
 

の内
 

容を
“1”

 

にし、

 

ソフト

 

ウエ

 

アトリ

 

ガある

 

いは、••••
※

78ペ－ジ
右10行目

なお
 

、D-A変
 

換器
 

を使用
 

しない
 

場合に
 

は、
 

対応す
 

るD-A出
力許

 

可ビッ

 

ト及

 

びD-Aレ

 

ジスタ

 

、バッ

 

ファ

 

レジス

 

タをす

 

べ
て“

 

0”にし

 

てくだ

 

さい

 

。

78ペ－ジ
右下4行目

D-Ai端
 

子は
 

入出力
 

ポート
 

、D-A変
 

換器
 

の•••

なお
 

、D-A変
 

換器
 

を使用
 

しない
 

場合に
 

は、
 

対応す
 

るD-A変
換器

 

のD-Aレ

 

ジス

 

タ、D-A

 

出力許

 

可ビ

 

ット、

 

及び出

 

力タイ
ミン

 

グトリ

 

ガ要

 

因選択

 

ビット

 

をすべ

 

て“

 

0

 

”

 

にし

 

てくだ

 

さ
い。

D-Ai端
 

子は
 

入出力
 

ポート
 

、A-
 

D
 

変
 

換器
 

の•••

78ペ－ジ
左6行目

D-Aレ
 

ジスタ
 

に書
 

き込ん
 

だ値が
 

バッフ
 

ァレ
 

ジスタ
 

に転送
 

さ
れた

 

後、こ

 

の設

 

定値に

 

対する

 

A-D変換

 

が行

 

われま

 

す。
　D-A

 

レジス

 

タ設

 

定値を

 

バッフ

 

ァレジ

 

スタ

 

に転送

 

するた

 

め
のタ

 

イミン

 

グト

 

リガ要

 

因は、

 

D

 

-

 

A制御

 

レジ

 

スタ1で

 

、それ
ぞれ

 

のD-A変

 

換器

 

につい

 

て設定

 

します

 

。バ

 

ッファ

 

レジス

 

タ
は選

 

択した

 

タイ

 

ミング

 

トリガ

 

要因が

 

発生

 

するこ

 

とで有

 

効
にな

 

り、R-

 

2

 

Rの

 

ラダー

 

抵抗に

 

入力さ

 

れま

 

す。

D-Aレ
 

ジスタ
 

iに書
 

き込ま
 

れた設
 

定値
 

は、書
 

き込み
 

サイク
ルの

 

終了と

 

とも

 

にバッ

 

ファレ

 

ジスタ

 

に出

 

力され

 

ます。

 

一
方、

 

バッフ

 

ァレ

 

ジスタ

 

はD-A制

 

御レジ

 

スタ

 

1

 

の

 

D-Ai出

 

力タ
イミ

 

ングト

 

リガ

 

要因選

 

択ビッ

 

トで指

 

定し

 

た要因

 

が発生

 

し
た時

 

、D-Aレ

 

ジス

 

タiから

 

の設定

 

値を

 

取り込

 

み、R-2Rラダ
ー抵

 

抗に出

 

力し

 

ます。

 

この設

 

定値に

 

応じ

 

てR-2Rラダー

 

抵
抗は

 

アナロ

 

グ電

 

圧を発

 

生し、

 

出力し

 

ます

 

。した

 

がって

 

、
D-Ai出

 

力タ

 

イミン

 

グトリ

 

ガ要因

 

選択

 

ビット

 

で、新

 

しい設
定値

 

に対す

 

るD-A

 

変換開

 

始タイ

 

ミング

 

を選

 

択する

 

ことが

 

で
きま

 

す。な

 

お、

 

各タイ

 

マのア

 

ンダフ

 

ロー

 

時を選

 

択する

 

場
合に

 

は、タ

 

イマ

 

モード

 

を使用

 

してく

 

ださ

 

い。
また

 

、D-Ai

 

出力タ

 

イミン

 

グトリ

 

ガ要

 

因選択

 

ビット

 

を
“00”

 

にした

 

場合に

 

は、D-

 

Aレジ

 

スタiへ

 

の書き

 

込み

 

完了
とと

 

もに設

 

定値

 

がその

 

ままR-2Rラダ

 

ー抵

 

抗に出

 

力され

 

ま
す。

78ペ－ジ
図76 CS0領域先頭アドレスレジスタ

D-A0出力 •••• 選択ビット
 ••••

3 246 57 1 0

D-A1出力 •••
 

• 選択ビット
 ••

 

••
D-A2出力 •••• 選択ビット
 ••••

CS0領域先頭アドレスレジスタ

D-A0出力 •••• 選択ビット（注）
 ••••

3 246 57 1 0

D-A1出力 •••
 

• 選択ビット（注）
 ••

 

••
D-A2出力 •••• 選択ビット（注）
 ••••

注．
 

各タイ
 

マの
 

アンダ
 

フロー
 

時を選
 

択す
 

る場合
 

には、
　　

 

タイマ

 

モー

 

ドを使

 

用して

 

くださ

 

い。

72ページ
表13

CTS2

機　
 

能

P80/CT
 

S0/
 

RTS0端子(注1) P81/CT
 

S0 •••••
CTS0

機　
 

能

P80/CT
 

S0/
 

RTS0端子(注1) P81/CT
 

S0 •••••

78ペ－ジ
図77

注．
 

D
 

-
 

A変換
 

器を
 

使用し
 

ない場
 

合には
 

、D-A
 

i出力許
 

可ビッ
　　

 

ト、D-

 

Aレジ

 

スタi、

 

バッフ

 

ァレ

 

ジスタ

 

iの内容

 

をすべ
　　

 

て“0”

 

にして

 

くだ

 

さい。

注．
 

D
 

-
 

A変換
 

器を
 

使用し
 

ない場
 

合には
 

、対
 

応する
 

D
 

-
 

A変換
　　

 

器のD-

 

Aレジ

 

スタ、

 

D

 

-

 

A出力

 

許可

 

ビット

 

、及び

 

出力タ
　　

 

イミン

 

グト

 

リガ要

 

因選択

 

ビット

 

をす

 

べて“

 

0”にし

 

て
　　

 

くださ

 

い。

82ページ
左1

 

4～15行目
RESE
 

T端子
 

に“L”
 

を印加
 

、ST
 

P命令
 

を実行
 

、監
 

視タイ
マレ

 

ジスタ

 

(6016番地

 

)への

 

書き込

 

みを

 

行った

 

とき、

 

及び
監視

 

タイマ

 

の最

 

上位ビ

 

ットが

 

“0”に•••

リセ
 

ットを
 

実行
 

、ST
 

P命令
 

を実行
 

、監視
 

タイマ
 

レジ
 

スタ
(601

 

6番地

 

)へ

 

の書き

 

込みを

 

実行、

 

及び

 

監視タ

 

イマの

 

最上位
ビッ

 

トが“

 

0”に•••

※
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82ページ
図82

※

fDIV12
 

8

fDIV64

fDIV32

fDIV16

fDIV12
 

8

fDIV64

fDIV32

fDIV16

RESET

STP
 

命令

監視タイマレジスタへの書き込み

リセット

STP
 

命令

監視タイマレジスタへの書き込み

83ペ－ジ
左最終行

•••の
 

項を参
 

照）。•••の
 

項を参
 

照）。
　フ

 

ラッシ

 

ュメ

 

モリの

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モー

 

ド1にお

 

いて、
監視

 

タイマ

 

は停

 

止しま

 

す。詳

 

細はCPU書

 

き換え

 

モード

 

1
の項

 

を参照

 

して

 

くださ

 

い。

83ペ－ジ
左7～8行目

MOVM命令
 

、ST
 

A命令
 

を使
 

用し、
 

“7916”、“
 

5016”を
2回連

 

続して

 

書き込

 

むこ

 

とによ

 

り行わ

 

れます

 

。
MOVM命令
 

、ST
 

A命令
 

を使
 

用し、
 

“7916”、“
 

5016”を
連続

 

して書

 

き込

 

むこと

 

により

 

行いま

 

す。

85ページ
図84

出力

1

出力

1

(内蔵周辺装置)

【破線枠内なし】
P40/AL

 

E、P41/φ1、P42/HL

 

DA、P83/TxD0、P87/TxD1

•••••••••

【破線枠内なし】
P40/AL

 

E、P41/φ1、P42/HL

 

DA、P83/TxD0、P87/TxD1

•••••••••

※

87ペ－ジ
図88

0 0 0 11CS0制御レジスタH　　　　(811
 

6)•••

88ペ－ジ
図87

0 0 0 0 000特殊機能選択レジスタ0　　(621
 

6)•••

0 0 0 10CS0制御レジスタH　　　　(811
 

6)•••

0016プログラムバンクレジスタPG

FFF1
 

6スタックポインタ

7F1
 

6プログラムバンクレジスタPG

27FF16スタックポインタ

0 1 0 0 000特殊機能選択レジスタ0　　(621
 

6)•••

89ペ－ジ
1

 

7～19行目
•••• また、
 

この場
 

合には
 

特殊
 

機能選
 

択レジ
 

スタ0の
 

 ビット
1 (ク

 

ロック

 

外部入

 

力選

 

択ビッ

 

ト)に

 

“1”を

 

設定す

 

るこ

 

と
によ

 

り、ク

 

ロッ

 

ク発振

 

回路の

 

動作を

 

停止

 

し、消

 

費電力

 

を
削減

 

するこ

 

とが

 

できま

 

す。な

 

お、•

 

••• 

•••• また、
 

この場
 

合には
 

特殊
 

機能選
 

択レジ
 

スタ0の
 

 ビット
1 (ク

 

ロック

 

外部入

 

力選

 

択ビッ

 

ト)に

 

“1”を

 

設定し

 

て、

 

ク
ロッ

 

ク発振

 

回路

 

の動作

 

を停止

 

してく

 

ださ

 

い。な

 

お、•••• 

89ペ－ジ
3～9行目、

12行目

図90に
 

セラミ
 

ック共
 

振子又
 

は水
 

晶発振
 

子を接
 

続した•••• 。
容量

 

などの

 

定数

 

は、共

 

振子・

 

発振子

 

によ

 

り異な

 

ります

 

の
で、

 

共振子

 

・発

 

振子メ

 

ーカの

 

推奨値

 

で使

 

用して

 

くださ

 

い。
また

 

、共振

 

子接

 

続の場

 

合は、

 

特殊機

 

能選

 

択レジ

 

スタ0(

 

図
95)の

 

ビット

 

2(XI

 

N入力レ

 

ベル

 

選択ビ

 

ット)

 

を“0”

 

にして
くだ

 

さい。

 

この

 

ビット

 

はリセ

 

ット時

 

“0”で

 

す。
なお

 

、共振

 

子接

 

続の場

 

合の発

 

振周波

 

数は

 

1

 

6MHz以下

 

に•••• 

図90に
 

セラミ
 

ック又
 

は水晶
 

発振
 

子を接
 

続した•••• 。
 

容量
など

 

の定数

 

は、

 

発振子

 

により

 

異なり

 

ます

 

ので、

 

発振子

 

メ
ーカ

 

の推奨

 

値で

 

使用し

 

てくだ

 

さい。

 

図93にク

 

ロック

 

発生
回路

 

のブロ

 

ック

 

図を示

 

します

 

。XI

 

N–XO

 

UT端

 

子間

 

のクロ

 

ッ
ク発

 

振回路

 

(NANDゲート

 

)の

 

電源電

 

圧は3.3Vで

 

すので

 

、
発振

 

子接続

 

の場

 

合の発

 

振電圧

 

は3.3Vと

 

なりま

 

す。し

 

たが
って

 

、この

 

場合

 

は、特

 

殊機能

 

選択レ

 

ジス

 

タ0(図

 

9

 

5)

 

のビ

 

ッ
ト2(

 

XIN入

 

力レ

 

ベル選

 

択ビッ

 

ト)を

 

“0”に

 

して

 

くださ

 

い。
この

 

ビット

 

はリ

 

セット

 

時“0”

 

です。
なお

 

、発振

 

子接

 

続の場

 

合の発

 

振周波

 

数は

 

2

 

6MHz以下

 

に•••• 

※

89ペ－ジ
最終行

PLL回路
 

を停
 

止させ
 

てくだ
 

さい。 PLL回路
 

を動
 

作させ
 

ないで
 

くださ
 

い。

89ペ－ジ
図90

図90．
 

セラミ
 

ック共
 

振子外
 

付け
 

回路 図90．
 

セラミ
 

ック又
 

は水晶
 

発振
 

子外付
 

け回路

89ペ－ジ
図92

図92．
 

PLL発振回
 

路使用
 

時の•••• 図92．
 

PLL回路使
 

用時の•••• 

※

※

90ペ－ジ
右7行目

fPLLの
 

周波
 

数が10MHz～27MHz
 

と
 

なるよ
 

うに設
 

定•••• fPLLの
 

周波
 

数が10MHz～26MHz
 

と
 

なるよ
 

うに設
 

定•••• 

90ペ－ジ
右29行目

•••fDI
 

Vと
 

して選
 

択さ
 

れます
 

。なお
 

、XI
 

N入力
 

クロッ
 

ク分周
比選

 

択ビッ

 

トは

 

、リセ

 

ット後

 

1回のみ

 

変更可

 

能で

 

す。
•••fDI
 

Vと
 

して選
 

択さ
 

れます
 

。分周
 

比の変
 

更は
 

、必ず
 

分周ク
ロッ

 

クfDI

 

Vを

 

システ

 

ムクロ

 

ックと

 

して

 

選択し

 

ている

 

とき
(ビ

 

ット5が

 

“0”の

 

とき)

 

に行

 

ってく

 

ださい

 

。そ

 

の後、

 

シス
テム

 

クロッ

 

クを

 

PLL出力ク

 

ロック

 

fP

 

L

 

Lに

 

切り替

 

える場

 

合に
は、

 

ビット

 

0でPLL回

 

路の動

 

作安定

 

を確認

 

して

 

くださ

 

い。
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　2．
 

XIN入
 

力クロ
 

ック
 

fXINの
 

周波数
 

は、外
 

部方
 

形波入
 

力
の場

 

合52MHz

 

以

 

下、共

 

振子

 

接続の

 

場合16MHz以下
とし

 

てくだ

 

さい

 

。

　4．
 

PLL逓倍率
 

は、
 

PLL出力ク
 

ロック
 

fP
 

L
 

Lの
 

周波数
 

が
10MHz

 

～

 

27

 

M

 

H

 

zとな

 

るよう

 

に設

 

定して

 

くださ

 

い。

　2．XIN入力クロックfXI
 

Nの周波数は、外部方形波入力の場合
52

 

MHz以下、発振子接続の場合26

 

MHz以下としてくださ
い。
f(

 

XI

 

N)

 

≧20MHzの場合には、XI

 

N入力クロック分周比選択
ビット(BC16番地のビット7

 

, 6

 

)を“11

 

”(分周なし)以外に
してください。

　4．
 

PLL逓倍率
 

は、
 

PLL出力ク
 

ロック
 

fP
 

L
 

Lの
 

周波数
 

が
10MHz

 

～

 

26

 

M

 

H

 

zとな

 

るよう

 

に設

 

定して

 

くださ

 

い。

91ペ－ジ
表16

注意事項

※

注．
 

周辺装
 

置用
 

クロッ
 

ク選択
 

ビット
 

1, 0=
 

“
 

012”を
 

選択
する

 

場合、

 

fsysの周波

 

数が

 

1

 

3.5MHzを越え

 

ない

 

よう
に設

 

定して

 

くだ

 

さい。

注．
 

周辺装
 

置用
 

クロッ
 

ク選択
 

ビット
 

1, 0=
 

“
 

012”を
 

選択
する

 

場合、

 

fsysの周波

 

数が

 

1

 

3MHzを越

 

えない

 

よう
に設

 

定して

 

くだ

 

さい。

91ペ－ジ
1

 

8～19行目
…こ
 

のビッ
 

トを
 

“1”に
 

変更す
 

る場合
 

には、
 

この
 

XIN入
 

力
レベ

 

ル選択

 

ビッ

 

トを先

 

に•••••
…XIN入力
 

レベ
 

ル選択
 

ビット
 

を“1”
 

に変更
 

する
 

場合に
は、

 

このビ

 

ット

 

を先に•••••

91ペ－ジ
1

 

2～17行目
…レ
 

ベルを
 

選択
 

します
 

。リセ
 

ット時
 

XI
 

N入力レ
 

ベル選
 

択
ビッ

 

トは“

 

0”とな

 

りま

 

す。XIN, XO

 

UT端

 

子に

 

共振子

 

を接
続す

 

る場合

 

には

 

、この

 

ビット

 

2は“0”

 

にして

 

おいて

 

くだ
さい

 

。

…レ
 

ベルを
 

選択
 

します
 

。外部
 

からク
 

ロッ
 

クを入
 

力する
 

場
合に

 

は、必

 

ず外

 

部クロ

 

ックの

 

入力電

 

圧範

 

囲に合

 

わせて
ビッ

 

ト2の値

 

を設定

 

して

 

くださ

 

い。XIN, XO

 

UT端子に

 

発振
子を

 

接続す

 

る場

 

合には

 

、この

 

ビット

 

2は“0”

 

にして

 

おい
てく

 

ださい

 

。リ

 

セット

 

時、XIN入力

 

レベ

 

ル選択

 

ビット

 

は
“0”

 

となり

 

ます。

クロック制御
レジスタ0

1 023

BC16 001
 

6

番地 リセット時
クロック制御
レジスタ0

1 023

BC16 001
 

6

番地 リセット時
(注6
 

)

3．•••
 

• 1回のみ
 

変更
 

するこ
 

とがで
 

きます
 

。 3．•••
 

• 1回のみ
 

変更
 

するこ
 

とがで
 

きます
 

。こ
 

れらの
　 ビ

 

ットは

 

、シス

 

テム

 

クロッ

 

ク選択

 

ビッ

 

ト(ビ

 

ット5)
　 が

 

“0”の

 

状態で

 

書き換

 

えて

 

くださ

 

い。

4．•••
 

• この
 

ビット
 

に書き
 

込めま
 

せん
 

（“0”
 

に固定
 

さ　
　 れ

 

る）。
4．•••
 

• この
 

ビット
 

に書き
 

込めま
 

せん
 

（“0”
 

に固定
 

さ　
　 れ

 

る）。

 

このビ

 

ット

 

は、P

 

LL

 

回

 

路ロ

 

ック検

 

出フラ

 

グ
　（

 

ビット

 

0）が“

 

1”とな

 

った

 

ことを

 

確認後

 

、“1”
　 に

 

設定し

 

てくだ

 

さい

 

。

5．•••
 

•。 これ
 

らのビ
 

ットは
 

、シ
 

ステム
 

クロッ
 

ク選択
 

ビッ
　 ト

 

(ビッ

 

ト5)が

 

“0”の

 

状態

 

で書き

 

換えて

 

くださ

 

い。
　  f(

 

XIN)

 

≧20MHz

 

の

 

場合は

 

、“

 

11

 

”

 

を設

 

定しな

 

いでく

 

だ
　 さ

 

い。

6．XIN入力
 

レベル
 

選択
 

ビット
 

(特殊
 

機能
 

選択レ
 

ジスタ
 

0：
　 図

 

95

 

)

 

を“

 

1”に変

 

更する

 

場合に

 

は、

 

このXIN入力

 

レベ
　ル

 

選択ビ

 

ット

 

を先に

 

“1”に

 

した後

 

、クロ

 

ック

 

制御レ
　ジ

 

スタ0, 1を

 

設定し

 

てくだ

 

さい。

93ペ－ジ
図94

クロック制御
レジスタ0

3．P
 

L
 

L出
 

力クロ
 

ック
 

、fPLLの
 

周波数
 

が10MHz～27MH
 

z
とな

 

るよう

 

に設

 

定して

 

くださ

 

い。•••• 
3．P
 

L
 

L出
 

力クロ
 

ック
 

、fPLLの
 

周波数
 

が10MHz～26MH
 

z
とな

 

るよう

 

に設

 

定して

 

くださ

 

い。•••• 

5．分
 

周クロ
 

ックfDI
 

Vの周波
 

数が2MHz～27MHz
 

と
 

なる
 

よ
うに

 

設定し

 

てく

 

ださい

 

。••••
5．分
 

周クロ
 

ックfDI
 

Vの周波
 

数が2MHz～26MHz
 

と
 

なる
 

よ
うに

 

設定し

 

てく

 

ださい

 

。••••

92ペ－ジ
図93

fDIV16
fDIV32
fDIV64
fDIV12
 

8

fDIV12
 

8

fDIV64
fDIV32
fDIV16

PLL逓倍
 

率選
 

択ビッ
 

ト：B
 

C1
 

6番
 

地のビ
 

ット2, 3 PLL逓倍
 

率選
 

択ビッ
 

ト：B
 

C1
 

6番
 

地のビ
 

ット2, 3, 4

90ペ－ジ
表15

注意事項

注1．
 

XIN分
 

周比は
 

、分
 

周クロ
 

ックfDI
 

Vの周波
 

数が2MHz
～27MHzとなる

 

ように

 

設定

 

してく

 

ださい

 

。
注1．
 

XIN分
 

周比は
 

、分
 

周クロ
 

ックfDI
 

Vの周波
 

数が2MHz
～26MHzとなる

 

ように

 

設定

 

してく

 

ださい

 

。

※

※ 91ペ－ジ
1～4行目

また
 

、XI
 

N入力
 

クロッ
 

クfXI
 

Nの周波
 

数f(
 

XIN)
 

≧20MHz
 

の
 

場
合に

 

は、XIN入

 

力クロ

 

ックを

 

分周(

 

2, 4, 

 

8分

 

周)

 

してく

 

ださ
い。

 

さらに

 

必要

 

に応じ

 

て、P

 

LL

 

回

 

路を

 

用いて

 

所定の

 

シス
テム

 

クロッ

 

クfsysの周

 

波数

 

を生成

 

してく

 

ださ

 

い。
表15に

 

システ

 

ムクロ

 

ックfsysの

 

選択を

 

示し

 

ます。

表15に
 

システ
 

ムクロ
 

ックfsysの
 

選択を
 

示し
 

ます。

XIN XOUT

クロック外部
入力選択ビット

XIN XOUT

クロック外部
入力選択ビット

(注) 注．XIN–XO
 

UT端子間の発振
　　回路の電源電圧は、
　　3.

 

3Vです。

5．•••
 

•。 これ
 

らのビ
 

ットは
 

、シ
 

ステム
 

クロッ
 

ク選択
 

ビッ
　 ト

 

(ビッ

 

ト5)が

 

“0”の

 

状態

 

で書き

 

換えて

 

くださ

 

い。

※

※



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.6
訂正箇所 誤 正

（６／１８）

93ペ－ジ
図94

クロック制御
レジスタ1

注．
 

XIN入
 

力レ
 

ベル選
 

択ビッ
 

ト(
 

特殊機
 

能選択
 

レジス
 

タ
　　

 

0：図95)

 

を“1”

 

に変更

 

する場

 

合には

 

、こ

 

のXI

 

N入力
　　

 

レベル

 

選択

 

ビット

 

を先に

 

“1”に

 

した後

 

、ク

 

ロック
　　

 

制御レ

 

ジス

 

タ0, 1を設定

 

してく

 

ださ

 

い。

94ペ－ジ
図95

特殊機能選択
レジスタ0 621

 
6 001

 
6

番地 リセット時 特殊機能選択
レジスタ0 621

 
6 081

 
6

番地 リセット時

クロック制御レジスタ1

PLL
 

使用時S
 

TP復帰条件選択ビット
クロック外部入力選択ビットが“1”
かつシステムクロック選択ビットが
“1”の場合に
　0：STP解除時に監視タイマを使用

する
　1：STP解除時に監視タイマを使用

せず、PLL

 

回路のロック検出を
使用する

1 024 35

(ビット2
 

)

“0”に固定してください

クロック制御レジスタ1
1 024 35

“0”に固定してください

0

※

(ビット1
 

)
特殊機能選択レジスタ0

クロック外部入力選択ビット（注1,
 

 2
 

）
　••••••••
1：発振回路停止
　••••••••
　システムクロック選択ビットが“1”の場合
　　ST

 

P解除時、監視タイマを使用する。
　　（注3）

1 024 35

0 0

特殊機能選択レジスタ0

クロック外部入力選択ビット（注1,
 

 2
 

）
　••••••••
1：発振回路停止
　••••••••
　システムクロック選択ビットが“1”の場合
　　ST

 

P解除時、監視タイマを使用する。

1 024 35

特殊機能選択レジスタ0

フラッシュメモリ書き換え時RAM領域シフ
ト選択ビット(注4)
　0：RAM領域は通常配置
　1：RAM領域の1Kバイト分(00

 

20

 

001

 

6～
　　  

 

00

 

23

 

F

 

F16番地)

 

が書き込み不可となり、
　　  

 

フラッシュメモリ上の7FFC0016～
　　  

 

7FFFF

 

F16番地読み出しで読み出せる。
　　  

 

(00

 

200

 

016～00

 

23FF16番地は読み出せ
　　　ない)

特殊機能選択レジスタ0

“0”に固定してください

1 024 35 1 024 35

0

特殊機能選択レジスタ0

CPU書き換えモード選択ビット1(注4)
　0：CPU書き換えモード0
　　　自動消去, 

 

自動書き込み実行中もCPU動作
　　　監視タイマ割り込み有効
　1：CPU書き換えモード1
　　　自動消去, 

 

自動書き込み実行時はCPU停止
　　CPU書き換えモード選択ビット0が“0

 

”の場合
　　　監視タイマ割り込み有効
　　CPU書き換えモード選択ビット0が“1

 

”の場合
　　　監視タイマ割り込み無効、自動消去/書き込み
　　　完了割り込みが有効となる

3 246 57

(ビット4
 

)

(ビット5
 

)

特殊機能選択レジスタ0

“0”に固定してください

1 024 35

0 特殊機能選択レジスタ0

“1”に固定してください

1 024 35

1
(ビット3
 

)

“0”に固定してください

0 特殊機能選択レジスタ0
3 246 57

“0”に固定してください

00

特殊機能選択レジスタ0

XI
 
N入力レベル選択ビット（注3

 
）

　0：VIH=0.

 

43

 

V

 

cc,

 

 VIL=

 

0.1

 

6Vcc
　1：VIH=0.

 

8Vcc,

 

 VI

 

L=0

 

.2Vcc

1 024 35(ビット2
 

)
特殊機能選択レジスタ0

XI
 
N入力レベル選択ビット（注4

 
）

　0：VIH=0.

 

43

 

V

 

cc,

 

 VIL=

 

0.1

 

6Vcc
　1：VIH=0.

 

8Vcc,

 

 VI

 

L=0

 

.16

 

Vcc

1 024 35

クロック制御
レジスタ1

BD16 001
 

6

番地 リセット時
(注)

3 246 57 クロック制御
レジスタ1

BD16 001
 

6

番地 リセット時3 246 57

00



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.7
訂正箇所 誤 正

（７／１８）

94ペ－ジ
図95 特殊機能選択レジスタ0

3 246 57

“0”に固定してください

0特殊機能選択レジスタ0
3 246 57

(ビット7
 

)

　4．
 

“1”設
 

定後は
 

“0”を
 

書き込
 

めま
 

せん。
 

このビ
 

ット
を“

 

1”に変

 

更する

 

場合

 

は、ク

 

ロック

 

制御レ

 

ジス

 

タ
0, 1（BC16, BD16番地）

 

を設定

 

する

 

前に、

 

このビ

 

ッ
トを

 

設定し

 

てく

 

ださい

 

。

4．フ
 

ラッシ
 

ュメモ
 

リの
 

書き換
 

え制御
 

で使用
 

する
 

ビット
です

 

。フラ

 

ッシ

 

ュメモ

 

リの書

 

き換え

 

時以

 

外は、

 

“0”
に固

 

定して

 

くだ

 

さい。

　3．
 

XIN, XOUT端子
 

に共振
 

子を接
 

続する
 

場合
 

、XI
 

N入力レ
ベル

 

選択ビ

 

ット

 

は“0”

 

にして

 

くださ

 

い。“

 

1”に設
定後

 

は“0”

 

を書き

 

込め

 

ません

 

。XI

 

N入力レ

 

ベル

 

選択
ビッ

 

トを“

 

1”に変

 

更す

 

る場合

 

には、

 

このXIN入

 

力レ
ベル

 

選択ビ

 

ット

 

を先に

 

“1”に

 

した後

 

、クロ

 

ック

 

制
御レ

 

ジスタ

 

0, 1の設定

 

を行っ

 

てくだ

 

さい

 

。

(注3
 

) 　3．
 

XIN端
 

子に入
 

力さ
 

れる外
 

部クロ
 

ックの
 

レベ
 

ルに合
 

わ
せて

 

、この

 

ビッ

 

トを設

 

定して

 

くださ

 

い。

 

発振子

 

を接
続す

 

る場合

 

は“

 

0

 

”

 

に固

 

定して

 

くださ

 

い。

(注2
 

) 　2．
 

外部で
 

生成さ
 

れた
 

クロッ
 

クをXIN端子
 

に入
 

力する
 

場
合に

 

は、こ

 

のビ

 

ットを

 

“1”に

 

してく

 

ださい

 

。

(注1
 

)

　2．
 

クロッ
 

ク外部
 

入力
 

選択ビ
 

ットが
 

“1”で
 

かつ、
 

PLL
使用

 

時ST

 

P復帰

 

条件選

 

択ビ

 

ット(

 

クロッ

 

ク制御

 

レジ
スタ

 

1のビッ

 

ト2)が

 

“1”の

 

場合に

 

は、

 

STP解

 

除時
に監

 

視タイ

 

マ使

 

用せず

 

、PLL回路

 

のロ

 

ック検

 

出を
使用

 

します

 

。

注1．
 

これら
 

のビッ
 

トに
 

書き込
 

むとき
 

は、こ
 

のレ
 

ジスタ
 

に
“551

 

6”を

 

書き込

 

んだ

 

後、続

 

けて各

 

ビット

 

に対

 

して
“0”

 

又は“

 

1”を書

 

き込ん

 

でく

 

ださい

 

(“551

 

6”の
書き

 

込みで

 

は、

 

ビット

 

の状態

 

は変化

 

しま

 

せん)

 

。ま
た、

 

このレ

 

ジス

 

タへの

 

書き込

 

みには

 

、MOVMB

 

命令,
 ST

 

AB命

 

令、又

 

はm=1でMOVM命

 

令, ST

 

A命令

 

を使用
して

 

くださ

 

い。
•••••••

 

•••

注1．
 

これら
 

のビッ
 

トに
 

書き込
 

むとき
 

は、こ
 

のレ
 

ジスタ
 

に
“551

 

6”を

 

書き込

 

んだ

 

後、続

 

けて各

 

ビット

 

に対

 

して
“0”

 

又は“

 

1”を書

 

き込ん

 

でく

 

ださい

 

(“551

 

6”の
書き

 

込みで

 

は、

 

ビット

 

の状態

 

は変化

 

しま

 

せん)

 

。ま
た、

 

このレ

 

ジス

 

タへの

 

書き込

 

みには

 

、MOVMB

 

命令,
 ST

 

AB命

 

令, STA

 

D

 

命

 

令、

 

又はm=1でM

 

O

 

VM

 

命令, 
ST

 

A命令

 

を使用

 

してく

 

ださ

 

い。
••••••••••

(注4
 

)

※

95ペ－ジ
表17

タイ
 

マA, B
 

：イベ
 

ントカ
 

ウンタ
　　

 

　　　

 

　モ

 

ードで

 

だけ動

 

作可能
シリ

 

アルI/O：外

 

部クロ

 

ック

 

選択時
　　

 

　　　

 

　 だけ

 

動作

 

可能
•••••

f1～f40
 

96,
 

 Wf32,
 

 Wf5
 

12を使用する周辺装置

WIT
 

, ST
 

P中の動作
状態

STP

タイ
 

マA, B
 

：停止
 

(イベ
 

ントカ
 

ウン
 

タ
　　

 

　　　

 

　モ

 

ードで

 

の動作

 

は禁止

 

)
シリ

 

アルI/O：停

 

止(外

 

部ク

 

ロック

 

で
　　

 

　　　

 

　 の動

 

作は

 

禁止)
•••••

f1～f40
 

96,
 

 Wf32,
 

 Wf5
 

12を使用する周辺装置

WIT
 

, ST
 

P中の動作
状態

STP

96ペ－ジ
STPモード
右4行目～

7行目

••••• φBI
 

U, φCPUの
 

供給を
 

再開し
 

ます
 

。
一方

 

、クロ

 

ック

 

外部入

 

力選択

 

ビット

 

が“

 

1

 

”

 

でか

 

つシス
テム

 

クロッ

 

ク選

 

択ビッ

 

トが“

 

0”の場

 

合には

 

、割

 

り込み
によ

 

り発振

 

回路

 

が動作

 

開始し

 

た後、

 

20µs以内にφBI

 

U, 
φC

 

PUの供給

 

を再開

 

しま

 

す。

95ペ－ジ
STPモード

11行目

…W
 

f51
 

2を用
 

いるA
 

-D変換
 

器、監
 

視タイ
 

マは
 

停止し
 

ます。
この

 

場合、

 

タイ

 

マA, Bは

 

イベン

 

トカ

 

ウンタ

 

モード

 

でだ
け、

 

シリア

 

ルI/Oは外部

 

入力

 

クロッ

 

ク選択

 

時だけ

 

動作

 

可
能で

 

す。

…W
 

f51
 

2を用
 

いる周
 

辺装
 

置、監
 

視タイ
 

マは停
 

止し
 

ます。
なお

 

STP

 

モード

 

中は、

 

タイ

 

マA, B、

 

シリア

 

ルI/Oは、外

 

部
クロ

 

ックで

 

動作

 

させな

 

いでく

 

ださい

 

。

95ペ－ジ
STPモード

21行目

•••ま
 

す。た
 

だし、
 

リセ
 

ットに
 

よるS
 

TPモ
 

ードの
 

解除を
行っ

 

た場合

 

には

 

、各制

 

御レジ

 

スタも

 

リセ

 

ットさ

 

れるた
め、

 

PLL回路

 

は停止

 

、シス

 

テムク

 

ロッ

 

クは分

 

周クロ

 

ック
fDIVが選

 

択さ

 

れた状

 

態で動

 

作を開

 

始し

 

ます。

•••ま
 

す。た
 

だし、
 

リセ
 

ットに
 

よるS
 

TPモ
 

ードの
 

解除を
行っ

 

た場合

 

には

 

、各制

 

御レジ

 

スタも

 

リセ

 

ットさ

 

れるた
め、

 

PLL回路

 

は停止

 

、シス

 

テムク

 

ロッ

 

クは分

 

周クロ

 

ック
fDIVが選

 

択さ

 

れた状

 

態で発

 

振回路

 

の動

 

作を開

 

始しま

 

す。

※

98ペ－ジ
右2行目

•••で
 

きます
 

。また
 

、PLL出
 

力クロ
 

ックを
 

使用
 

しない
 

場
合、

 

割り込

 

み•••••
•••で
 

きます
 

。また
 

、PLL出
 

力クロ
 

ックfPLLを使
 

用しな
 

い
場合

 

、割り

 

込み•••••
※

98ペ－ジ
(

 

3

 

)

 

発振

 

回路停

 

止 ••••• 復帰し
 

たとき
 

、直
 

ちにφBIU, φCP
 

Uの供
 

給が再
 

開する
ため

 

、••••• 
••••• 復帰し
 

たとき
 

、20µs以内
 

にφBIU, φC
 

PUの供給
 

が再開
する

 

ため、••••• 

(右4
 

行目) (右4
 

行目)

••••• φBI
 

U, φCPUの
 

供給を
 

再開し
 

ます
 

。
一方

 

、クロ

 

ック

 

外部入

 

力選択

 

ビット

 

が“

 

1

 

”

 

でか

 

つシス
テム

 

クロッ

 

ク選

 

択ビッ

 

トが“

 

0”の場

 

合には

 

、割

 

り込み
によ

 

り入力

 

クロ

 

ックfXINの動

 

作が再

 

開し

 

、さら

 

に上記

 

分
周ク

 

ロック

 

fDIV16～fDI

 

V

 

1

 

28のうち

 

選択さ

 

れた１

 

つの

 

ク
ロッ

 

クが“

 

H”から

 

“L”に

 

なった

 

後にφBIU, φC

 

PUの

 

供給
を再

 

開しま

 

す。

※



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.8
訂正箇所 誤 正

（８／１８）

99ペ－ジ
図98

図98．
 

M37
 

911F
 

G
 

CG
 

P
 

, M379
 

11F
 

G
 

CHPの内
 

蔵フラ
 

ッ
シュ

 

メモリ

 

のブ

 

ロック

 

構成
図98．
 

M37
 

911F
 

G
 

CHPの内
 

蔵フラ
 

ッシュ
 

メモ
 

リのブ
 

ロ
ック

 

構成

図99．
 

シリア
 

ル入出
 

力モー
 

ド時
 

の端子
 

の結線
 

図（外
 

形：
100P6S-

 

A）
（図
 

削除）

図100．シ
 

リア
 

ル入出
 

力モー
 

ド時の
 

端子
 

の結線
 

図（外
 

形：
100P6Q-A）

102ペ－ジ
図99

図99．
 

シリア
 

ル入出
 

力モー
 

ド時
 

の端子
 

の結線
 

図（外
 

形：
100P6Q-A）

注
 
3．7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
F1

 
6は

 
ラ

 
イ

 
タ

 
の

 
た

 
め

 
の

 
予

 
約

 
領

 
域

 
で

　

 

　

 

 

 

す

 

の

 

で

 

、

 

こ

 

の

 

領

 

域

 

に

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ

 

ム

 

し

 

な

 

い

 

で

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。
注
 
3．

 
ユ

 
ー

 
ザ

 
R

 
O

 
M

 
領

 
域

 
の

 
7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
F1

 
6は

 
ラ

 
イ

 
タ

の

 

た

 

め

 

の

 

予

 

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

の

 

で

 

、

 

こ

 

の

 

領

 

域

 

に

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ

 

ム
し

 

な

 

い

 

で

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

100ペ－ジ
左、表19の下 な

 
お

 
、

 
7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
F1

 
6番

 
地

 
は

 
パ

 
ラ

 
レ

 
ル

 
ラ

 
イ

 
タ

 
の

 
予

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

。•••••

(パ
 

ラレル
 

入出
 

力モー
 

ド)
な
 
お

 
、

 
ユ

 
ー

 
ザ

 
R

 
O

 
M

 
領

 
域

 
の

 
7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
F1

 
6番

 
地

 
は

パ

 

ラ

 

レ

 

ル

 

ラ

 

イ

 

タ

 

の

 

予

 

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

。•••••

(パ
 

ラレル
 

入出
 

力モー
 

ド)

100ペ－ジ
右15行目 ま

 
た

 
、

 
7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
F1

 
6番

 
地

 
は

 
ラ

 
イ

 
タ

 
の

 
予

 
約

 
領

 
域

 
で

す

 

の

 

で

 

、•••

 

••

(ユ
 

ーザROM領域
 

とブー
 

トRO
 

M
 

領域)
ま
 
た

 
、

 
ユ

 
ー

 
ザ

 
R

 
O

 
M

 
領

 
域

 
の

 
7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
F1

 
6番

 
地

 
は

ラ

 

イ

 

タ

 

の

 

予

 

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

の

 

で

 

、•••

 

••

(ユ
 

ーザROM領域
 

とブー
 

トRO
 

M
 

領域)

101ペ－ジ
左31行目 な

 
お

 
、

 
7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
9

 
F1

 
6番

 
地

 
は

 
シ

 
リ

 
ア

 
ル

 
ラ

 
イ

 
タ

 
の

 
予

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

。•••••

(シ
 

リアル
 

入出
 

力モー
 

ド)
な
 
お

 
、

 
ユ

 
ー

 
ザ

 
R

 
O

 
M

 
領

 
域

 
の

 
7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
01

 
6～7

 
F

 
F

 
F

 
A

 
F1

 
6番

 
地

 
は

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

ラ

 

イ

 

タ

 

の

 

予

 

約

 

領

 

域

 

で

 

す

 

。•••••

(シ
 

リアル
 

入出
 

力モー
 

ド)

•••換
 

えを行
 

うこと
 

がで
 

きます
 

。

103ペ－ジ
左7行目 •••域

 
、

 
ブ

 
ー

 
ト

 
R

 
O

 
M

 
領

 
域

 
の

 
ど

 
ち

 
ら

 
で

 
も

 
格

 
納

 
で

 
き

 
ま

 
す

 
。

CPU書き換

 

えモ

 

ードで

 

は、CPUから

 

のフ

 

ラッシ

 

ュメモ

 

リ
の読

 

み出し

 

が行

 

えませ

 

んので

 

、書き

 

換え

 

制御プ

 

ログラ

 

ム
は、

 

内蔵RAM

 

に転送

 

後、こ

 

こで実

 

行さ

 

せる必

 

要があ

 

りま
す。

 

(後記

 

の付

 

加機能

 

1選択時

 

を除く

 

。)

(CPU書き
 

換え
 

モード
 

) (CPU書き
 

換え
 

モード
 

)

103ペ－ジ
右13行目

•••換
 

えを行
 

うこと
 

がで
 

きます
 

。なお
 

、ブー
 

トモ
 

ードで
 

は
CPU書き換

 

えモ

 

ード1は

 

選択で

 

きませ

 

ん。

•••域
 

、
 

ブ
 

ー
 

ト
 

R
 

O
 

M
 

領
 

域
 

の
 

ど
 

ち
 

ら
 

で
 

も
 

格
 

納
 

で
 

き
 

ま
 

す
 

。

103ペ－ジ
右3行目

••• C
 

PUが
 

アクセ
 

スする
 

場合に
 

はF
 

FE00016～FF
 

FF
 

FF1
 

6

番地

 

に•••
••• C
 

PUが
 

アクセ
 

スする
 

場合に
 

は7FE
 

0001
 

6～
 

7FFF
 

FF1
 

6

番地

 

に•••

103ペ－ジ
左4行目 •••ラ

 
ム

 
、

 
イ

 
レ

 
ー

 
ズ

 
な

 
ど

 
)

 
を

 
行

 
う

 
モ

 
ー

 
ド

 
で

 
す

 
。

C

 

P

 

U

 

書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド

 

に

 

は

 

、

 

書

 

き

 

換

 

え

 

操

 

作

 

時

 

に

 

書

 

き

 

換

 

え

 

プ
ロ

 

グ

 

ラ

 

ム

 

を

 

内

 

蔵

 

R

 

A

 

M

 

に

 

転

 

送

 

す

 

る

 

必

 

要

 

が

 

あ

 

る

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き

 

換
え

 

モ

 

ー

 

ド

 

0

 

と

 

、

 

転

 

送

 

す

 

る

 

必

 

要

 

が

 

な

 

い

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド
1

 

が

 

あ

 

り

 

ま

 

す

 

。
C

 

P

 

U

 

書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド

 

で

 

は

 

、

 

ユ

 

ー

 

ザ

 

R

 

O

 

M

 

領

 

域

 

の

 

み

 

の

 

書

 

き
換

 

え

 

が

 

可

 

能

 

で•••

(CPU書き
 

換え
 

モード
 

)
•••ラ
 

ム
 

、
 

イ
 

レ
 

ー
 

ズ
 

な
 

ど
 

)
 

を
 

行
 

う
 

モ
 

ー
 

ド
 

で
 

す
 

。
C

 

P

 

U

 

書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド

 

で

 

は

 

、

 

ユ

 

ー

 

ザ

 

R

 

O

 

M

 

領

 

域

 

の

 

み

 

の

 

書

 

き
換

 

え

 

が

 

可

 

能

 

で•••

(CPU書き
 

換え
 

モード
 

)

103ペ－ジ
図100

(ビット1
 

)

フラッシュメモリ制御レジスタ

CPU書き換えモード選択ビット0（注2
 

）
　0：通常モード(ソフトウエアコマンド
　　  

 

無効)
　1：CPU書き換えモード(ソフトウエア
　　  

 

コマンド受け付け可能)
(下表参照)

1 024 35

CPU書き換えモード
選択ビット 動作モード

通常モード
CPU書き換えモード0

CPU書き換えモード1

1
0
0
1
1

0
0
1
0
1

通常モード

※

※特殊機能選択レジスタ0のビット5

（表
 

削除）

フラッシュメモリ制御レジスタ

CPU書き換えモード選択ビット（注2）
　0：通常モード(ソフトウエアコマンド
　　  

 

無効)
　1：CPU書き換えモード(ソフトウエア
　　  

 

コマンド受け付け可能)

1 024 35

図101．フ
 

ラッ
 

シュメ
 

モリ制
 

御レジ
 

スタ
 

のビッ
 

ト構成 図100．フ
 

ラッ
 

シュメ
 

モリ制
 

御レジ
 

スタ
 

のビッ
 

ト構成



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.9
訂正箇所 誤 正

（９／１８）

103ペ－ジ
図100

(ビット4
 

)

フラッシュメモリ制御レジスタ

CPU書き換えモード1フラグ（注5
 

）
　0：CPU書き換えモード1

 

無効時
　1：CPU書き換えモード1

 

有効時

1 024 35

フラッシュメモリ制御レジスタ

読み出し値は“0”

1 024 35

(ビット5
 

)
フラッシュメモリ制御レジスタ

ユーザROM領域選択ビット（注6
 

）
••••••

3 246 57

フラッシュメモリ制御レジスタ

ユーザROM領域選択ビット（注5
 

）
••••••

3 246 57

(ビット6
 

)
フラッシュメモリ制御レジスタ

プログラムステータスフラグ（注7）
••••••

3 246 57

フラッシュメモリ制御レジスタ

プログラムステータスフラグ（注6）
••••••

3 246 57

(ビット7
 

)
フラッシュメモリ制御レジスタ

イレーズステータスフラグ（注7）
••••••

3 246 57

フラッシュメモリ制御レジスタ

イレーズステータスフラグ（注6）
••••••

3 246 57

（削
 

　除）

5．こ
 

のフラ
 

グは、
 

CPU書き換
 

えモー
 

ド選択
 

ビッ
 

ト1(特
 

殊
　  機

 

能選択

 

レジス

 

タ0のビ

 

ット

 

5

 

)

 

及び

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モー
　  ド

 

選択ビ

 

ット0(

 

ビット

 

1)が

 

共に“

 

1”のと

 

き、す

 

なわ
　  ち

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モー

 

ド1のと

 

き“1”

 

となり

 

ます。

7．こ
 

のフラ
 

グは、
 

クリ
 

アステ
 

ータス
 

レジス
 

タコ
 

マンド
　  (

 

501

 

6)

 

により

 

、“

 

0

 

”

 

にク

 

リアさ

 

れます

 

。
6．こ
 

のフラ
 

グは、
 

クリ
 

アステ
 

ータス
 

レジス
 

タコ
 

マンド
　  (

 

501

 

6)

 

により

 

、“

 

0

 

”

 

にク

 

リアさ

 

れます

 

。
(注6
 

)

(注2
 

) 2．“
 

1”を設
 

定する
 

ために
 

は、
 

ビット
 

1への“
 

0”書き
 

込
み→

 

“1”書

 

き込み

 

を連

 

続して

 

行う必

 

要があ

 

りま

 

す。
ビッ

 

ト1への

 

書き込

 

みは

 

、CPU書き換

 

えモー

 

ド0選択
時は

 

内蔵RAM

 

上の制

 

御プロ

 

グラム

 

で行

 

ってく

 

ださ
い。

2．“
 

1”を設
 

定する
 

ために
 

は、
 

ビット
 

1への“
 

0”書き
 

込
み→

 

“1”書

 

き込み

 

を連

 

続して

 

行う必

 

要があ

 

りま

 

す。
ビッ

 

ト1への

 

書き込

 

みは

 

、内蔵

 

R

 

A

 

M上の制

 

御プ

 

ログラ
ムで

 

行って

 

くだ

 

さい。

(注4
 

) 4．CPU書き
 

換えモ
 

ード
 

0
 

の
 

とき
 

のみ有
 

効です
 

。“1”
 

に設
定(

 

リセッ

 

ト)

 

した後

 

、ビッ

 

ト0が“

 

1”にな

 

るの

 

を確認
して

 

から“

 

0”に設

 

定し

 

てくだ

 

さい。

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換

 

え
モー

 

ド1のと

 

きは、

 

“1”を

 

書き

 

込んで

 

も“0”

 

のまま
とな

 

ります

 

。

4．“
 

1”に設
 

定(リ
 

セット
 

)し
 

た後、
 

ビット
 

0が“1”
 

にな
るの

 

を確認

 

して

 

から“

 

0”に設

 

定して

 

くださ

 

い。
また

 

、この

 

ビッ

 

ト3の操

 

作はビ

 

ット1が

 

“1”の

 

状態で
行っ

 

てくだ

 

さい

 

。

(注5
 

) 6．ビ
 

ット5へ
 

の書き
 

込みは
 

、内
 

蔵RAM上の
 

制御プ
 

ログ
 

ラ
ムで

 

行って

 

くだ

 

さい。
5．ビ
 

ット5へ
 

の書き
 

込みは
 

、内
 

蔵RAM上の
 

制御プ
 

ログ
 

ラ
ムで

 

行って

 

くだ

 

さい。

104ペ－ジ
左1行目

機能
 

概要(
 

CPU書き換
 

えモー
 

ド基本
 

機能
 

) 機能
 

概要(
 

CPU書き換
 

えモー
 

ド)

104ペ－ジ
左7行目

•••••リ
 

ード等
 

の操
 

作を行
 

います
 

。この
 

制御
 

プログ
 

ラムは
 

、
あら

 

かじめ

 

RAMに転

 

送後、

 

R

 

A

 

M上で

 

実行さ

 

せる必

 

要があ
りま

 

すので

 

注意

 

してく

 

ださい

 

。
CPU書き換

 

えモ

 

ードは

 

、図101に示

 

す••••

•••••リ
 

ード等
 

の操
 

作を行
 

います
 

。書き
 

換え
 

制御プ
 

ログラ
 

ム
は、

 

イレー

 

ズ、

 

プログ

 

ラムの

 

操作に

 

よっ

 

て消去

 

、又は

 

書
き換

 

えされ

 

ない

 

ように

 

十分注

 

意して

 

くだ

 

さい。
CPU書き換

 

えモ

 

ードは

 

、図100に示

 

す••••

104ペ－ジ
左16行目

•••8ビ
 

ット単
 

位の•••は、必
 

ず偶数
 

アドレ
 

スに
 

のみラ
 

イトし
てく

 

ださい

 

。奇

 

数番地

 

のデー

 

タは無

 

効に

 

なりま

 

す。
•••8ビ
 

ットの•••は、
 

偶数ア
 

ドレス
 

にライ
 

トし
 

てくだ
 

さい。
奇数

 

番地に

 

ライ

 

トされ

 

たコマ

 

ンドは

 

無効

 

になり

 

ます。
プロ

 

グラム

 

コマ

 

ンドの

 

第2サイ

 

クルの

 

ライト

 

デー

 

タは16ビ
ット

 

ですの

 

で、

 

偶数、

 

奇数番

 

地へラ

 

イト

 

してく

 

ださい

 

。

104ペ－ジ
左23行目

•••又
 

は
 

イ
 

レ
 

ー
 

ズ
 

の
 

正
 

常
 

/
 

エ
 

ラ
 

ー
 

終
 

了
 

等
 

の
 

状
 

態
 

は
 

ス
 

テ
 

ー
 

タ
 

ス
レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

又

 

は

 

フ

 

ラ

 

ッ

 

シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御•

 

•

 

•

 

•

 

•
•••又
 

は
 

イ
 

レ
 

ー
 

ズ
 

の
 

正
 

常
 

/
 

エ
 

ラ
 

ー
 

終
 

了
 

等
 

の
 

状
 

態
 

は
 

フ
 

ラ
 

ッ
 

シ
 

ュ
メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御•

 

•

 

•

 

•

 

•

104ペ－ジ
左31行目

ビ
 
ッ

 
ト

 
1

 
は

 
C

 
P

 
U

 
書

 
き

 
換

 
え

 
モ

 
ー

 
ド

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

 
0

 
で

 
す

 
。

 
こ

 
の

ビ

 

ッ

 

ト•

 

•

 

•

 

•

 

•
ビ
 
ッ

 
ト

 
1

 
は

 
C

 
P

 
U

 
書

 
き

 
換

 
え

 
モ

 
ー

 
ド

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

 
で

 
す

 
。

 
こ

 
の

ビ

 

ッ

 

ト•

 

•

 

•

 

•

 

•

CPU書き換
 

えモ
 

ードは
 

、図101に示
 

すフ
 

ラッシ
 

ュメモ
 

リ制
御レ

 

ジスタ

 

のビ

 

ット1(

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モード

 

選択

 

ビット

 

0)
に“

 

1”を••

 

••

104ペ－ジ
左11行目

CPU書き換
 

えモ
 

ードは
 

、図100に示
 

すフ
 

ラッシ
 

ュメモ
 

リ制
御レ

 

ジスタ

 

のビ

 

ット1(

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モード

 

選択

 

ビット

 

)に
“1”

 

を••••



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.10
訂正箇所 誤 正

（１０／１８）

104ペ－ジ
左33行目

•••り
 

、ソフ
 

トウエ
 

アコ
 

マンド
 

を受け
 

付ける
 

こと
 

ができ
 

ま
す。

 

このと

 

き、

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モード

 

選択

 

ビット

 

1(特殊

 

機
能選

 

択レジ

 

スタ

 

0

 

の

 

ビッ

 

ト5：図

 

9

 

5)

 

が“0”

 

であれ

 

ばCPU
書き

 

換えモ

 

ード

 

0

 

が

 

、“

 

1

 

”

 

であ

 

ればCPU書き

 

換えモ

 

ード
1が選

 

択され

 

ます。

 

CPU書き換

 

えモー

 

ド0では

 

、CPUが内
蔵フ

 

ラッシ

 

ュ•••

•••り
 

、ソフ
 

トウエ
 

アコ
 

マンド
 

を受け
 

付ける
 

こと
 

ができ
 

ま
す。

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換

 

えモー

 

ドでは

 

、CPUが内

 

蔵フラ

 

ッシュ•••

104ペ－ジ
右2行目

•••CPU書き
 

換えモ
 

ード選
 

択
 

ビ
 

ッ
 

ト
 

0
 

が“
 

1”の状
 

態で、••• •••CPU書き
 

換えモ
 

ード選
 

択
 

ビ
 

ッ
 

ト
 

が“
 

1”の状
 

態で
 

、•••

104ペ－ジ
右4行目

•••ビ
 

ットの
 

操作は
 

、CPU書き
 

換えモ
 

ード選
 

択
 

ビ
 

ッ
 

ト
 

0
 

が
“1”

 

の状態•••
•••ビ
 

ットの
 

操作は
 

、CPU書き
 

換えモ
 

ード選
 

択
 

ビ
 

ッ
 

ト
 

が
“1”

 

の状態•••

104ペ－ジ
右7行目～

8行目

•
 
•

 
•フ

 
ラ

 
ッ

 
シ

 
ュ

 
メ

 
モ

 
リ

 
の

 
制

 
御

 
回

 
路

 
を

 
リ

 
セ

 
ッ

 
ト

 
す

 
る

 
た

 
め

 
の

ビ

 

ッ

 

ト

 

で

 

、C

 

P

 

U

 

書

 

き換え

 

モー

 

ド0での

 

み有効

 

です

 

。C

 

P

 

U
書き

 

換えモ

 

ード

 

0の

 

終

 

了

 

時

 

及

 

び

 

、•••

•
 
•

 
•フ

 
ラ

 
ッ

 
シ

 
ュ

 
メ

 
モ

 
リ

 
の

 
制

 
御

 
回

 
路

 
を

 
リ

 
セ

 
ッ

 
ト

 
す

 
る

 
た

 
め

 
の

ビ

 

ッ

 

トです

 

。CPU書き換

 

えモ

 

ードの

 

終

 

了

 

時

 

及

 

び

 

、•••

104ペ－ジ
右10行目

•
 
•

 
•

 
•

 
•

 
 使

 
用し

 
ます。

 
C

 
P

 
U

 
書

 
き換え

 
モー

 
ド選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

 
0

 
が

“1”

 

の状態

 

で、•

 

•

 

•

 

•

 

•
•
 
•

 
•

 
•

 
•

 
 使

 
用し

 
ます。

 
C

 
P

 
U

 
書

 
き換え

 
モー

 
ド選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

 
が

“1”

 

の状態

 

で、•

 

•

 

•

 

•

 

•

•••グ
 

、イレ
 

ーズス
 

テー
 

タスフ
 

ラグで
 

、フラ
 

ッシ
 

ュメモ
 

リ
のス

 

テータ

 

スレ

 

ジスタ

 

のSR4, SR5と同様

 

に、

 

自動書

 

き込
み、

 

自動消

 

去の

 

 •

 

••

ビッ
 

ト4はCPU書き
 

換え
 

モード
 

1フラグ
 

です。
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換
えモ

 

ード1が

 

選択さ

 

れて

 

いるか

 

どうか

 

を示し

 

ます

 

。この

 

フ
ラグ

 

は、CPU書

 

き換え

 

モード

 

選択ビ

 

ット

 

1

 

(

 

特殊

 

機能選

 

択
レジ

 

スタ0の

 

ビット

 

5：図95)

 

とCPU書き換

 

えモ

 

ード選

 

択
ビッ

 

ト0が共

 

に“1”

 

のとき

 

、“

 

1

 

”

 

とな

 

ります

 

。

（削
 

　除）

104ペ－ジ
右24行目～

25行目

•••い
 

。
ビッ

 

ト6, ビッ

 

ト7は•••

104ペ－ジ
右27行目

CPU
 

書
 

き換え
 

モー
 

ド0
CPU書き換

 

えモ

 

ード0で

 

は、フ

 

ラッシ

 

ュメモ

 

リの

 

書き換

 

え
中に

 

もCPUは動

 

作しま

 

すが、

 

C

 

P

 

U

 

か

 

らの

 

フラッ

 

シュメ

 

モ
リへ

 

のアク

 

セス

 

はでき

 

なくな

 

ります

 

。し

 

たがっ

 

て、CPU
書き

 

換えモ

 

ード

 

選択ビ

 

ット0へ

 

の書き

 

込みを

 

含む

 

書き換

 

え
制御

 

プログ

 

ラム

 

をあら

 

かじめ

 

内蔵RAM

 

に転送

 

し、RAM上
のプ

 

ログラ

 

ムで

 

C

 

P

 

U

 

を

 

動作さ

 

せる必

 

要が

 

ありま

 

す。
図102にCPU書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド

 

0

 

の

 

設

 

定

 

/

 

解

 

除

 

フ

 

ロ

 

ー

 

チ

 

ャ

 

ー

 

ト
を•••

•••グ
 

、イレ
 

ーズス
 

テー
 

タスフ
 

ラグで
 

、フラ
 

ッシ
 

ュメモ
 

リ
の自

 

動書き

 

込み

 

、自動

 

消去の

 

 •••

104ペ－ジ
CPU書き換

 

え
モー

 

ド

•••い
 

。(ブ
 

ートモ
 

ード
 

では、
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換え
 

モー
 

ド0のみ
 

選
択で

 

きます

 

。)
ビッ

 

ト6, ビッ

 

ト7は•••

CPU
 

書
 

き換え
 

モー
 

ド
CPU書き換

 

えモ

 

ードで

 

は、フ

 

ラッシ

 

ュメ

 

モリの

 

書き換

 

え
中に

 

もCPUは動

 

作しま

 

すが、

 

C

 

P

 

U

 

か

 

らの

 

フラッ

 

シュメ

 

モ
リへ

 

のアク

 

セス

 

はでき

 

なくな

 

ります

 

。し

 

たがっ

 

て、CPU
書き

 

換えモ

 

ード

 

選択ビ

 

ットへ

 

の書き

 

込み

 

を含む

 

書き換

 

え
制御

 

プログ

 

ラム

 

をあら

 

かじめ

 

内蔵RAM

 

に転送

 

し、RAM上
のプ

 

ログラ

 

ムで

 

C

 

P

 

U

 

を

 

動作さ

 

せる必

 

要が

 

ありま

 

す。
図101にCPU書

 

き

 

換

 

え

 

モ

 

ー

 

ド

 

の

 

設

 

定

 

/

 

解

 

除

 

フ

 

ロ

 

ー

 

チ

 

ャ

 

ー

 

ト
を•••

104ペ－ジ
CPU書き換

 

え
モー

 

ド
•••い
 

。図102の注
 

1に示す
 

とお
 

り、CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

0
を

 

選

 

択

 

す

 

る•••
•••い
 

。図101の注
 

1に示す
 

とお
 

り、CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

を
選

 

択

 

す

 

る•••

104ペ－ジ

(1
 
行目～8行目) (1

 
行目～8行目)

(1
 
0行目) (1

 
0行目)

1
 
04, 105ペ－

 
ジ

CPU書き換

 

え
モー

 

ド
CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

0
 

時
 

に
 

N
 

M
 

I
 

割
 

り
 

込
 

み
 

、
 

監
 

視
 

タ
 

イ
 

マ
 

割
 

り
込

 

み

 

要

 

求

 

が

 

発

 

生

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

R

 

E

 

S

 

E

 

T

 

入

 

力

 

を

 

“

 

L

 

”

 

と

 

し

 

た

 

場
合

 

及

 

び

 

ソ

 

フ

 

ト

 

ウ

 

エ

 

ア

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

を

 

か

 

け

 

た

 

場

 

合

 

に

 

は

 

、

 

フ

 

ラ

 

ッ
シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御

 

回

 

路

 

は

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

さ

 

れ

 

る

 

と

 

と

 

も

 

に

 

、

 

フ

 

ラ

 

ッ
シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御

 

回

 

路

 

も

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。
イ

 

レ

 

ー

 

ズ

 

、

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ

 

ム

 

動

 

作

 

中

 

に

 

フ

 

ラ

 

ッ

 

シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

が

 

リ
セ

 

ッ

 

ト

 

さ

 

れ

 

る

 

と

 

、

 

そ

 

れ

 

ら

 

の

 

動

 

作

 

は

 

取

 

り

 

消

 

さ

 

れ

 

、

 

そ

 

の

 

ブ
ロ

 

ッ

 

ク

 

の

 

デ

 

ー

 

タ

 

は

 

無

 

効

 

と

 

な

 

り

 

ま

 

す

 

。

 

イ

 

レ

 

ー

 

ズ

 

、

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ
ム

 

を

 

伴

 

う

 

コ

 

マ

 

ン

 

ド

 

を

 

ラ

 

イ

 

ト

 

す

 

る

 

直

 

前

 

に

 

は

 

、

 

必

 

ず

 

監

 

視

 

タ

 

イ
マ

 

へ

 

の

 

書

 

き

 

込

 

み

 

を

 

行

 

っ

 

て

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

 

ま

 

た

 

、

 

N

 

M

 

I

 

端

 

子

 

は
“

 

H

 

”

 

と

 

し

 

、

 

N

 

M

 

I

 

割

 

り

 

込

 

み

 

要

 

求

 

が

 

発

 

生

 

し

 

な

 

い

 

よ

 

う

 

に

 

し

 

て
く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

時
 

に
 

、
 

割
 

り
 

込
 

み
 

及
 

び
 

リ
 

セ
 

ッ
 

ト
 

が
 

発
 

生
し

 

た

 

場

 

合

 

は

 

、

 

以

 

下

 

の

 

よ

 

う

 

に

 

な

 

り

 

ま

 

す

 

。

 

ま

 

た

 

、

 

こ

 

の

 

場

 

合

 

、
対

 

象

 

ブ

 

ロ

 

ッ

 

ク

 

の

 

内

 

容

 

は

 

無

 

効

 

に

 

な

 

り

 

ま

 

す

 

。
マ

 

ス

 

カ

 

ブ

 

ル

 

割

 

り

 

込

 

み

 

、

 

N

 

M

 

I

 

割

 

り

 

込

 

み

 

、

 

及

 

び

 

監

 

視

 

タ

 

イ

 

マ

 

割
り

 

込

 

み

 

が

 

発

 

生

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ

 

ム

 

が

 

暴

 

走

 

し

 

ま

 

す

 

。

 

こ

 

の
場

 

合

 

は

 

、

 

パ

 

ワ

 

ー

 

オ

 

ン

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

を

 

実

 

行

 

し

 

て

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。
ハ

 

ー

 

ド

 

ウ

 

エ

 

ア

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

、

 

及

 

び

 

ソ

 

フ

 

ト

 

ウ

 

エ

 

ア

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

が

 

発
生

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

内

 

蔵

 

フ

 

ラ

 

ッ

 

シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御

 

回

 

路

 

及

 

び

 

フ

 

ラ

 

ッ
シ

 

ュ

 

メ

 

モ

 

リ

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

が

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

さ

 

れ

 

、

 

マ

 

イ

 

ク

 

ロ

 

コ

 

ン
ピ

 

ュ

 

ー

 

タ

 

が

 

リ

 

セ

 

ッ

 

ト

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

(1
 
5行目～24

 
行目) (1

 
5行目～24

 
行目)

105ペ－ジ
CPU書き換

 

え
モー

 

ド
また
 

、CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

0
 

で
 

は
 

、
 

S
 

T
 

P
 

命
 

令
 

、WIT命
 

令は
使用

 

しない

 

でく

 

ださい

 

。
また
 

、CPU書
 

き
 

換
 

え
 

モ
 

ー
 

ド
 

で
 

は
 

、
 

S
 

T
 

P
 

命
 

令
 

は使用
 

しない
でく

 

ださい

 

。

105ペ－ジ
CPU書き換

 

え
モー

 

ド
•••使
 

用しな
 

いでく
 

ださ
 

い。
（「
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換
 

えモー
 

ド1」を
 

以下に
 

移動。
 

「CPU書き
 

換
　え

 

モード

 

1」の改

 

訂内

 

容は、

 

正誤表

 

の最後

 

尾に

 

記載。

 

）

•••使
 

用しな
 

いでく
 

ださ
 

い。
（「
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換
 

えモー
 

ド1」の
 

説明文
 

を削除
 

。「
 

C
 

P
 

U
 

書
　き

 

換えモ

 

ード

 

1

 

」

 

の改

 

訂内容

 

は、削

 

除。）

(2
 
5行目) (2

 
5行目)

(最終行) (最終行)



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.11
訂正箇所 誤 正

（１１／１８）

105ペ－ジ
図101

CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

ト0に“
 

1”を設
 

定
(••

 

••••)
CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

トに“
 

1”を設
 

定
(••

 

••••)

ソフ
 

トウエ
 

アコ
 

マンド
 

を用い
 

てイレ
 

ーズ
 

、プロ
 

グラム
 

等
の操

 

作実行
(必

 

要に応

 

じて••••••)

ソフ
 

トウエ
 

アコ
 

マンド
 

を用い
 

てイレ
 

ーズ
 

、プロ
 

グラム
 

等
の操

 

作実行
フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リ制御

 

レジス

 

タ読み

 

出し
(自

 

動消去

 

、自

 

動書き

 

込み完

 

了確認

 

、フ

 

ルステ

 

ータス

 

チ
ェッ

 

ク)
(必

 

要に応

 

じて••••••)

図102．CPU書
 

き換え
 

モード
 

0の
 

設
 

定
 

/
 

解
 

除
 

フ
 

ロ
 

ー
 

チ
 

ャ
 

ー
 

ト 図101．CPU書
 

き換え
 

モードの
 

設
 

定
 

/
 

解
 

除
 

フ
 

ロ
 

ー
 

チ
 

ャ
 

ー
 

ト

プロ
 

セッサ
 

モー
 

ドレジ
 

スタ1設
 

定　(
 

注1)
Iフラ

 

グを“

 

1”に設

 

定
プロ
 

セッサ
 

モー
 

ドレジ
 

スタ1設
 

定　(
 

注1)
割り

 

込み禁

 

止フ

 

ラグ(

 

I)=“1”
又は

 

各割り

 

込み

 

の割り

 

込み優

 

先レベ

 

ル=“0002”
NMI端子プ

 

ルア

 

ップ接

 

続選択

 

ビット

 

に“

 

0

 

”

 

を設

 

定
（ポ

 

ート機

 

能制

 

御レジ

 

スタの

 

ビット

 

7）

106ペ－ジ
クリアステータス
レジスタコマンド

フラ
 

ッシュ
 

メモ
 

リ制御
 

レジス
 

タのプ
 

ログ
 

ラムス
 

テータ
 

ス
レジ

 

スタ、

 

イレ

 

ーズス

 

テータ

 

スフラ

 

グが

 

 セット

 

された

 

後
••••

(2
 
行目)

106ペ－ジ
ソフトウエア

コマンド
CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

ト0に“
 

1”を設
 

定した•••••• CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

トに“
 

1”を設
 

定し
 

た••••••

•••時
 

、上位
 

バイト
 

(D8～
 

D1
 

5)
 

は無視
 

されま
 

す。 •••時
 

、上位
 

バイト
 

(D8～
 

D1
 

5)
 

は無視
 

されま
 

す。
 

(プロ
 

グラム
コマ

 

ンドの

 

第2サイ

 

クル

 

のライ

 

トデー

 

タは除

 

く。

 

)

(左3
 

行目)

(左6
 

行目)

(左3
 

行目)

(左6
 

行目)

（『
 

リード
 

ステ
 

ータス
 

コマン
 

ド』の
 

説明
 

文を削
 

除）リー
 

ドス
 

テー
 

タス
 

コマ
 

ンド

CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

ト0に“
 

0”書き
 

込み CPU書き換
 

えモ
 

ード選
 

択ビッ
 

トに“
 

0”書き
 

込み

2．•••
 

 完了
 

し、CPU書き
 

換えモ
 

ード0を
 

解除す
 

る前
 

には••• 2．•••
 

 完了
 

し、CPU書き
 

換えモ
 

ードを
 

解除
 

する前
 

には••
 

•

105ペ－ジ
図101

フラ
 

ッシュ
 

メモ
 

リ制御
 

レジス
 

タのプ
 

ログ
 

ラムス
 

テータ
 

ス
フラ

 

グ、イ

 

レー

 

ズステ

 

ータス

 

フラグ

 

が セ

 

ットさ

 

れた後••••

(2
 
行目)※

106ペ－ジ
プログラム
コマンド

CPU書き換
 

えモ
 

ード0の
 

場合、
 

自動書
 

き込み
 

の終
 

了は、
 

フ
ラッ

 

シュメ

 

モリ

 

制御レ

 

ジスタ

 

のリー

 

ドに

 

よって

 

確認で

 

き
ます

 

。フラ

 

ッシ

 

ュメモ

 

リ制御

 

レジス

 

タの

 

R

 

Y

 

/

 

B

 

Yステ

 

ータ
スフ

 

ラグは

 

、自

 

動書き

 

込み期

 

間中は

 

“0”、

 

終了

 

後は
“1”

 

となり

 

ます。
CPU書き換

 

えモ

 

ード0の

 

場合、

 

R

 

D/BY

 

ステー

 

タスフ

 

ラグ
が“

 

1”(レ

 

ディ)

 

とな

 

るのを

 

確認し

 

た後

 

、次の

 

コマン

 

ド処
理を

 

行って

 

くだ

 

さい。

 

自動書

 

き込み

 

実行

 

中(RD/BYス

 

テー
タス

 

フラグ

 

が“

 

0

 

”

 

のと

 

き)は

 

コマン

 

ド書き

 

込み

 

、及び

 

フ
ラッ

 

シュメ

 

モリ

 

へのア

 

クセス

 

は行わ

 

ない

 

でくだ

 

さい。

 

な
お、

 

自動書

 

き込

 

み完了

 

後は、

 

リード

 

アレ

 

イモー

 

ドにす

 

る
ため

 

のリー

 

ドア

 

レイコ

 

マンド

 

も実行

 

する

 

必要が

 

ありま
す。
　一

 

方、CPU書

 

き換え

 

モード

 

1の場合

 

、自動

 

書き

 

換え完
了割

 

り込み

 

処理

 

終了後

 

、次の

 

コマン

 

ド処

 

理を行

 

ってく

 

だ
さい

 

。CPU書き

 

換えモ

 

ード1で

 

は、自

 

動書き

 

込み

 

完了後
はリ

 

ードア

 

レイ

 

モード

 

となり

 

ます。
　自

 

動書き

 

込み

 

終了後

 

、フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リ制御

 

レジス

 

タ
を読

 

み出す

 

こと

 

により

 

自動書

 

き込み

 

の結

 

果を知

 

ること

 

が
でき

 

ます。

 

詳細

 

はステ

 

ータス

 

チェッ

 

クの

 

節を参

 

照して

 

く
ださ

 

い。
••••••••

(9
 
行目～22行目) (9

 
行目～22行目)
自動
 

書き込
 

みの
 

終了は
 

、フラ
 

ッシュ
 

メモ
 

リ制御
 

レジス
 

タ
のリ

 

ードに

 

よっ

 

て確認

 

できま

 

す。フ

 

ラッ

 

シュメ

 

モリ制

 

御
レジ

 

スタの

 

RY/BYス

 

テータ

 

スフ

 

ラグは

 

、自動

 

書き込

 

み期
間中

 

は“0”

 

、終了

 

後は

 

“1”と

 

なりま

 

す。
RD

 

/B

 

Yステ

 

ータス

 

フラグ

 

が“

 

1

 

”

 

(レ

 

ディ)

 

となる

 

のを

 

確認
した

 

後、次

 

のコ

 

マンド

 

処理を

 

行って

 

くだ

 

さい。

 

自動書

 

き
込み

 

実行中

 

(RD/BYス

 

テータ

 

スフラ

 

グが“

 

0”のと

 

き)

 

はコ
マン

 

ド書き

 

込み

 

、及び

 

フラッ

 

シュメ

 

モリ

 

へのア

 

クセス

 

は
行わ

 

ないで

 

くだ

 

さい。

 

なお、

 

自動書

 

き込

 

み完了

 

後は、

 

リ
ード

 

アレイ

 

モー

 

ドにす

 

るため

 

のリー

 

ドア

 

レイコ

 

マンド
を実

 

行する

 

必要

 

があり

 

ます。
　自

 

動書き

 

込み

 

終了後

 

、フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リ制御

 

レジス

 

タ
を読

 

み出す

 

こと

 

により

 

自動書

 

き込み

 

の結

 

果を知

 

ること

 

が
でき

 

ます。

 

詳細

 

はステ

 

ータス

 

チェッ

 

クの

 

節を参

 

照して

 

く
ださ

 

い。
••••••••



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.12
訂正箇所 誤 正

（１２／１８）

106ペ－ジ
ブロックイレーズ

コマンド

(7
 
行目～19行目)

CPU書き換

 

えモ

 

ード0の

 

場合、

 

自動消

 

去の終

 

了は

 

、
フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リ 制御

 

レジス

 

タのリ

 

ード

 

によっ

 

て確認
でき

 

ます。

 

フラ

 

ッシュ

 

メモリ

 

制御レ

 

ジス

 

タのRY/B

 

Yス
テー

 

タスフ

 

ラグ

 

は、自

 

動消去

 

期間中

 

は“

 

0

 

”

 

、終

 

了後
は“

 

1”とな

 

ります

 

。
CPU書き換

 

えモ

 

ード0の

 

場合、

 

R

 

D/BY

 

ステー

 

タスフ

 

ラグ
が“

 

1”(レ

 

ディ)

 

とな

 

るのを

 

確認し

 

た後

 

、次の

 

コマン

 

ド処
理を

 

行って

 

くだ

 

さい。

 

自動消

 

去実行

 

中(

 

R

 

D/BY

 

ステー

 

タス
フラ

 

グが“

 

0”のと

 

き)

 

はコマ

 

ンド書

 

き込み

 

、及

 

びフラ

 

ッ
シュ

 

メモリ

 

への

 

アクセ

 

スは行

 

わない

 

でく

 

ださい

 

。なお

 

、
自動

 

消去完

 

了後

 

は、リ

 

ードア

 

レイモ

 

ード

 

にする

 

ための

 

リ
ード

 

アレイ

 

コマ

 

ンドも

 

実行す

 

る必要

 

があ

 

ります

 

。
　一

 

方、CPU書

 

き換え

 

モード

 

1の場合

 

、自動

 

書き

 

換え完

 

了
割り

 

込み処

 

理終

 

了後、

 

次のコ

 

マンド

 

処理

 

を行っ

 

てくだ

 

さ
い。

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き換

 

えモー

 

ド1では

 

、自動

 

消去完

 

了後

 

はリー

 

ド
アレ

 

イモー

 

ドと

 

なりま

 

す。
　自

 

動消去

 

終了

 

後、フ

 

ラッシ

 

ュメモ

 

リ制

 

御レジ

 

スタを

 

読
み出

 

すこと

 

によ

 

り、自

 

動消去

 

の結果

 

を知

 

ること

 

ができ

 

ま
す。

 

詳細は

 

ステ

 

ータス

 

チェッ

 

クの節

 

を参

 

照して

 

くださ

 

い。
••••••••

(7
 
行目～19行目)

自動

 

消去の

 

終了

 

は、フ

 

ラッシ

 

ュメモ

 

リ 制

 

御レジ

 

スタの

 

リー
ドに

 

よって

 

確認

 

できま

 

す。フ

 

ラッシ

 

ュメ

 

モリ制

 

御レジ

 

スタ
のRY/B

 

Yステ

 

ータス

 

フラグ

 

は、

 

自動消

 

去期間

 

中は“

 

0”、
終了

 

後は“

 

1”とな

 

りま

 

す。
RD

 

/B

 

Yステ

 

ータス

 

フラグ

 

が“

 

1

 

”

 

(レ

 

ディ)

 

となる

 

のを

 

確認し
た後

 

、次の

 

コマ

 

ンド処

 

理を行

 

ってく

 

ださ

 

い。自

 

動消去

 

実行
中(

 

R

 

D/BY

 

ステー

 

タス

 

フラグ

 

が“0”

 

のとき

 

)はコ

 

マン

 

ド書き
込み

 

、及び

 

フラ

 

ッシュ

 

メモリ

 

へのア

 

クセ

 

スは行

 

わない

 

でく
ださ

 

い。な

 

お、

 

自動消

 

去完了

 

後は、

 

リー

 

ドアレ

 

イモー

 

ドに
する

 

ための

 

リー

 

ドアレ

 

イコマ

 

ンドを

 

実行

 

する必

 

要があ

 

りま
す。
　自

 

動消去

 

終了

 

後、フ

 

ラッシ

 

ュメモ

 

リ制

 

御レジ

 

スタを

 

読
み出

 

すこと

 

によ

 

り、自

 

動消去

 

の結果

 

を知

 

ること

 

ができ

 

ま
す。

 

詳細は

 

ステ

 

ータス

 

チェッ

 

クの節

 

を参

 

照して

 

くださ

 

い。
••••••••

107ペ－ジ
表20

リードステータス
レジスタ ライト X 701

 
6 リード X SRD(注3

 
)

プログラム ライト X 401
 

6 ライト WA
(注3

 

)
WD
(注3

 

)

ブロックイレーズ ライト X 201
 

6 ライト
BA
(注4

 

)
D016

リードロックビッ
トステータス
(注5

 

)
ライト X 711

 
6 リード BA

D6

(注6

 

)

（削
 

　除）

（『
 

SRD
 

=ス
 

テータ
 

スフ
 

ラグレ
 

ジスタ
 

』を削
 

除）
3．W

 

A=ライ

 

トアド

 

レス、••••••
4．ブ

 

ロック

 

アドレ

 

ス•••••

 

•

3．S
 

R
 

D=ステ
 

ータス
 

フラグ
 

レジ
 

スタ
4．W

 

A=ライ

 

トアド

 

レス、••••••
5．ブ

 

ロック

 

アドレ

 

ス•••••

 

•

プログラム ライト X xx401
 

6 ライト WA
(注3

 

)
WD
(注3

 

)

ブロックイレーズ ライト X xx201
 

6 ライト
BA
(注4

 

)
xxD016

リードロックビッ
トステータス

ライト X xx711
 

6 リード BA
D6

(注5

 

)

クリアステータス
レジスタ

ライト X 501
 

6
クリアステータス
レジスタ

ライト X xx501
 

6

リードアレイ ライト
X

(注2) FF16 リードアレイ ライト
X

(注2) xxFF16

コマンド
モード アドレス データ

(D0～D7)
モード アドレス データ

第1サイクル 第2サイクル
コマンド

モード アドレス データ
(D15～D0)

モード アドレス データ
(D15～D0)

第1サイクル 第2サイクル

イレーズ全アン
ロックブロック

ライト X A716 ライト X D016
イレーズ全アン
ロックブロック

ライト X xxA716 ライト X xxD016

ロックビットプロ
グラム

ライト X 771
 

6 ライト BA D016 ロックビットプロ
グラム

ライト X xx771
 

6 ライト BA xxD016

注1．
 

ソフト
 

ウエア
 

コマ
 

ンド入
 

力時に
 

は上位
 

バイ
 

ト(D8～
D15)のデ

 

ータは

 

無視

 

されま

 

す。
注1．
 

x
 

x=コマ
 

ンドコ
 

ード上
 

位8ビッ
 

ト(
 

任意の
 

値)。
 

(ソ
 

フト
ウエ

 

アコマ

 

ンド

 

入力時

 

には上

 

位バイ

 

ト(

 

D8～D15)の
デー

 

タは無

 

視さ

 

れます

 

。)

（『
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換
 

えモー
 

ド1••••••』
 

を削除
 

）
5．D6は

 

ブロ

 

ックロ

 

ック•••

 

•••
5．CPU書き
 

換えモ
 

ード
 

1
 

で
 

は、
 

リード
 

ロック
 

ビット
 

ステ
　  ー

 

タスコ

 

マンド

 

は使

 

用しな

 

いでく

 

ださい

 

。
6．D6は

 

ブロ

 

ックロ

 

ック•••

 

•••



M379
 

11FGCHPデータシート正誤表(
 

Rev.
 

D)
 

　No
 

.13
訂正箇所 誤 正

（１３／１８）

107ペ－ジ
図102

図104．プ
 

ログ
 

ラムフ
 

ローチ
 

ャート 図102．プ
 

ログ
 

ラムフ
 

ローチ
 

ャート

スタ
 

ート

ライ
 

ト4016

ライ
 

ト
ア

 

ドレス

 

, データ

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

プロ
 

グラム
 

完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

スタ
 

ート

ライ
 

ト4016

ライ
 

ト
ア

 

ドレス

 

, データ

フラッシュメモリ
書き換え完了
割り込み処理

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

プロ
 

グラム
 

完了

<CPU書き換
 

えモ
 

ード0
  の場合

 

>
<CPU書き換
 

えモ
 

ード1
  の場合

 

> スタ
 

ート

ライ
 

トxx
 

4016

ライ
 

ト
ア

 

ドレス

 

, データ

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

プロ
 

グラム
 

完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

107ペ－ジ
図102

注．
 

コマン
 

ドラ
 

イトの
 

前に、•••••• ロ
 

ック
 

を無効
 

にして
　　

 

くださ

 

い。
（削
 

　除）

107ペ－ジ
図103

図105．ブ
 

ロッ
 

クイレ
 

ーズフ
 

ローチ
 

ャー
 

ト 図103．ブ
 

ロッ
 

クイレ
 

ーズフ
 

ローチ
 

ャー
 

ト

スタ
 

ート

ライ
 

ト2016

ラ
 

イトD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

スタ
 

ート

ライ
 

ト2016

ラ
 

イトD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
書き換え完了
割り込み処理

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

<CPU書き換
 

えモ
 

ード0
  の場合

 

>
<CPU書き換
 

えモ
 

ード1
  の場合

 

>

注．
 

コマン
 

ドラ
 

イトの
 

前に、•••••• ロ
 

ック
 

を無効
 

にして
　　

 

くださ

 

い。
（削
 

　除）

スタ
 

ート

ライ
 

トxx
 

2016

ライト
 

x
 

xD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

ロックビット無効選択
ビットに“0”を設定
ロックビット無効選択
ビットに“1”を設定

ロックビット無効選択
ビットに“0”を設定
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　No
 

.14
訂正箇所 誤 正

（１４／１８）

108ペ－ジ
図104

図106．ロ
 

ック
 

ビット
 

プログ
 

ラムフ
 

ロー
 

チャー
 

ト 図104．ロ
 

ック
 

ビット
 

プログ
 

ラムフ
 

ロー
 

チャー
 

ト

スタ
 

ート

ライ
 

ト7716

ラ
 

イトD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

スタ
 

ート

ライ
 

ト7716

ラ
 

イトD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
書き換え完了
割り込み処理

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

<CPU書き換
 

えモ
 

ード0
  の場合

 

>
<CPU書き換
 

えモ
 

ード1
  の場合

 

> スタ
 

ート

ライ
 

トxx
 

7716

ライト
 

x
 

xD016
ブロッ

 

クアド

 

レス

フラッシュメモリ
制御レジスタリード

フ
 

ルステ
 

ータス
チ

 

ェック

ブロック消去完了

ビッ
 

ト0=1? NO

YE
 

S

108ペ－ジ
図105

図107．リ
 

ード
 

ロック
 

ビット
 

ステー
 

タス
 

フロー
 

チャー
 

ト 図105．リ
 

ード
 

ロック
 

ビット
 

ステー
 

タス
 

フロー
 

チャー
 

ト

注．
 

このコ
 

マン
 

ドは、
 

C
 

P
 

U
 

書
 

き換え
 

モー
 

ド0での
 

み使用
 

で
　　

 

きます

 

。CPU書き

 

換えモ

 

ード1で

 

は使用

 

しな

 

いでく

 

だ
　　

 

さい。

108ペ－ジ
イレーズ

全アンロック
ブロックコマンド

チッ
 

プイレ
 

ーズ
 

の終了
 

も、ブ
 

ロック
 

イレ
 

ーズと
 

同様に
 

フ
ラッ

 

シュメ

 

モリ

 

 ••••

(6
 
行目)(6

 
行目)

CPU書き換

 

えモ

 

ード0の

 

場合、

 

チップ

 

イレー

 

ズの

 

終了も

 

、
ブロ

 

ックイ

 

レー

 

ズと同

 

様にフ

 

ラッシ

 

ュメ

 

モリ ••••

スタ
 

ート

ライ
 

ト7116

スタ
 

ート

ライ
 

トxx
 

7116

•••消
 

去の結
 

果もス
 

テー
 

タスレ
 

ジスタ
 

又はフ
 

ラッ
 

シュメ
 

モ
リ制

 

御レジ

 

スタ

 

の読み

 

出しに

 

より知

 

るこ

 

とがで

 

きます

 

。

(8
 
行目) (8

 
行目)

•••消

 

去の結

 

果もフ

 

ラッ

 

シュメ

 

モリ制

 

御レジ

 

スタ

 

の読み

 

出
しに

 

より知

 

るこ

 

とがで

 

きます

 

。自動

 

消去

 

実行中

 

(RD

 

/B

 

Y
ステ

 

ータス

 

フラ

 

グが“

 

0”のと

 

き)は

 

、コマ

 

ンド

 

書き込
み、

 

及びフ

 

ラッ

 

シュメ

 

モリへ

 

のアク

 

セス

 

は行わ

 

ないで

 

く
ださ

 

い。

•••の
 

みイレ
 

ーズさ
 

れま
 

す。
(最終行)

•••の
 

みイレ
 

ーズさ
 

れま
 

す。
　CPU書き

 

換え

 

モード

 

1では、

 

このコ

 

マンド

 

の代

 

わりに
ブロ

 

ックイ

 

レー

 

ズコマ

 

ンドを

 

使用す

 

るこ

 

とをお

 

奨めし

 

ま
す。

(最終行)

108ペ－ジ
ロックビット
プログラム
コマンド

 •••• 同様に
 

ステー
 

タスレ
 

ジス
 

タのリ
 

ード又
 

はフラ
 

ッシ
 

ュ
メモ

 

リ制御

 

 •••• 

(1
 
0行目)

 •••• 同様に
 

フラッ
 

シュメ
 

モリ
 

制御 •••• 
(1
 
0行目)

108ペ－ジ
リードロック

ビットステータス
コマンド

 •••• データ
 

バス(
 

D6)へ
 

読み出
 

されま
 

す。 
(5
 
行目)

 ••••デ
 

ータバ
 

ス(D6)へ読
 

み出さ
 

れま
 

す。
　リ

 

ードロ

 

ック

 

ビット

 

ステー

 

タスコ

 

マン

 

ドは、

 

C

 

P

 

U

 

書

 

き
換え

 

モード

 

1では使

 

用し

 

ないで

 

くださ

 

い。

(5
 
行目)
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D)
 

　No
 

.15
訂正箇所 誤 正

（１５／１８）

109ペ－ジ
データ保護機能

（ブロックロック）

 •••• ロック
 

を無効
 

にして
 

くだ
 

さい。 
(2
 
6行目)

実行
 

すると
 

、そ
 

れぞれ
 

イレー
 

ズステ
 

ータ
 

ス(S
 

R
 

.5)
 

、プロ
グラ

 

ムステ

 

ータ

 

ス(S

 

R

 

.4)

 

が ••••

(3
 
0～31

 
行目)

実行
 

すると
 

、そ
 

れぞれ
 

イレー
 

ズステ
 

ータ
 

スフラ
 

グ、プ
 

ロ
グラ

 

ムステ

 

ータ

 

スフラ

 

グが •••

 

•

 •••• ロック
 

を無効
 

にして
 

くだ
 

さい。
なお

 

、この

 

確認

 

はCPU書き換

 

えモー

 

ド0で行

 

って

 

くださ
い。

(2
 
6行目)

(3
 
0～31

 
行目)

イレ
 

ーズ、
 

プロ
 

グラム
 

を行う
 

場合に
 

は、
 

必要に
 

応じて
 

、
あら

 

かじめ•••• 

(2
 
3行目)

イレ
 

ーズ、
 

プロ
 

グラム
 

を行う
 

場合に
 

は、
 

必ず、
 

あらか
 

じ
め•••• 

(2
 
3行目)

109ペ－ジ
ステータス
チェック

（タイトル変更）
ステ

 

ータ

 

スレ

 

ジス

 

タ
（タイトル変更）
ステ

 

ータ

 

スチ

 

ェッ

 

ク

ステ
 

ータス
 

レジ
 

スタは
 

、プロ
 

グラム
 

、 ••••
(2
 
行目) (2

 
行目)

フラ

 

ッシュ

 

メモ

 

リ制御

 

レジス

 

タの各

 

フラ

 

グを読

 

み出す

 

こ
とで

 

、プロ

 

グラ

 

ム、 ••••

•••• の状態
 

を示す
 

フラグ
 

で、
 

リード
 

ステー
 

タスレ
 

ジス
 

タコ
マン

 

ド(701

 

6)

 

をライ

 

トした

 

とき読

 

み出

 

すこと

 

ができ

 

ます。

 

 

(4
 
行目) (4

 
行目)

•••• の状態

 

をチェ

 

ックす

 

るこ

 

とがで

 

きます

 

。 

　ま
 

た、ス
 

テー
 

タスレ
 

ジスタ
 

は •••• “8016”を出
 

力しま
す。

 

 

以下
 

に各ビ
 

ット
 

の内容
 

を説明
 

します
 

。
(6
 
行目)

以下
 

にフラ
 

ッシ
 

ュメモ
 

リ制御
 

レジス
 

タの
 

各フラ
 

グの内
 

容
を説

 

明しま

 

す。

(6
 
行目)

109ペ－ジ
RY/

 

BY
ステータスフラグ

（ビット0）

（タイトル変更）シー
 

ケン
 

サス
 

テー
 

タス
 

（SR.7） （タイトル変更）RY/BYステ
 

ータ
 

スフ
 

ラグ（
 

ビッ
 

ト0）

シー
 

ケンサ
 

ステ
 

ータス
 

は、シ
 

ーケン
 

サの
 

 •••• 
(2
 
行目) (2

 
行目)

RY/BYス

 

テー

 

タスフ

 

ラグは

 

、シ

 

ーケン

 

サの •••

 

• 

（タイトル変更）イレ
 

ーズ
 

ステ
 

ータ
 

ス（
 

SR
 

.5）109ペ－ジ
イレーズ

ステータス
フラグ

（ビット7）

（タイトル変更）イレ
 

ーズ
 

ステ
 

ータ
 

スフ
 

ラグ
 

（ビ
 

ット7）

イレ
 

ーズス
 

テー
 

タスは
 

、自動
 

消去の
 

 •••• 
(2
 
行目) (2

 
行目)

イレ

 

ーズス

 

テー

 

タスフ

 

ラグは

 

、自動

 

消去

 

の •••• 

•••• イレー
 

ズステ
 

ータス
 

は、クリア
 

される
 

と“0” になり
ます

 

。

(5
 
行目)

•••• イレー
 

ズステ
 

ータス
 

は、
 

クリア
 

ステー
 

タスレ
 

ジス
 

タコ
マン

 

ド(501

 

6)

 

をライ

 

トした

 

ときク

 

リア

 

されま

 

す。

109ペ－ジ
プログラム
ステータス

フラグ
（ビット6）

（タイトル変更）プロ
 

グラ
 

ムス
 

テー
 

タス
 

（SR.4） （タイトル変更）プロ
 

グラ
 

ムス
 

テー
 

タス
 

フラ
 

グ（
 

ビット
 

6）

プロ
 

グラム
 

ステ
 

ータス
 

は、自
 

動消去
 

の •••• 
(2
 
行目) (2

 
行目)

プロ

 

グラム

 

ステ

 

ータス

 

フラグ

 

は、自

 

動消

 

去の ••••

 

 

•••• プログ
 

ラムス
 

テータ
 

スは
 

、クリ
 

アされ
 

ると“0” にな
りま

 

す。

(5
 
行目) (5

 
行目)

•••• プログ

 

ラムス

 

テータ

 

スは

 

、クリ

 

アステ

 

ータス

 

レジ

 

スタ
コマ

 

ンド(

 

5016)をラ

 

イトし

 

たとき

 

クリ

 

アされ

 

ます。

(5
 
行目)

SR.5, SR.4のいず
 

れかが
 

 •••• 
(8
 
行目) (8

 
行目)

イレ

 

ーズス

 

テー

 

タスフ

 

ラグ、

 

プログ

 

ラム

 

ステー

 

タスフ

 

ラグ
のい

 

ずれか

 

が •••• 

また
 

、以下
 

のと
 

きには
 

SR.5
 

, S
 

R
 

.4の
 

両方が
 

 •••• 
(1
 
5行目) (1

 
5行目)

また

 

、以下

 

のと

 

きには

 

イレー

 

ズステ

 

ータ

 

スフラ

 

グ、プ

 

ロ
グラ

 

ムステ

 

ータ

 

スフラ

 

グの両

 

方が ••

 

•• 

 •••• を実行
 

し、ス
 

テータ
 

スを
 

クリア
 

してく
 

ださい
 

。
(1
 
3行目) (1

 
3行目)

•••• を実行

 

し、こ

 

れらの

 

ステ

 

ータス

 

フラグ

 

をクリ

 

アし

 

てく
ださ

 

い。

110ペ－ジ
図106

図108．フ
 

ルス
 

テータ
 

スチェ
 

ックフ
 

ロー
 

チャー
 

ト及び
各エ

 

ラー発

 

生時

 

の対処

 

方法
図106．フ
 

ルス
 

テータ
 

スチェ
 

ックフ
 

ロー
 

チャー
 

ト及び
各エ

 

ラー発

 

生時

 

の対処

 

方法

ステ
 

ータス
 

レジ
スタ

 

リード
フラ
 

ッシュ
 

メモ
 

リ制御
レジ

 

スタリ

 

ード
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　No
 

.16
訂正箇所 誤 正

（１６／１８）

110ペ－ジ
図106

ブロックイレーズ
エラー

イレーズエラー

① •••
 

••••• 
②リ

 

ードロ

 

ック

 

ビット

 

ステー

 

タスを

 

実行

 

し、エ

 

ラーが

 

発
　生

 

したブ

 

ロッ

 

クのロ

 

ックビ

 

ットが

 

“0”で

 

あれ

 

ば、ロ

 

ッ
　ク

 

ビット

 

無効

 

選択ビ

 

ット（

 

9E16番地の

 

ビッ

 

ト2）を
　“

 

1”にセ

 

ットし

 

てく

 

ださい

 

。
③再

 

度、ブ

 

ロッ

 

クイレ

 

ーズ又

 

はイレ

 

ーズ

 

全アン

 

ロック

 

ブ
　ロ

 

ックを

 

実行

 

してく

 

ださい

 

。
　注

 

．それ

 

でも

 

エラー

 

が出る

 

場合は

 

、••••

 

 

SR.4 プロ
 

グラム
 

ステ
 

ータス
 

フラグ

イレ
 

ーズス
 

テー
 

タスフ
 

ラグ

クリ
 

アステ
 

ータ
 

スレジ
 

スタコ
 

マンド
 

(5016)を
 

実行し
 

、
ステ

 

ータス

 

レジ

 

スタを

 

クリア

 

 •••• 
クリ
 

アステ
 

ータ
 

スレジ
 

スタコ
 

マンド
 

(5016)を
 

実行し
 

、
これ

 

らのス

 

テー

 

タスフ

 

ラグを

 

クリア

 

 •••• 

SR.5

（コ
 

マンド
 

シー
 

ケンス
 

エラー
 

） （コ
 

マンド
 

シー
 

ケンス
 

エラー
 

）

（イ
 

レーズ
 

エラ
 

ー） （イ
 

レーズ
 

エラ
 

ー）

（プ
 

ログラ
 

ムエ
 

ラー）

［プ
 

ログラ
 

ム実
 

行時］
　①

 

 •••••••• 
　②

 

リード

 

ロッ

 

クビッ

 

トステ

 

ータス

 

を実

 

行し、

 

エラー

 

が
　　

 

発生し

 

たブ

 

ロック

 

のロッ

 

クビッ

 

トが

 

“0”で

 

あれば

 

、
　　

 

ロック

 

ビッ

 

ト無効

 

選択ビ

 

ット（

 

9E16番地

 

のビッ

 

ト
　　

 

2）を“

 

1”にセ

 

ットし

 

てく

 

ださい

 

。
　③

 

再度、

 

プロ

 

グラム

 

を実行

 

してく

 

ださ

 

い。
　　

 

注．そ

 

れで

 

もエラ

 

ーが出

 

る場合

 

は、•••• 

［ロ

 

ックビ

 

ット

 

プログ

 

ラム実

 

行時］
　①

 

 •••••••• 
　②

 

 •••••••• 
　③

 

ブロッ

 

クイ

 

レーズ

 

を実行

 

し、エ

 

ラー

 

が発生

 

したブ
　　

 

ロック

 

をイ

 

レーズ

 

してく

 

ださい

 

。
　④

 

再度、

 

ロッ

 

クビッ

 

トプロ

 

グラム

 

を実

 

行して

 

くださ

 

い。
　　

 

注．そ

 

れで

 

もエラ

 

ーが出

 

る場合

 

は、•••• 

（プ
 

ログラ
 

ムエ
 

ラー）

① •••
 

••••• 
②リ

 

ードロ

 

ック

 

ビット

 

ステー

 

タスコ

 

マン

 

ドを実

 

行し、

 

エ
　ラ

 

ーが発

 

生し

 

たブロ

 

ックの

 

ロック

 

ビッ

 

トが“

 

0”であ
　れ

 

ば、ロ

 

ック

 

ビット

 

無効選

 

択ビッ

 

ト（

 

9

 

E16番地の

 

ビッ
　ト

 

2）を“

 

1”にセ

 

ットし

 

てく

 

ださい

 

。
③再

 

度、ブ

 

ロッ

 

クイレ

 

ーズ又

 

はイレ

 

ーズ

 

全アン

 

ロック

 

ブ
　ロ

 

ックコ

 

マン

 

ドを実

 

行して

 

くださ

 

い。
　注

 

1．それ

 

でもエ

 

ラー

 

が出る

 

場合は

 

、•••• 

［プ
 

ログラ
 

ム実
 

行時］
　①

 

 •••••••• 
　②

 

リード

 

ロッ

 

クビッ

 

トステ

 

ータス

 

コマ

 

ンドを

 

実行し

 

、
　　

 

エラー

 

が発

 

生した

 

ブロッ

 

クのロ

 

ック

 

ビット

 

が“0”

 

で
　　

 

あれば

 

、ロ

 

ックビ

 

ット無

 

効選択

 

ビッ

 

ト（9E1

 

6番

 

地の　
　　

 

ビット

 

2）を“

 

1”にセ

 

ット

 

してく

 

ださい

 

。
　③

 

再度、

 

プロ

 

グラム

 

コマン

 

ドを実

 

行し

 

てくだ

 

さい。
　　

 

注2．そ

 

れでも

 

エラ

 

ーが出

 

る場合

 

は、•••• 

［ロ

 

ックビ

 

ット

 

プログ

 

ラム実

 

行時］
　①

 

 •••••••• 
　②

 

 •••••••• 
　③

 

ブロッ

 

クイ

 

レーズ

 

コマン

 

ドを実

 

行し

 

、エラ

 

ーが発

 

生
　　

 

したブ

 

ロッ

 

クをイ

 

レーズ

 

してく

 

ださ

 

い。
　④

 

再度、

 

ロッ

 

クビッ

 

トプロ

 

グラム

 

コマ

 

ンドを

 

実行し

 

て
　　

 

くださ

 

い。
　　

 

注3．そ

 

れでも

 

エラ

 

ーが出

 

る場合

 

は、•••• 

注．
 

イレー
 

ズス
 

テータ
 

スフラ
 

グ、プ
 

ログ
 

ラムス
 

テータ
 

ス
　　

 

フラグ

 

のい

 

ずれか

 

が•••• 
注4．
 

イレー
 

ズステ
 

ータ
 

スフラ
 

グ、プ
 

ログラ
 

ムス
 

テータ
 

ス
フラ

 

グのい

 

ずれ

 

かが•••• 

111ペ－ジ
交

 

流電

 

気的特

 

性

最　小
15

規　格　値
最　大標　準

単位項　目

4Kブロックイレーズ時間
ワードプログラム時間 150

0
 

.3 6
μs
s

イレーズ 全アンロック
ブロックイレーズ時間

0
 

.5 6 s56
 

Kブロック、64K
 

ブロック
イレーズ時間

ロックビットプログラム
時間

0
 

.5×n 6×n

0
 

.02 0
 

.4 ms

s

最　小
12

規　格　値
最　大標　準

単位項　目

4Kブロックイレーズ時間
ワードプログラム時間 160

0
 

.2 6
μs
s

イレーズ 全アンロック
ブロックイレーズ時間

0
 

.3 8 s56
 

Kブロック、64K
 

ブロック
イレーズ時間

ロックビットプログラム
時間

0
 

.3×n 8×n

20 400 μs

s

（Vcc=5
 

V±0.
 

5V, 
 

Ta=
 

0～60
 

℃, f
 

(fsys)=
 

27M
 

Hz(注)） （Vcc=5
 

V±0.
 

5V, 
 

Ta=
 

0～60
 

℃, f
 

(fsys)=
 

26M
 

Hz(注)）

111ペ－ジ
直

 

流電

 

気的特

 

性
（Vcc=5
 

V±0.
 

5V, 
 

Ta=
 

0～60
 

℃, f
 

(fsys)=
 

27M
 

Hz(注)） （Vcc=5
 

V±0.
 

5V, 
 

Ta=
 

0～60
 

℃, f
 

(fsys)=
 

26M
 

Hz(注)）

112ペ－ジ
絶

 

対最

 

大定格

 

；
P

 

dの定格

 

値
300

定格値記　号

Pd 消費電力

項　目 単　位

mW 400

定格値記　号

Pd 消費電力

項　目 単　位

mW

※

※

※

※

最小
規　格　値

最大標準
単位項　目

VCC電源電流(ライト時)
VCC電源電流(リード時)

48
mA
mA

ICC1
ICC2

VCC電源電流(イレーズ時)
VCC電源電流(プログラム時) 54

54
mA
mA

ICC3
ICC4

最小
規　格　値

最大標準
単位項　目

ICC1
ICC2 VCC電源電流(イレーズ時)

VCC電源電流(プログラム時) 54
54

mA
mA

記　号

※
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　No
 

.17
訂正箇所 誤 正

（１７／１８）

113ペ－ジ
推奨

 

動作条

 

件 記号

VIH “H”入力電圧　XI
 

N,
 

 RES
 

ET, 
BY

 

TE, 

 

MD0, 
MD1

項　目 単位最小
規格値

最大標準

VIH “H”入力電圧　P00～P07, 
•••,

 

 P110～P117

記号

VIH “H”入力電圧　RES
 

ET, 
 

B
 

YTE,
MD0,

 

 MD1

項　目 単位最小
規格値

最大標準

VIH “H”入力電圧　P00～P07, 
•••,

 

 P110～P117

VIH “H”入力電圧　
XI

 

N (XIN入力レベル選択ビット=
0時)

0
 
.43

 
Vcc Vcc

VIH “H”入力電圧　
XI

 

N (XIN入力レベル選択ビット=
1時)

0
 

.8V
 

cc Vcc

V

V

記号

VIL “L”入力電圧　XIN,
 

 RESE
 

T,
 

 
BY

 

TE, 

 

MD0, 
MD1

項　目 単位最小
規格値

最大標準

VIL “L”入力電圧　P00～P07,
 

 
•••,

 

 P110～P117

記号

VIL “H”入力電圧　RES
 

ET, 
 

B
 

YTE,
MD0,

 

 MD1

項　目 単位最小
規格値

最大標準

VIL “H”入力電圧　P00～P07, 
•••,

 

 P110～P117

VIL “H”入力電圧　XI
 

N 0 0
 
.16

 
Vcc V

記号

f(
 
XI

 
N) 外部クロック入力周波数（注2）

項　目 単位最小
規格値

最大標準

f(
 
fsys) システムクロック周波数（注3）

MHz

MHz

54

27

記号

f(
 
XI

 
N) 外部クロック入力周波数（注2）

項　目 単位最小
規格値

最大標準

f(
 
fsys) システムクロック周波数（注3）

MHz

MHz

52

26

2．外部方形波入力の場合は最大5
 

2MHz、共振子接続の場合は 
最大16

 

MHzとなります。
2．外部方形波入力の場合は最大5
 

2MHz、発振子接続の場合は 
最大26

 

MHzとなります。
f(

 

XI

 

N)

 

≧20MHzの場合には、XI

 

N入力クロック分周比選択ビッ　
ト(BC16番地のビット7

 

, 6

 

)を“11

 

”(分周なし)以外にして
ください。

3． ••
 

••
 

••、システムクロック周波数f(fsys)が27
 

MHzを越えないよう
にしてください。

3． ••••••、システムクロック周波数f(fsys)が26
 

MHzを越えないよう
にしてください。

※ 注1．SC
 

LK, 
 

SDAはシリアル入出力モード時のみ使用する端子
です。

注1．SC
 

LK, 
 

SDAはフラッシュメモリ内蔵版で、シリアル入出力
モード時のみ使用する端子です。

※

114ペ－ジ
直

 

流電

 

気的特

 

性

最　小

2

規　格　値
最　大標　準

単位記　号

VRAM V

最　小

4
 

.5

規　格　値
最　大標　準

単位記　号

VRAM V

（Vcc=5
 

V, 
 

Vss=0V
 

, Ta
 

=－20
 

～85℃,
 

 f(
 

fsys)=
 

27MHz） （Vcc=5
 

V, 
 

Vss=0V
 

, Ta
 

=－20
 

～85℃）

記号

VT+–VT-

項　目 最小
規格値

最大標準

V0
 

.2

単位

ヒステリシス •••••••
 

••,
INT0～IN

 

T4,
NMI

 

, ADTRG,

 

 
CTS0, ••••

0
 

.7

記号

VT+–VT-

項　目 最小
規格値

最大標準

V0
 

.1

単位

ヒステリシス •••••••
 

••,
INT0～IN

 

T4,
NMI

 

,  
CTS0, ••••

0
 

.7

※
記号

ICC

測定条件 最小
規格値

最大標準

mA30f(
 
fsys)=2

 
6MHz

CPU動作時
45

単位

クロック停止時
Ta

 

=25℃
クロック停止時
Ta

 

=85℃

TBD

TBD

μA

記号

ICC

測定条件 最小
規格値

最大標準

mA30f(
 
fsys)=2

 
6MHz

CPU動作時
45

単位

クロック停止時
Ta

 

=25℃
クロック停止時
Ta

 

=85℃

50

300

μA
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115ペ－ジ
A-

 

D変換特

 

性 規格値

変換
時間

項目 単位
最大最小

測定条件記号

f(
 
fsys)≦2

 
7MHz 分解能10

 
ビット

モード

分解能8ビット
モード

tCONV

規格値

変換
時間

項目 単位
最大最小

測定条件記号

分解能10
 

ビットモード

分解能8ビットモード

tCONV4
 
.54

1
 
.89
(注)

4
 
.54

1
 
.89

(注2)

(注1)

(tCO
 

Vの測定条件) (tCO
 

Vの測定条件)

注．A-D変換周波数(
 

fAD)
 

にf1を選択した場合。 注1．f
 

(fsys)
 

=26M
 

Hz時、カウントソースをf2(fsysの2
 

分周)に設定し
た場合の値です。

　2．f

 

(fsys)

 

=26M

 

Hz時、カウントソースをf1(fsys)に設定した場合の
値です。

100P6S-
 

Aのパ
 

ッケー
 

ジ外形
 

寸法図 （図
 

削除）131ペ－ジ
パ

 

ッケ

 

ージ外

 

形
寸法

 

図

116～130ペ－
 

ジ
電

 

気的特

 

性
「電
 

気的特
 

性」
 

の項を
 

追加

115ペ－ジ
D-A変

 

換特性

 

；
ROの規格値

最小
規格値

最大
記　号 項　目 単位

RO 出力抵抗 2 kΩ4
 

.5

最小
規格値

最大
記　号 項　目 単位

RO 出力抵抗 1 kΩ4

119ペ－ジ
内蔵周辺装置

入出力タイミング
fi(
 
i = 

 
1, 

 
2, 

 
16,

 
 64

 
, 5

 
12)

 
：設定されているカウントソースを示し
ます。•••

 

•••••

 

•

[タイマB
 

入力(パルス幅測定モード)]

fi(
 
i = 

 
2, 

 
16,

 
 64

 
, 5

 
12)

 
：設定されているカウントソースを示しま
す。•••

 

•••••

 

•

[タイマB
 

入力(パルス幅測定モード)]※

116ペ－ジ
外部クロック入力

※

1/
 

f(XIN)
0.4

 

5tc(in

 

)
0.5

 

tc(in)-2

0.5

 

tc(in)-6

0

 

.5tc(

 

in

 

)-3.4

0

 

.5tc(

 

in

 

)-6.8

2

 

.7

6

 

.4

2

 

.7

6

 

.4

最　小

規　格　値

最　大記　号

tc(
 

in
 

)

tw(

 

h

 

alf

 

)

tw(

 

H)

tw(

 

H)

tw(

 

L

 

)

tw(

 

L

 

)

tr

tr

tf

tf

項　目

0.5
 

5tc(in
 

)

外部クロック入力サイクル時間

単位

ns
ns
ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

外部クロック入力半値パルス幅

外部クロック入力“H”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力“L”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力立ち上がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力立ち下がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力“H”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力“L”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力立ち上がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力立ち下がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

1/
 

f(XIN)
0.4

 

5tc(in

 

)
tw(ha

 

lf)-2

tw(ha

 

lf)-6

tw(

 

h

 

alf

 

)-3.4

tw(

 

h

 

alf

 

)-6.8

最　小

規　格　値

最　大記　号

tc(
 

in
 

)

tw(

 

h

 

alf

 

)

tw(

 

H)

tw(

 

H)

tw(

 

L

 

)

tw(

 

L

 

)

tr

tr

tf

tf

項　目

0.5
 

5tc(in
 

)

外部クロック入力サイクル時間

単位

ns
ns
ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

外部クロック入力半値パルス幅

外部クロック入力“H”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力“L”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力立ち上がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力立ち下がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=0

 

時)

外部クロック入力“H”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力“L”パルス幅
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力立ち上がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

外部クロック入力立ち下がり時間
(XIN入力レベル選択ビット=1

 

時)

2
 

.7

6

 

.4

2

 

.7

6

 

.4

•••••••••
入力タイミング電圧：VIL=0

 

.8V

 

, VIH=2

 

.15

 

Vで判定　(tw(

 

H) ••••••••• )
入力タイミング電圧：VIL=0

 

.8V

 

, VIH=4

 

.0V

 

で判定　(tw(H) ••••••••• )
入力タイミング電圧：1.

 

65Vで判定　(

 

tc(in) ••••••••• )
入力タイミング電圧：2.

 

5Vで判定　(tc(in) ••••••••• )

(測定条件)

•••••••••
入力タイミング電圧：VIL=0

 

.16

 

VCC, 

 

VI

 

H=

 

0.4

 

3VCCで判定　
(tw(H) ••••••••• )
入力タイミング電圧：VIL=0

 

.16

 

VCC, 

 

VI

 

H=

 

0.8

 

VCCで判定　
(tw(H) ••••••••• )
入力タイミング電圧：0.

 

33VCCで判定　(tc(in) ••••••••• )
入力タイミング電圧：0.

 

5VCCで判定　(tc(in) ••••••••• )

(測定条件)

(外部クロック入力タイミング必要条件) (外部クロック入力タイミング必要条件)
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